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2 1 1 4 年 の 湯 花 邪 無 。 ジ ャ カル タ と 東京 に 住ん で いる 。 た また ま 放 浪 中 に 
ジャ カル タ の スパ イス 学 に 入れ られ た 。33 歳 独身 で ある 。 ジ ャ カル タ の 大 学 
に 入っ た 。 入 っ た と いう より 入れ られ た 。 ス パイ ス を つく っ て 新宿 と ジャ カ 
ル タ で 販売 し て いる 。 2 メー トル 88 キ ロ 。 大 きい 方 で は な い 。 ニ ュー ヨー ク 
ゴジ ラ に 3 メー トル の ピッ チャ ー が 入団 し た 。 東京 ライ オン と 同じ リー グ で 
ある 。 上 海 ド ラゴン に も 3 メー トル の ピッ チャ ー が いる よう だ 。 ジ ャ カル 
ター 東京 50 分 で ある 。 

時 代 は エネ ルギー 大 変革 。 アース バッ テリ ー を 開発 し た 先 里 風 香 が 世界 の 救 
世 主 で ある 。 エ ネル ギー 代 が タダ な の だ 。 地 球 に も 人 に も 、 何 も 害 を 及ぼ さ 
な い 。 ス マ ホ も 冷蔵 庫 も レン ジ も ドン ドン アー スバ ッ テ リ ー に 変わ っ て い 
く 。 ア ー ス カー が 世界 の 50% を 占め た 。 

先 里 風 香 は フロ リ ダ に 住ん で いる らし い 。 離 も 顔 を 見 た こと が な い 。 先 里 風 
香 を 支援 し た の は 、 フ ロリ ダ の バッ テリ ー 会 社 で ある ワー ルド バッ テリ ー で 
ある 。 ワ ー ル ド バ ッ テリ ー は アー スバ パ バッテリー の 世界 シェ アー の 32% を 持っ 
て いる 。 

先 里 風 香 は 、 地 球 や 人 に 良い こと を し て いる の に 自分 に 危険 が 迫る こと を 承 
知 し て いる 。 従来 の 地球 資源 に よる エネ ルギー の 役割 が 縮小 する の だ 。 

先 里 風 香 は 老人 で ある 。 老 婆 か も し れ な い 。 代理 を 華美 美鈴 に 託し て いる 。 
華美 美鈴 も 危な い 。 

日 本 の 戦車 の 会 社 が アー スバ ッ テ リ ー を パワ ー ア ッ プ し た く て 、 華 美美 鋼 が 
説明 に や っ て きた 日 本 で 、 拉 致し て し まう 。 先 里 風 香 を 日 本 に 呼び 戻し た い 
の だ 。 日 本 人 だ か ら 、 協 力 す る の は 当然 だ と いう 態度 で ある 。 

2 1 1 4 年 7 月 26 日 。 華 美美 負 が プサン で 日 本 か ら 脱 出す る 時 、 湯 花 邪 無 
は 、 先 里 風 香 を 見 た 。 か な り の お 年 で あっ た 。 男 で ある 。「 助 け て くれ て あ 
り が と う 」 と 填 っ た 。 

8 月 17 日 カサ ブラ ンカ の F AR 通り の 街灯 の アー スラ イ テ ィ ング の 点灯 式 が 


あっ た 。 イ ベン ト で ある 。 1 週間 も 前 に カサ プラ ンカ に 行く と メッ セー ジ し 
た 華美 美鈴 。 誰 も 知ら な い が 、 湯 花 邪 無 は 自分 へ の メッ セー ジ だ と 思っ た 。 
誰 に も 吉 わ ず に 、 湯 花 邪 無 は カサ プラ ンカ に 出かけ た 。 

湯 花 邪 無 の 前 に アメ リカ 人 らし い カ メラ マン が や っ て き て 、 1 8 7 9 と 書か 
れ た メモ を 渡し た 。 部 屋 の 番号 だ と 思っ た 。 

点灯 式 で 点灯 後に 、 湯 花 邪 無 の 後 か ら 手 が 伸び て き て 挙 銃 が 発射 され そう 
だ っ た 。 華美 美鈴 が 見 た 。 湯 花 邪 無 は 両手 で 拳銃 の 手 を 跳ね 上 げた 。 乾 いた 
拳銃 の 音 が し た 。 

湯 花 邪 無 は 18 階 の 79 部 屋 に 向かっ た 。18 階 に は 警備 の 2 人 と フロ アー マ 
ネー ジャ ー の よう な 男 が いた 。 

華美 美 錠 は 、 湯 花 邪 無 を 招き 入れ た 。 

「 も う 逢 えな いと 思っ た 」 

「 これが 最後 だ か ら キ ス し て 人 向 し い 」 

湯 花 邪 無 は 、 男 の 手 を 押し 上 げた 映像 が 撮ら れ て いて 、 華 美美 鈴 を 救っ た 人 
と し て 表 に 出 て し まう と 覚悟 し て いた 。 

し か し 、 湯 花 邪 無 が 羽田 に 到着 し た 17 時 30 分 に も 、 撃 ち 損 じ た と 報道 され 
た まま だ 。 

新宿 の スパ イス 湯 花 も ジャ カル タ の スパ イス yuhana も 年 中 無休 で あ 
る 。 新宿 に 行っ て も 仕事 を し て いる 。 し か し 湯 花 邪 無 は 、 日 曜 は 会 社 に 出 た 
こと が な い 。 

「 た だ いま ー」 

「 わ た し を 探さ な いで 欲し い 」 

「 華美 美 負 を あな た に 近づけ た わた し が 問 違い だ っ た 」 

「 警察 に あな た を 売っ た 」 

「 も し この メモ を 読む こと が あっ た ら ゴ メン な さい 」 

沢 風 ゆ り だ っ た 。 

湯 花 邪 無 は 納得 が いっ た 。 

8 月 11 日 に 有 村 聡 と 真野 裕 了 が ジャ カル タ の スパ イス yuhana に や っ て 
きた 。 湯 花 邪 無 は 、 華 美美 負 を 拉致 する 2 人 と 思っ た 。 と うと う バ レ た と 
思っ た 。 有 村 聡 と 真野 裕也 は 、 湯 花 邪 無 が 拉致 犯 だ と 思っ て や っ て きた 。 
湯 花 邪 無 は 日 本 まで 跡 を つけ た 。 2 人 は 警察 庁 に 入っ た 。 


有 村 聡 と 真野 裕也 は 、 情 報 が あっ た と 吉 っ た 。 沢 風 ゆ り だ っ た の だ 。 

沢 風 ゆ り に 読ま れ た の だ 。 

「 どう し て 華美 美 納 の こと に 命 を 賭け る よう な こと を する の か 」 

湯 花 邪 無 は 、 バ カバ カ し いと 思っ た 。 確か に 、 湯 花 邪 無 は 、 華 美美 負 の こと 
に な る と 、 身体 が 動い て し まう 。 華美 美 負 も 、 危 険 を 冒し て も 、 湯 花 邪 無 に 
逢い た いと いう つう メッセージ を 伝え る 。 

し か し 、 こ れ し か が できない!。 

華美 美 負 に は 、 先 里 風 香 が いて 、 世 界 の エネ ルギー 大 転換 と いう 大 仕事 が あ 


る の だ 。 
いく ら 湯 花 邪 無 に 惚れ た か ら と いっ て 、 自 分 の 役割 を 放り 出し て し まう わけ 
が な いし)。 


「 も う 人 逢え な いか ら キ ス し て 欲し い 」 

華美 美鈴 が 吉 っ た こと は 当たっ て いる の だ 。 

こん な こと を 、 ど うし て 沢 風 ゆ り は わか ら な い の か 、 腹 が た つ 。 

「 沢 風 ゆ り が 怒る 」 と 吉 っ た 華美 美鈴 の 吉 葉 どおり に な っ た 。 

沢 風 ゆ り の 電話 は 通じ な く な っ て いた 。 

沢 風 ゆ り と 華美 美 鋼 は 、 友 人 だ っ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 沢 風 ゆ り が つく っ て いた トマ ト ソ ー ス を 探し た 。 沢 風 ゆ り の ナ 
ポリ タン を 見 て いた 。 


観光 大 国 モ ロッ コ 


8 月 18 日 だ っ た 。 

北 千住 か ら 羽 田 ま で の アー スカ ー で 、 湯 花 邪 無 は 、 カ サブ プラ ンカ の ライ プ ブ テ 
レビ を 見 て いた 。 

華美 美鈴 が 驚い て いる 顔 が アッ プ さ れ た 映像 で ある 。 そ し て 華美 美 負 を 狙っ 
た 男 が 、 輸 送 中 に 、 警 備 の 警察 記 か ら 拳 銃 を 奪っ て 自分 を 撃っ た と 報じ て い 
た 。 泊 まっ て いた ホテ ル で は 、 フ ラン ス 人 を 名 乗っ て いた と 報じ て いた 。 
どう し て 華美 美鈴 を 狙っ た の か 、 背 景 を 擦る こと が 難し く な っ た と も 報じ て 
いた 。 


華美 美 負 は フロ リ ダ に 帰っ た の だ ろう か 。 よ くわ か ら な い 。 

月 水 金 は 、 午 前 中 は ジャ カル タ の 料理 学校 で 午後 は 新宿 の スパ イス 湯 花 で あ 
る 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

湯 花 邪 無 は ジン の 部 屋 に 急い だ 。 

「 今日 は 料理 学校 ね 」 
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「 明 日 だ けど 、 わ さび と 和 鶏 と 米 の スー プ の 工房 に 案内 し た い 」 

「 明 日 ラナ ン 達 と カラ オケ に 行く 約束 を し た 」 

「 イ エス タデ イ を 歌え る よう に な っ た の か 」 

「 わからない 」 

「 鼻歌 で も 聴い た こと が な い 」 

「 自信 が な い 」 

「 社内 に うわ さ が 広 が る 」 

「 ゼ ン ゼ ンダ メ ,」 

「 ま ずい な 」 

「 夜 で し ょ ? 」 

和央 

「 レ トル ト の 会 社 11 時 の 約束 だ か ら 」 

「 カラ オケ 遅く な ら な いで 」 

「 待 っ て る か ら 」 

「 わ か っ た 」 

「 い っ て きま す 」 

湯 花 邪 無 は 、 料 理学 校 に 向かっ た 。 カ サブ プラ ンカ の ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 
華美 美 鋼 を 狙っ た 男 の 身 元 を 割り 出す こと に 焦点 が 集まっ て いた 。 し か し 、 
パス ポー ト は 偽造 だ っ た 。 フ ラン ス 人 と いう の も 怪し い 。 肥 の 中 に 入っ て し 
まい そう だ と キャ スタ ー が 喜 っ て いた 。 

た だ 、 湯 花 邪 無 に 繋が る 情報 は 何 も な か っ た 。 

華美 美 負 と 湯 花 邪 無 の 繋が り を 知っ て いる の は 、 沢 風 ゆ り と 日 本 の 警察 の 有 
村 聡 と 真野 裕也 と 、 カ サブ プ ラ ン カ で 会 っ た 、 ア メリ カ 人 らし い 女 性 カメ ラマ 


美 錠 も 湯 花 邪 無 も 、 湯 花 邪 無 の 存在 を 知ら れ な いよ うに 気遣っ て いる 。 
知ら れる と 、 湯 花 邪 無 の スパ イス 湯 花 と ス パイ ス yuhana の 社員 が 困 


湯 花 邪 無 が 脅 さ れる と 困る の だ 。 

湯 花 邪 無 は 、 何 度 も 華美 美鈴 を 助け て いる 。 誰 だ か わか ら な い が 、 湯 花 邪 無 
を 狙う 可能 性 も 高い 。 

有 村 聡 と 真野 裕也 は 、 誰 か に 吉 わ れ て 華美 美 負 の 拉致 犯人 を 特定 し よう と し 
て いる 。 事 件 で は な い の で 逮捕 は で き な い 。 

有 村 聡 と 真野 裕也 が 湯 花 邪 無 を 脅す こと は な い 。 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ 15 日 は ご 馳走 さま 」 

「 わ た し が ご 馳走 する つも り だ っ た , 

「 私 は 料理 を 教わっ て いる 」 

「 失業 中 の ミス ター ユ ハ ナ に ご 馳走 に な る の は まず い 」 

「 少 し の 革 え が ある か ら 心 配 し いら な い 」 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は 何者 な ん だ ,」 

「 主夫 の 修行 を し て いる 」 

料理 学校 の 7 人 は 、 笑 っ て ミナ の 話 を 聞い て いる 。 イ ケ メ ン の 湯 花 邪 無 が 料 
理学 校 の 先生 の ミナ に アプ ロー チ さ れ て いる こと を よく 知っ て いる 。 40 歳 く 
らい だ 。 

「 今 日 は タプ タブ ソー ス を つく る 」 

「 揚げ 物 の 似合う ソー ス だ 」 

「 レ シ ピ を 配る 」 

「 サ ン バ ル を 使う か ら サ ン バ ル も つく っ て 

「 サ ン バ ル は この 前 や っ た か ら つ くれ る と 思う 」 

「 し U! で すか ? 」 

「 サ ン バ ル は 少し で いい の か 」 

フル ウリ (= 

「 誰か が 代表 し て つく る こと で いい か 」 

「 オ レ が や る 」 


「 夜 レス トラ ン で 働い て いる 若い 男 が 手 を 挙げ た 」 

「 い いで し ょ う 」 

「 今 日 は オレ が 買い 物 を する 」 

若い 男 が 率先 し て 近所 の スー パー マケット に 向かっ た 。 

「 今 日 は みな さん よく で きま し た 」 

「 帰 っ て 揚げ 物 を や っ て みて くだ さい 」 

「 ミス ター ユ 八 ナ 、 ま た 違 つ お 店 を 紹介 し ます か ら 裕 いて る 日 を 教え て くだ 
さい 」 

「 考 えて お きま す 」 

「 考 える よう な こと じゃ な いで し ょ ? 」 

みん な 笑っ て いた 。 

「 た だ いま 」 

「 お か えり な さい ー」 

湯 花 邪 無 は 、 一 旦 ス パイ ス yuhana に 帰っ て くる 。 す ぐに 新宿 に 行く の 
だ が 、 メ ー ル 1 本 で 消え る よう な こと は し な い !。 

「 今 日 は な に を や っ た の ? 」 

タプ タプ ソ ー ス .」 

「 お いし か っ た ? 」 

「 味 見 し た だ け だ 」 

「 今 日 の お 昼 ア ヤム ゴ レ ン な ん だ けど ,」 

「 でき て た ら 少 し も ら っ て くる 」 

湯 花 邪 無 は 、 ア ヤム ゴ レ ン が どん な 料理 な の か わか ら な いり 。 

ジン は 、 ま だ 調理 中 だ ろう に 、 ア ヤム ゴ レ ン を も ら っ て きた 。 チ キン フラ イ 
だ と 思っ た 。 今日 の 給食 で ある 。 そ し て 湯 花 邪 無 が 持っ て 帰っ た タプ タプ 
ソー ス を 回 に 移し て きた 。 

「 タ ブタ プ ソ ー ス を か け て 食べ て みて 」 
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ジン は 、 か な り 多 め に タブ タプ ソー ス を か け て 食べ た 。 

「 お いし い 」 

湯 花 邪 無 も お いし いと 思っ た 。 

「 こ れ も ら っ て 帰る 」 


「 少 し は 料理 が 上 手 に な っ た 」 

湯 花 邪 無 は 、 ス パイ ス y uh ana か ら ジ ャ カル タ 空 港 ま で 、 カ サブ プ ラ ン カ 
の ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 運転 は アー スカ ー に 任せ た 。 

依然 と し て 、 カ サブ プラ ンカ で 華美 美鈴 に 拳銃 を 発射 し た 男 の 身 元 が は っ きり 
し て いな いら し い 。 白人 男性 で ある 。 拳銃 も カサ ブラ ンカ の 闇市 で 売っ て い 
る よう な フツ ウ の モノ だ っ た 。 

湯 花 邪 無 の 心配 事 は 、 実 は 、 華 美美 鈴 を 狙っ た 拳銃 を 外さ せ た の は 、 こ の 男 
が 、 挙 銃 の 腕 を 跳ね 上 げた か ら だ と 報道 され る こと だ 。 誰 か が 写真 を 撮っ て 
いた ら 、 湯 花 邪 無 だ と わか っ て し まう 。 

狙い を 外し た 男 に な っ て いた 。 

「 こんにちわ びー」 

「 お か えり な さい ー」 

お 客 さ ん が た くさ ん いる の だ が 、 お 店 に 入る と 、 み ん な で 声 を 揃え て 湯 花 邪 
無 に あい さ つ を する 。 ス パイ ス yuhana も スパ イス 湯 花 も 、 同 じ で あ 

る 。 

湯 花 邪 無 は 社長 だ が 自分 の 部 屋 が な い 。 スパイス 湯 花 を 仕切 っ て いる 水野 ま 
さ み の 部 屋 を 使っ て いる 。 机 も な い 。 水野 まさ み が ボ ス で ある こと を 表現 し 
て いる 。 

スパ イス y u h a n a で も 同じ で ある 。 湯 花 邪 無 は 、 ジ ン の 部 屋 に 行く 。 机 
も な い 。 ジ ャ カル タタ は 、 ジ ン が 仕切 っ て いる の だ 。 

「 在庫 が 少な く な っ て き て いる 」 

「 ジ ャ カル タ に 行っ て 相談 し て いい か 」 

「 東京 や 大 阪 や 名 古屋 で も イン ド ネ シア 料理 や タイ 料理 や ベト ナム 料理 な ど 
の アジ アン テイ スト が 盛ん だ か ら 」 

「 家庭 で も で すか ? 」 

「 お 店 に よっ て は スパ イス 湯 花 を 使っ て くれ て いる 」 

「 価格 は その まま で すか ? 」 

「 安 くし て 欲し いと の 要望 は ある けど 」 

「 ス パイ ス 湯 花 の スパ イス は 、 そ れ で も リー ズ ナ ブル だ と 思う けど 」 

「 そう 答え る こと に し て いる 」 

水野 まさ み が ジ ャ カル タ に 行く こと は あま りな い 。 湯 花 邪 無 に 伝え て くれ で 


MG まう 。 

「 ジ ン と エミ ル と 相談 し て くだ さい 」 

「 わ か っ た 」 

「30% 増 や し て いい か 」 

「 わかり まし た ,」 

「 ル ビア は どう で すか ? 」 

「 ドル と 円 に 較べ て 高く な る 傾向 に ある 」 

「 ドル と 円 は あま り 変 わら な い 」 

「 ス パイ ス yuhana で ドル に し て 輸出 し て いる か ら ス パイ ス yuhan 
a で 為替 損 が 出る 可能 性 が ある 」 

「 そう 大 き な 変 動 は な いと は 思う けど 」 

「 わかり まし た ,」 

「 わ さび 工房 も わさび の 森 も 会 社 が で き て る けど 、 社 員 を 募集 し て な いけ 
ど 」 

「 24 日 に 真空 パッ ク を 見 て きま すか ら 」 

「 で きれ ば うま くい っ て ほし い 」 

「 ス パイ ス 湯 花 も 販売 の 準備 を し て いい か 」 

「 お 願い し ます , 

「 価格 と 商品 が まだ は っ きり し な い ,」 

「 で きれ ば 24 日 に 決め た い 」 

「 ジ ニ を 連れ て 行っ て くれ ,」 

「 伝え て くだ さい 」 

ジニ は イン ド ネ シア 人 で 日 本 に 留学 し て いる 。 日 本 料理 に 興味 が ある 。 ス パ 
イス 湯 花 で 働い て いる 。 

湯 花 邪 無 は 、 北 千住 の スー パー マー ケッ ト で 刺身 を 買っ た 。 冷蔵 庫 に 入れ っ 
ぱな し の 真空 パッ ク を し た スラ イス わさび の 残り が あっ た は ず で ある 。 
沢 風 ゆ り が いな い 。 自分 で 食事 を 準備 し な いと いけ な い 。 

NE 志 な 1 ま ン 

北 千 住 の マン ショ ン は 暗かっ た 。 沢 風 ゆ り は 、 も う 帰 っ て は こない と 思っ 
た 。 人 は 不思議 で ある 。 親 友 だ っ た 華美 美鈴 が 沢 風 ゆり を 頼っ て 北 千 住 の マ 
ンション に 来 た 。 沢 風 ゆ り も 華美 美 錠 を 守っ た 。 


華美 美 鋼 を 守る こと に 必死 に な る 湯 花 邪 無 と 、 華 美美 錠 の 湯 花 邪 無 を 見 る 目 
に 怒 知 心 が 芽 生え た の だ ろう つ 。 

沢 風 ゆ り は 警察 に 通報 し た 。 

湯 花 邪 無 は 、 日 本 で 華美 美鈴 を 拉致 し よう と し て いる 犯人 に され た 。 

た だ 、 誰 も 捜索 願 を 出し た わけ で も な く 、 事 件 に な っ て いな い 。 

有 村 聡 と 真野 裕也 は 、 湯 花 邪 無 が 拉致 の 犯人 で な いこ と は 確認 し た が 、 ホ ン 
ト の 犯人 を 捜せ た か どう か で ある 。 

沢 風 ゆ り は 、 何 を し よう と し た の だ ろう か 。 湯 花 邪 無 を 取り 戻 そ うと し た の 
だ ろう か 。 

人 は 時 々 、 何 か わけ の わか ら な いこ と を する 。 

華美 美鈴 も 、 用 心 す る だ ろう 。 ムン バイ で も 拉致 され た の だ 。 日 本 に 連れ て 
こら れ た 。 

カサ ブラ ンカ で 会 っ た 、 ア メリ カ 人 らし い カ メラ マン 風 の 女 性 と ホテ ル の 18 
階 に いた 2 人 の 警備 員 と フロ アー マネ ー ジ ャ ー の よう な 男 の 4 人 に 頼ら な い 
と いけ な い 。 

ご は ん が 炊け る 時 間 が こん な に な が いと は 思わ な か っ た 。 

いつ も は 沢 風 ゆり が いた 。 た だ 食べ れ ば いい だ け だ っ た 。 寂しい 。 

8 月 19 日 だ っ た 。 

朝起き て どう すれ ば よい の か わか ら な い 。 お 腹 が 空い て いる 。 

冷蔵 庫 を 開け て みる 。 水 が ある 。 パ ン を 置い て ある 場所 に パン も な い 。 
羽田 で 何 か 食 べ よ うと 思っ た 。 

いつ も の よう に 8 時 の ジャ カル タ 行 き に 乗っ た 。50 ド ル で 11 回 乗れ る 。 タ 
クシ ー で 羽田 か ら 北 千住 の 方 が 高い 。 

カサ プラ ンカ の ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 

どこ の ライ ブ テ レ ビ も 、 華 美美 鋼 が 拳銃 で 撃た れ た ニュ ー ス を や っ て いな 
か っ た 。 

今日 の ニュ ー ス は 、 観 光大 国 に な っ た モロ ッ コ の ニュ ー ス だ 。 モ ロッ コ の 観 
光 業 者 5 0 0 人 が 箱根 を 訪れ て いる 。 日 本 は 不思議 な 国 で ある 。 お も て な し 
が 身 に 着い て いる 国民 性 が ある 。 

それ な の に 、 何 か 安心 で き な い 雰囲気 を 持っ て いる 。 3 0 0 年 前 か ら 変 わら 
な いと 吉 わ れる 。 N o 1 意識 が 強い か ら だ と 吉 わ れる 。 政治 的 気 が 抜け な い 


国 な の だ が 、 国 民 性 は 、 お も て な し 上 手 な 国 な の だ 。 

観光 大 国 を 目指 し た モロ ッ コ の 人 々 は 、 日 本 の 人 が 持っ て いる お も て な し の 
ここ ろ や し ぐさ を 学 ぼ うと し た の だ 。 

ジャ カル ター 羽田 が 50 分 50 ド ル に な っ て 、 世 界 の 壁 は 薄く な っ た 。 プロ 野 
球 だ っ て アメ リカ と 日 本 と 台湾 と 韓国 と オー スト ラリ ア の 球団 が 同 二 リ ー グ 
で 戦っ て いる 。 今度 上 海 の 球団 が 入っ て くる 。 

モロ ッ コ の 人 々 は 、 イ スラ ム で も あり アフ リカ ン で も あり 、 ア ジア と : 
て 、 ヨ ー ロ ピア ン で も ある 特性 を 活か し て いる 。 

北欧 の 人 々 は 、 モ ロッ コ で 夏 を 過ごす こと が 夢 に な っ て いる 。 


ai 
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mo ら カラ オケ レス トラ ン 


「 お は よう 」 
「 お は よう ご ざい ます 」 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム 、 わ さび と 鶏 と 米 の スー プ の 工房 に 案内 する けど 」 
時 
ー ス カー で 30 分 だ か ら 10 時 30 分 に 出 ます 」 
「 わか っ た 」 
「 も う 8 月 19 日 だ けど 大 学 の 講義 の 準備 は で き て いる の か 」 
「 でき て いる 」 
「 パ プリ ッ ク ホ ル ダ に 公開 し て くれ る の か ,」 
「 公開 する 」 
「 コショウ の 話 で いい の か 」 
「 そ うだ 」 
「 みん な 楽し み に し て いる 」 
「 自信 は ある 」 
「 な に か あり ます か ? 」 
「 順調 だ 」 
「 水野 まさ みさ ん が 相談 が ある っ て 吉 っ て た けど 」 
「 明 日 や っ て くる 」 
「 早い な 」 


「 輸入 量 を 30% 増 や し た いそ うだ 」 

「 な ん と か し て や っ て くれ な いか 」 

「 エ ミル が 考え て いる 」 

「 ジ ャ カル タ も クア ラル ンプ ー ル も シン ガ ポ ー ル も バン コク も 数 が 足り な 
1」 

「 エ ミル は 頭 が 痛い の か 」 

Bok リリ = 

「 品質 を 落と せ ば 20% は 増やせ る が 」 

「 止め て くれ ,」 

「 わ か っ て いる 」 
11 時 に 、 湯 花 邪 無 と ジン は 、 タ ベッ ト の スパ イス 工房 より 南 の カワ ン に い 
た 。 ス パイ ス の 森 は も っ と 南 で ある 。 カワ ン 食 品 で ある 。 
45 歳 くら い の 女 性 の クス マ が オー ナー だ っ た 。 弟 の マリ キス が 専務 だ っ た 
35 歳 くら い だ ろ うか 。 

「 レトルト 食品 の 専門 工房 だ 」 

「 他 の 事 は な に も や っ て いな い 」 

「 自社 ブラ ンド も 持っ て いる し O EM も 受け て いる 」 

「 品質 に は 自 債 が ある 」 

「 ま ず 工 房 を 見 て 欲し い 」 
湯 花 邪 無 は 、 こ の 時 点 で 、 も う 決 め て いた 。 
自分 の こと を 工房 と 吉 っ て いる こと は 、 商 品 を 丁寧 に つく り た い 意 欲 が ある 
こと だ 。 工 場 と 吉 う と 、 儲 け の 話 が 優先 する 。 
ステ ン レ ス の キレ イ な 工房 だ っ た 。 レト の 低 も キレ イ だ 。 

「 1 ロッ ト い くら で すか ? 」 

に ツ 5 の サイ ズ で 2 万 だ 」 
ジン と 湯 花 邪 無 は 、「 持 っ て 帰っ て 食べ て みて くれ 」 と 、 6 種類 の ソト アヤ 
ム と タフ チャ ンプ ル を 4 種類 を も ら っ て きた 。 

「 わ た し レト ルト の ソト アヤ ム を あま り 食 べ な い 」 
自分 で 料理 で きる か ら だ 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は どう だ 」 

「 食べ た こと が な い 」 


「 わ た し た ち は フ ツウ の 市 民 じ ゃ な いな 」 

「 お 昼食 べ て な いか ら こ れ で いい か 」 

「 え え 」 

「 ち ょ っ と 待っ て て 」 

「 私 も 行き ます 」 

「 い いわ よー アー スレ ンジ で チン する だ け だ か ら 」 
ジャ カル タ で は 、 電 子 レ ンジ の こと を アー スレ ンジ と 吉 う こと が フツ ウ に 
な っ て いる 。 

「 これ 私 が つく る ソト アヤ ム よ りお いし い 」 

「 わ た し の つく る より も お いし いか も し れ な い 」 

「 カ レー な ん か お いし そう で すね 」 

「 考 え 走 さ な い と ダメ ね 」 

「 ジ ニ を 貸し て くだ さい 」 

「 ジ ニ は わさび を や り ま す ,」 

「 わ さび と 鶏 と 米 の スー プ だ けど 」 

「 ああ ー そ うか ,」 

「 明 日 水野 まさ みさ ん が 来る か ら 頼 ん で いい か 」 

「 そ うし て くだ さい ,」 

「 わ た し エミ ル と 相談 ある か ら 出 か ける 」 

「 明 日 の こと だ 」 

(ER 

「 わ か っ た 」 

「 ミ ミス ター ジャ ム は ラナ ン 達 と カラ オケ で し ょ ?.」 

「 今晩 

「 練習 し て お いた 方 が いい 」 

「 下手 だ っ た ら う わ さ に な る 」 

「 怖い な 」 

「 オンナ は 怖い わ よ 」 

「 わ た し こっ ち に 帰ら な いか も し れ な い 」 

「 待 っ て る 」 

「 わかり まし た ,」 


ジン と は 、 も う 4 年 も 続い て いる 。 

「 遅 く な ら な いで ,」 

「 わ か っ た 」 

ジャ カル タ の 経済 雑誌 を 走り 読ん で みた 。 少 し 時 間 が ある 。 

湯 花 邪 無 は 、 先 里 風 香 的 に 考え て みた 。 

イン ド 、 中 国 、 ア メリ カ 、 イ ンド ネシア の 順に 経済 規模 が 大 きい 。 

市 場 経済 社会 で の 経済 は 、 再 生産 と 消費 で ある 。 中 国 は 、 1 0 0 年 前 か ら 、 
世界 の 生産 を 引き 受け て きた 。 そ し て 、 人口 が 多い こと か ら 、 消 費 も 活性 化 
し た 。 イ ンド も 、 ほ ば ぼ 、 中 国 と 似 た 、 世 界 経済 で の 役割 を 果たし て きた 。 
アメ リカ は 、 1 0 0 年 前 か ら 消 費 の 国 だ っ た 。 経済 は 再生 産 と 消費 だ か ら 、 
アメ リカ は 、 経済 的 に は 、 片 肺 状態 で ずっ と や っ て きた 。 

イン ド ネ シア は 、 再 生産 を 役割 に し て いる の か 消費 を 役割 に し て いる の か 、 
よく わか ら な いと ころ が ある 。 と に か く 、 働 いて 稼い で 消費 を し て いる の 
だ 。 過 去 の 財産 で 食っ て は いな い 。 

過去 の 財産 は 、 再 生産 を 伴っ て いな い の で 、 ヨ ー ロ ッ パ や 日 本 の よう に な っ 
て し まう 。 経済 的 に は 片 肺 な の だ 。 

今後 の 1 0 0 年 の ジャ カル タ を 考え る と 、 豊 か に な っ て 、 財 産 で 食べ る 風土 
が 大 きく な る と 予想 され る 。 賃料 や 金利 や 株 式 配当 や 金融 資産 の 売買 や 土地 


な どの 資産 売買 だ 。 
再生 産 が な いこ と な の で 、 す べ て 片 肺 の 経済 に な っ て 、 次 第 に 勢 を 失っ て し 
まっ つっ 。 


た だ 2 1 1 4 年 の イン ド ネ シア は グッ ド で ある 。 

女性 も 909%% が 働い て いる 。 大 統領 も 女性 で あり 、 職 場 に あか ちゃ ん を 連れ て 
くる 社員 も 多く いる 。 職 場 に 保育 室 が ある 会 社 も 多い 。 み ん な が 働い て い 

る 。 つま り 再 生産 し て いる 。 当然 な が ら 、 消 費 も 拡大 する 。 

食糧 は 、 タ イ な どの 近隣 諸国 と 農産 物 で 、 オ ー ス トラ リア と 畜産 物 で 輸出 入 
の 帳 尻 を 合わ せ て いて 、 大 き な 人 口 を 賭 っ て いる 。 原油 も 天然 ガス も 出る 。 
最大 の 問題 は エネ ルギー で ある 。 ア ー ス バッ テリ ー に 救世 主 的 望み を 繋ぐ こ 
と が 好ま し いと 、 湯 花 邪 無 は 思う 。 

な に より も 、 ジ ャ カル タ の 人 た ち に NO 1 思考 が 少な いこ と が 救い だ と 思っ 

て し まう 。 イ ンド を 抜い て 世界 1 に な る な ど と いっ た 雰囲気 は 、 ジ ャ カル タ 


に は まる で な しい)。 
1 5 0 年 くら い 前 の 日 本 で は 、 ド イツ を 抜い て 世界 2 位 の 経済 大 国 に な っ た 
時 、 も し か し て アメ リカ も 抜け る の で は な いか と 思っ た 人 が 大 替 い た らし 
い 。 ど うし て NO 1 を 志向 する の か 、 湯 花 邪 無 に は わか ら な い 。 2 1 1 4 年 
の 日 本 も 、 も うそ ん な チカ ラ は な い の に 、N o 1 を 志向 する 人 が た くさ ん い 
る 。 よ くわ か ら な !|。 
「 カ レッ ト 駅 近く だ 」 
アー スカ ー で は 駐車 で き な い 」 
歩い て も 10 分 だ 」 
「 地 図 を 送る 
ラナ ン か ら カ ラオ ケ の 地図 が 送ら れ て きた 。 
「 ご は ん を 先 に 食べ る か ら 遅 れ な いよ うに 」 
「 4 人 で ご は ん 食べ な いで 待っ て る 」 
「 17 時 30 分 だ 」 
ジャ カル タ の カラ オケ の お 店 は 、 レ スト ラン と セッ ト に な っ て いる 。 2 時間 
分 の うち 30 分 で 食事 を し て カラ オケ ボッ クス に 向かう 。 予約 が な いと 和信 
れ な い 。 
湯 花 邪 無 は 、 カ ラオ ケレ スト ラン に は 行っ た こと が な い が 、 シ ステ ム は 承知 
し て いる 。 遅れ て 行っ た ら 怒 られ る 。 
「 ミスター ジャ ム 待 っ て た 」 
17 時 30 分 ピッ タリ に カラ オケ レス トラ ン に 入っ た 。 ジ ー ン ズ の パン ツ に 履 
き 替 えて いた 。 ジ ン が 見 た ら 驚 
「 コ ー ス で 頼ん だ けど いい か 」 
「 わ か っ た ,」 
「 飲み 物 は な に が いい か 」 
「 ジ ャ ワ テ ィ ー 
ラナ ン は 3 人 を 紹介 し て くれ た 。 
湯 花 邪 無 は 、 顔 は 知っ て いる の だ が 、 名 前 が わか ら な い 。10 代 の 社員 4 人 と 
いつ こと は わか っ て いる 。 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム は カラ オケ に 来 た こ と が ある の か 」 
「 は じ め て だ 」 


4 人 は 、 顔 を 見 合わ せ た 。 

ソト アヤ ム が 運ば れ て きた 。 

「 ラ ナン た ち は 毎 週 こ に こ に 来 て いる の か , 

「 ポ イン ト が つい て 助かる 」 

「 な る ほど 」 

「 カラオケ は 日 本 語 だ けど 日 本 で は どこ に で も ある の か ,」 

「 何 万 店 も ある と 思う 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は 日 本 で は 行く の か 」 

「 行 っ た こと が な い 」 

「 歌 を 歌う と スト レス 発散 で きる 」 

「 歌 を 歌う こと は いい いこ と だ と 思う 
揚げ 物 が 出 て き て ご は ん が 出 て きた 。 テー ブル が お か ず で いっ ぱい に な る 。 
「 カ カラ オケ ボッ クズ スズ に 行く 』 

ラナ ン は 時 計 を 見 て 、 み ん な に 吉 っ た 。 

ラナ ン 以 外 の 3 人 は 、 少 し ぎこちない 。 や は り 社 長 と 一 緒 だ か ら だ 。 
ラナ ン に は 、 そ うい う も の が 全く な い 。 隣 の お じ さ ん の よう に 湯 花 邪 無 に 接 
る 。 

みん な 一 斉 に 湯 花 邪 無 を 見 た 。 
RE 
湯 花 邪 無 は 、 観 念 し 「 ラ ナン 、 イ エス タデ イ 」 と 吉 っ た 。 
3 いて 湯 花 ジャ ム の 顔 を 見 た 。 
そし て 静か に な っ た 。 誰 も 何 も 話 さ な く な っ た 。 

1 5 0 年 前 の 音楽 だ が 、 ジ ャ カル タ の 若者 は みん な 知っ て いる 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は 歌手 だ っ た の か 」 

3 人 が 一 斉 に 吉 っ た 。 

「 驚い た 」 

ラナ ン は 口 が 開い た まま じっと し て いた 。 

「 恥 ず か し く な る と 覚悟 し て いた 」 

「 ジ ン は 知っ て いる の か , 

「 ジ ン と カラ オケ レス トラ ン に 来 た こ と が な い 」 


8 時 に な っ た 。 


RC 


湯 花 邪 無 は 、 4 人 が 歌っ て いる ジャ カル タ の 音楽 を 一 緒 に は 歌え な い 。 


ポ が 早 過ぎ る 。 

「 ミスター ジャ ム 、 時 々 誘っ て も いい か 」 
「 イ エス タデ イ し か 歌え な い 」 

「 ま た 聴か せ て 欲し い 」 


月 の 事故 


「 た だ いま びー」 

「 早い ー」 

「 わ た し まだ ご は ん 食べ て な い 」 

「 カ ラオ ケレ スト ラン だ よね 」 

「 ご は ん 食べ て きた ん だ 」 

「 わ た し も ら っ た レト ルト に し よう 」 

「 今 帰っ た の で すか ? 」 

「 エ ミル 助け て あげ な いと ピン チ 」 

「 生産 を 増やせ な い の で すか ? 」 

「 原 料 買 っ て くれ ば 簡単 な ん だ けど イヤ で し ょ ? 」 
「 わ か っ て る か ら 」 

「 ステファノ も 木 を 増やし て いる か ら 」 
「 接木 が 多い か ら 難 し く は な い 」 

「 そう で すね ,」 

「 で も 急 が せる と 品質 が 落ち る 」 


「 水野 まさ みさ ん は 30% 増 や し た いん だ けど 、 9 月 か ら 10% 増 や すっ て 返 


事 し よう と 思う 

「 ダ メ ?」 

「 相 談 し て 決め て くだ さい 」 

「 日 本 で は 生産 で き な い も の だ か ら .」 

「 中国 の こと も モロ ッ コ の こと も ある ん だ けど 」 
「 唐辛子 は 栽培 で きる けど コシ ョ ウ な ど は 難し い 」 


「 ど うし て も yuhana の 森 に ガン ババ っ て も ら わ な いと いけ な い 」 

「 そ う で すね,」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は 明日 は どう する の だ 」 

「 料理 学校 と 新宿 に 行く 」 

「 水野 まさ みさ ん が 来る けど 」 

「 相 談 し て くれ れ ば いい 」 

「 わ か っ た 」 

「 水野 まさ みさ ん は わた し た ちの こと を 知っ て いる の か ,」 

「 誰 も 知ら な い 」 

「 わ か っ た 」 

「 シ ャ ワー する けど 」 

8 月 20 日 だ っ た 。 

「 わ た し 先 に 行く か ら 」 

「 ご は ん 食べ て 行っ て よ ? 」 

FR 移 か うつ だ 、 

「 遅 く な る と ミナ に 怒ら れる わ よ ? 」 

「 わ か っ た 」 

今日 は 水野 まさ み が ジ ャ カル タ に や っ て くる 。 本 社 は ジャ カル タ な の だ が 、 
日 本 の 会 社 な の で 、 新 宿 の 店 長 が 来る と 緊張 する の だ ろう 。 早め に 出勤 す 
る 。 

湯 花 邪 無 は 眠っ て は いら れ な く な っ た 。 

凌 か ゆ を 食べ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 アース カー で ニュ ー ヨ ー ク の ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 自 分 で も 、 
何 が 気 に な る の か わか っ て いる 。 

アラ スカ で アー スバ ッ テ リ ー の 普及 が 進ん で いる の だ そう だ 。 電 線 だ っ て 傷 
お だ ろう 。 ア ラス カ で は 、 ア ー ス バッ テリ ー の 反対 運動 が 少な い の だ そう 
だ 。 フ ツウ の 家庭 で は アー スバ パ バッテリ ー で すべ て 暮らせ る よう に な っ て い 
る 。 ア ー ス スト ー プ が 絶好 で ある 。 ア ー ス スト ー プ と 床 暖房 の 組み 合わ せ 
で 、 新 し い 住 宅 が ドン ドン で き て いる 。 暖房 の お 金 が ゼロ な の だ 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 


ジン が 来 て いる は ず で ある 。 

「 ジ ン お は よう ー リ ニ も お は よう 」 
スタ ー ジ ャ ム 、 今 度 イ エス タデ イ を 聴か せ て くだ さい ,」 

リ ニ が 吉 っ た 。 ジ ン の 秘書 だ 。 ラ ナン た ちの うわ さ が 流 れ て いる 。 

「 わ た し ミス ター ジャ ム の 歌 な ん か 聴い た こと が な い 」 

「 ジ ン は 何 年 ミス ター ジャ ム と 一 緒 に 仕事 し て いる の で すか ? 」 

| 4 年 」 

「 どう し て 歌 を 聴い た こと が な いん で すか ? 」 

「 わからない 」 

「 仕事 ば か り し な いで た ま に は カラ オケ で 息抜き する の も いい で す ,」 

「 そうね 」 

これ だ と 、 社 内 の すべ て に うつわ さ が 流 れ て いる の だ と 思っ た 。 

「 な に か あり ます か ?」 

「 順調 」 

「 も うす ぐ 水 野 ま さ み さ ん が 来 ま す 」 

「 私 は 料理 学校 へ 行き ます 」 

「 わ か り ま し た ,」 

湯 花 邪 無 は 、 月 水 金 の 朝 、 ミ ナ の 料理 学校 に 通っ て いる 。 ス パイ ス 学 の 教授 
MR 料理 が で き な い スパ イス 学 の 教授 は 何者 な の 

、 自 分 に も わか ら な く な っ た か ら だ 。 

59 は 

「 みん な も お は よう 」 

先生 の ミナ に と っ て は 、 湯 花 邪 無 は 特別 な の だ 。 イ ケ メ ン で 33 歳 で 独身 で あ 
る 。 失業 し て 主夫 の 修行 を し て いる こと に な っ て いる 。 

「 今日 は 、 アヤ ムリ チャ リ チ ャ を つく り ま す 」 
湯 花 邪 無 は 、 ス マ ホ で すぐ に 検索 し て 日 本 語 に 置き 換え る 。 鶏 肉 ヒ と トマ ト の 
炒め 物 ら し い 。 

「 レシピ を 配り ます 」 

「 買い 物 を し て き て くだ さい ,」 
月 水 金 の 午前 中 の ミナ の 料理 教室 は 8 人 で ある 。 プ ロ の 卵 が 5 人 いて 3 人 が 
女性 で ある 。 リ ー ダ ー は 一 番 若い と 思わ れる 男 の プ ロ の 卵 だ 。 


連 に の 


「 ト マト は わた し が 選ぶ 」 
3 人 の 女性 の プロ の 卵 の 1 番 年 上 らし い 女 性 が 吉 っ た 。 
「 ラ エル 彼女 は いく つ な ん だ 」 

「 年 は 話せ な い 」 

「 料理 は 上 手 な の か ,」 

「 も う 仕 せ て も ら っ て る らし い 」 
湯 花 邪 無 は 、 1 番 若い リラ エル と は 話 が で きる 。 

「 それ で は 調理 の 手順 を 配り ます ,」 

「 わ た し の 材料 を くだ さい ,」 
ミナ も みん な と 同じ も の を つく る 。 湯 花 邪 無 た ち は 、 ミ ナ を お 手 本 に 調理 す 
る 。 

「 ミス ター ユ 八 ナ 、 今 日 は よく で きま し た , 

「 次 の わた し と の 食事 の 日 を 考え て お いて くだ さい 」 
教室 の みん な は 笑っ て いる だ け で ある 。 

「 た だ いま びー」 

「 お か えり な さい 」 
相変わらず スパ イス yuhana の お 客 さ ん は 多い 。 

「 ジ ン と 水野 まさ みさ ん は スパ イス 工房 に 行き まし た 」 
「 わ かり まし た 」 

「 私 は 新宿 に 行き ます 」 

「 す ぐ 行 く の か 」 

「 お 茶 は どう する ? 」 

「 何 か あ り ま すか ? 」 

「 順調 だ 」 

し 当 デ E 二 を だ だ ご こう が 

「 ホ ッ ト で いい の か ,」 

「 お 願い する 」 

リ ニ は 、 コ ー ヒ ー を 煎れ に 行っ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ 補 港 まで 、 ニ ュー ヨー ク の ライ ブ テ レ ビ を 見 て い 
た 。 

月 の ホテ ル で 事故 が あっ た らし い 。 ホ テル と いっ て も ソー ラー バッ テリ ー の 


範囲 だ か ら 、 大 き な ホ テル は で き な い 。 ソ ー ラ ー バ ッ テ リ ー が 故障 し て ドー 
ム 内 を キレ イ に する こと が で き な く な っ た らし い 。 一旦 全員 地球 に 帰る らし 
い 。 月 で は アー スバ ッ テ リ ー は 使え な い の だ ろう か 。 湯 花 邪 無 に は よく わか 
ら な い 。 し が ら み が あっ て 変え られ な い の か も し れ な い 。 
いつ も より 30 分 遅い 便 で 羽田 に 着い た 。 

「 湯 花 邪 無 さ ん 待っ て まし た 」 
真野 裕也 と 有 村 聡 が 到着 ロビ ー に いた 。 

「 ち ょ っ と 時 間 を も ら っ て いい か 」 

の で 

「 車 な の か 」 

「 な ぜ だ 」 

「 車 で 話し た い 」 

「 新宿 の スパ イス 湯 花 に 送っ て いく 」 

「 わ か っ た 」 

湯 花 邪 無 は 、 明 日 は ジャ カル タ で ある 。 北 千住 か ら 電 車 か タク シー で 行く こ 
と に な る 。 

「 華美 美鈴 を 拉致 し て いた 男 を 見 つけ た 」 

「 誰 な ん だ 」 

「 ボ ディ ガー ド の 会 社 の 人 間 だ 」 

「 そ ん な 会 社 が ある の か 」 

2 大 記 。 

「 写真 を 見 せる 」 

60 歳 と 50 歳 の 男 に 見 えた 。 

「 確 認 は と っ た の で すか ? 」 

「 事 件 で は な い の で 自白 し な い 」 

「 どう し て この 2 人 だ と わか っ た の で すか ? 」 

「 華美 美 負 に 確認 し た 」 

確か に 、 華 美美 負 だ っ た ら 顔 を 覚え て いる だ ろう 。 

「 前 科 は な い の か 」 

「 出国 検査 の 顔 パ ス も OK だ ,」 

「 拉致 犯人 で は な いか 」 


「 華美 美鈴 は 訴え な い 」 

「 私 に 知ら せ て どう し よう と し て いる の だ 」 

「 今 の と ころ この 2 人 と この 2 人 を 鹿 っ て いる 男 達 は 湯 花 邪 無 を 知ら な い 」 
「 も し 湯 花 邪 無 を 知っ た ら 、 華 美美 鈴 の よう に 狙わ れる 」 

「 それで 知ら せ て いる の か , 

「 俺 達 は 警察 だ 」 

「 気 を つけ ろ な の か ,」 

「 佐野 次 郎 と 飯野 修 だ 」 

湯 花 邪 無 は 新宿 の スパ イス 湯 花 の 前 で 降り た 。 

「 こんにちわ びー」 

「 お か えり な さい 」 

な ぜ だ か みん な の 声 が 揃う 。 

「 今 日 は 水野 まさ み の ス パイ ス 教 室 は どう し た の か 」 

「 今 日 は ジニ が や っ て いる 」 

水曜 日 は 、 水 野 ま さ み が スパ イス 湯 花 で スパ イス 教室 を や っ て いる 。 今 日 は 
水野 まさ み が ジ ャ カル タ で ある 。 ジ ニ が や っ て いる らし い 。 

コー ビー で すず か が か? 

「 す ぐに スパ イス 教室 に 出る か ら 」 

水野 まさ み が い な いと 、 牧 野 由 和 理 が な ん で や っ て いる よう だ 。 

湯 花 邪 無 は 、 ス パイ ス 教 室 に そっ と 入っ た 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム 後 に 座っ て 」 

「 今 日 は ナシ ゴ レ ン を や っ て いる 」 

「 お 米 の 炒め 物 だ 」 

「 イ ンド ネシア の お 米 を 使っ て くだ さい ,」 

「 タイ 米 だ と 手 に 入り ます か ら タ イ 米 で も いい で す 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ に も 東京 に も いる の で 、 ご は ん の 違い が よく わか 
る 。 

湯 花 邪 無 は 、 北 千住 の スー パー マー ケッ ト に 寄っ た 。 無性に 日 本 食 が 食べ た 
く な る 。 湯 花 邪 無 に で きる こと は 、 刺 身 を 買う こと だ 。 

わさび は も う 冷 蔵 庫 に は な い だ ろ う 。 

沢 風 ゆ り の あり が た さがわ か る 。 湯 花 邪 無 が 裏切っ た わけ で は な い 。 確か 


に 、 湯 花 邪 無 と 華美 美鈴 は 、 こ ころ が 繋が っ て いる と ころ が ある 。 し か し 、 
現実 に は 、 会 えな い の だ 。 沢 風 ゆ り の よう に ベッ ド を 共に する こと な ど で き 
な い 。 

な ぜ 尋 始 し な けれ ば な ら な い の か 、 湯 花 邪 無 に は わか ら な い 。 な せ ぜ 警 察 に 湯 
花 邪 無 を 売っ た の か 。 

沢 風 ゆ り に 怒り が ある より も 、 お いし い ご は ん が な つか し い 。 

8 月 21 日 だ っ た 。 

湯 花 邪 無 は パン を 買う の を 忘れ た 。 朝 ご は ん が 食べ られ な い 。 

タク シー で ある 。 タ クシ ー も ライ ブ テ レ ビ を や っ て いる 。 

「 チ ャ ン ネ ル 変 えて も いい で すか ? 」 

「 昨 日 月 か ら 帰 る 途中 の 宇宙 舶 が 消え まし た 」 

「 そ の ニュ ー ス を や っ て いま す ,」 

湯 花 邪 無 は 気がつか な か っ た 。 

月 の ソー ラー バッ テリ ー が 故障 し た か ら だ 。 

「 どう し て 消え た ん で すか ? 」 

「 と ん で も な いと ころ に 飛ん で 行っ た の か 何 か に 衝突 し た の か 攻撃 され た の 
か 」 

「 何 人 乗っ て いた の で すか ? 」 

「 1 8 2 人 」 

これ は と ん で も な いこ と に な っ た 。 

多分 、 生 き て は いな い だ ろ っ う 。 

アー スバ ッ テ リ ー は 故障 する の だ ろう か 。 ア ー ス バッ テリ ー も 2 重 に 持っ て 
いれ ば よかっ た の に と 思う 。 し が ら み が ある か ら な か な か 難し いか も し れ な 
し 1。 


華美 美 負 が ジャ カル タ 自 動車 に や っ て きた 
「 お は よう 」 


「 お は よう ご ざい ます 」 
湯 花 邪 無 は 、 ジ ン の 部 屋 に 向かっ た 。 


「 昨 日 の 報告 を し た ら ダ ッ カ に 行っ て きま す 」 

「 何 か あ り ま すか ? 」 

「 順調 で す 」 

「 水野 まさ みさ ん は 10% 増 の 数 量 で 了解 し まし た 」 

「 昨 日 は y uh an a の 森 に も 行き まし た 」 

「 人 材 を 3 名 増やし まし た ,」 

「 ス パイ ス 工 房 は 増産 は 見 し く あ り ま せん が 、yuhana の 森 が タイ ヘン 
で す 」 

「 あ ん まり ムリ を し な いよ うに 」 

「 承知 し て いる 」 

「 これ で いい か ? 」 

「 宣伝 し た り キ ャ ン ペ ー ン し た り し な いよ うに 気 を つけ る 」 

「 商品 が 切れ 始め た ら ホ ント に 切れ て し まう か ら 」 

「 そ う で すね,」 

「 これ で いい か ? 」 

「 わ か っ た 」 

「 今晩 は ? 」 

「 こ っ ち だ 」 

「 わ か っ た 」 

リ ニ が 入っ て きた 。 ドア が いつ も 開い て いる 。 2 人 の 話 は な か な か で き な 
し 1。 

『 当 デビ ピー し だ けど 」 

「 あり が た い 」 

湯 花 邪 無 は 、 9 月 1 日 の 大 学 の 講義 の 原稿 を 仕上 げ よ うと 思っ た 。 ス パイ ス 
yuhana の パブ リック ホル ダ に も 公開 し な いと いけ な い )。 

9 月 1 日 は ペッ パー で ある 。 10 月 1 日 は 唐辛子 を 取り 上 げ る 。11 月 1 日 を 
何 に する か で ある 。 

ター メリ ッ ク は yuhana の 和 森 で も 大 量 に 栽培 し て いる 。 若 者 が 多 い の だ 
が 、 マ スタ ー ド を 頻 向 に 使う よう に な っ て いる 。 yuhana の 森 で も か ら 
し 菜 を 栽培 し て いる 。 ジ ャ カル タ で は 、 近 年 は 、 若 鶏 の サテ に マス ター ド を 
使っ て いる 若者 が 多い 。 


湯 花 邪 無 は 、 PC の 自分 の ファ イル を 探っ た 。 ス パイ ス の こと で は 、 実 験 も 
多く や っ て いる 。 ど ん な スパ イス で も 話 が で きる 。 

「 お 昼 を 食べ に 行く けど 」 

リ ニ が 誘い に 来 て くれ た 。 

「 食べ る と 吉 っ て な いけ ど 」 

「 私 が 頼ん だ 」 

「 あ り が と う 」 

「 キ ャ プチ ャ イ に ご は ん だ けど , 

八 宝 菜 で ある 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は ご は ん は どう し て いる の だ 」 

「 食べ て いる 」 

「 そ れ は わか っ て いる けど 外食 な の か ,」 

「 最近 は 料理 学校 に 行っ て いる か ら ソ ト ア ヤム は 自分 で で きる よう に な っ 

た 」 

「 日 本 の ラー メン は で きる の か 」 

「 それは で きる 」 

「 タ ー メ リッ ク を 入れ て も お いし く な る 」 

「 それは 知ら な か っ た 」 

「 今度 や っ て みて くれ ,」 

「 あ り が と う 」 

「 ジ ン に 教 わ ち ない の か ,」 

「 料理 学校 で 教わっ て いる 」 

「 ジ ン は 料理 学校 の 先生 も で きる 」 

「 聞い て みる 」 

16 時 だ っ た 。 湯 花 邪 無 は 、 ニ ュー ヨー ク の ライ ブ テ レ ビ を 見 て みた 。 

アメ リカ 政府 が 、 更 に 州 政府 に 権限 を 移す らし いと いう 報道 で ある 。 ア メリ 
カ は 、 小 さ な 中 央 政府 を 目指 し て いる 。 も う 世 界 の 警察 官 の 役割 も 縮小 し て 
いる 。 和 柔らか な 連邦 制 を 目指 し て いる 。 

権力 志向 の まとまり で は 、 国 家 独 立 の 機運 が 高まる 。 民 族 単 位 に な ろう と し 
て いる 。 

アメ リカ は まだ いい の だ が 、 中 国 や トル コ や ロシア や イン ド や アフ リカ で 


も 、 そ し て イギリス で も 、 中 東 で も 、 昔 、 国 家 と し て 強大 に な る た め に 集 
まっ た も の を 、 元 に 戻 そ うと いう 機運 が 強く な っ て いる 。 

強い 者 が 地球 を 支配 し て きた 、 恐 竜 と 人 間 の 支配 の 歴史 が 、 少 し 変わ る の か 
も し れ な い 。 革 権 な ど と いう 不 遊 な 行為 が 少な く な っ て き て いる 。 襲っ て 統 
合 し て 大 きく な っ た 国家 が 、 衣 っ て 統合 する 前 に 戻っ て き て いる 。 北 アメ リ 
カ が 原 住民 の 元 に 帰る こと は な い の だ が 、 ど こ か の 地点 に まで 戻っ て いる 。 
や は り 、 地 球 は 小さ く な っ た の だ 。 地 球 全 体 が 見 える と 、 人 に 恐怖 が 薄く な 
る 。 

大 航海 時 代 や 秀吉 の 時 代 は 、 海 の 向こう に 何 が ある の か わか ら な か っ た の 
だ 。 権 力 者 は 、 海 か ら 襲 っ て くる か も し れ な い 何 か を 恐れ て 調べ に 行か せ た 
の だ 。 

地球 は も う 小 さい 。 

2 1 1 4 年 に は 、 宇 宙 の 向こう か ら 何 か が 襲っ て くる か も し れ な いこ と を 恐 
れ て いる 。 

「 た だ いま 」 

ジン は まだ 帰っ て いな か っ た 。 

ダッ カ は 近い の だ が 何 か あ っ た の だ ろう か 。 

そう か と いっ て 晩 ご は ん の 準備 を する ほど 腕 自慢 で は な いし 期待 も され て い 
な い 。 

ジャ カル タ の ライ ブ テ レ ビ を 見 る と も な く 聞 いて いた 。 ま どろ ん で いる 。 
華美 美 鋼 が ジャ カル タ 空 港 で イン タビ ュー を 受け て いた 。 

「 ジ ャ カル タ 自 動車 の 工場 の 1 部 が アー スバ ッ テ リ ー に な けり ます 」 

「 点灯 式 に や っ て きま し た 」 

湯 花 邪 無 は 跳び 起き た 。 

8 月 21 日 木曜 日 で ある 。 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ 自 動車 の ホー ムペ ー ジ を 調べ た 。 8 月 22 日 11 時 か 
ら 点灯 式 が あっ て お 昼 の パー ティ ー が ある 。 ジ ャ カル タ 工 場 は 1 つ し か な い 
の で 場所 は 理解 で きる 。 

「 た だ いま 」 

「 お か えり ー」 

「 ご は ん 用 意 す る か ら 待 っ て 」 


湯 花 邪 無 は 、 胸 が 高 鳴 っ て いる の だ が 、 ジ ン が 帰っ て きた か ら で は な いこ と 
は 承知 し て いる 。 

明日 の 11 時 で ある 。 ジ ャ カル タ の 北 50 キ ロ の と ころ に ジャ カル タ 自 動車 が 

ある 。11 時 に どう し た ら 行 ける の か 。 料理 学校 を 休ま な いと 難し いか も し れ 
な い 。 

そもそも 、 会 社 に 入れ る の だ ろう か 。 ジ ャ カル タ の ホテ ル の どこ に 泊まっ て 
いる の だ ろう つか 。 ア メリ カ 人 らし い カ メラ マン らし き 女 性 と 、 和 警備 員 ら し い 
2 人 の 男 と 、 フ ロア ーママ ネー ジャー ば ぼ ぽい 人 に 守ら れ て いる の だ ろう 。 


210921 時 


8 月 22 日 だ っ た 。 

「 朝 ご は ん だ けど 」 

ルプ テ シ ッ ウツ 

「 え ? 」 

「 スマ ホ で 調べ て 」 

「 牛 の テー ルス ー プ だ っ た ,」 

「 あ あー お いし い 」 

「 朝 ご は ん 用 に ご は ん が 少し 入っ て る 」 
「 あ あー いい で す 」 

「 ミナ に 教え て も ら っ て 」 

「 お いし い 」 

「 ジ ニ が 来る か ら 」 

「 一緒 に カワ ン 食 品 に 行く 」 

「 試作 を お 願い する か ら 」 

「 レ シ ピ は で きた の か ,」 

「 ジ ニ の レシ ピ だ 」 

「 わ さび と 鶏 と 米 の スー プ の レト ルト だ 」 
「 わ か っ た 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ン よ り 早 く 出 た 。 


「 お は よう 」 
「 お は よう ご ざい ます ,」 
GE まけ 8 
「 ち ょ っ と 用 事 が ある 」 
「 ジ ン は まだ 来 て いま せん 」 
「 ジ ニニ は? 」 
「 羽 田 を 出 た と 連絡 が あり まし た 」 
「 わ か っ た ,」 
「 ジ ン と ジニ に 出かけ た と 吉 っ て くだ さい 」 
「 お茶 は ?」 
「 な ん か あり ます か ? 」 
「 順調 で す 」 
「 わ か っ た 」 
湯 花 邪 無 は 、 不 思 議 そう な リ ニ を 残し て 、 裏 か ら ア ー ス カー に 向かっ た 。 
じじ し ミナ 7 
「 ミスター ジャ ム ど うし た ? 」 
「 急用 が で き て 料理 学校 に は 行か れ な い 」 
「 面接 で も ある の か 」 
「 同 じ よ うな も の だ 」 
「 ソ ププ ブン ツウ ツ を 次 に 教え て くれ な いか 」 
「 ど うじ た の だ 。」 
「 ご 馳走 に な っ た 」 


「 オ ン ナ か ,」 
「 そ うつ いう つこ と で は な い が 友 達 だ 」 
の ただ 


湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ 自 動車 に 向かっ た 。 ジ ャ カル タ の 北 50 キ ロ に ある 。 
運転 を アー スカ ー に 任せ て 、 イ ンド ネシア の ライ ブ テ レ ビ を 見 て いた 。 

ジャ カル タ 自 動車 の アー スバ ッ テ リ ー 工 場 を 紹介 し て いた 。 イ ンド ネシア で 
は 、 電 力 不 足 で ある 。 工 場 の 中 の 1 ライン と は いえ 、 ア ー ス バッ テリ ー に す 
る こと は 、 好 印象 を 持た れる 。 

それ は 、 生 活 者 に 対し て だ 。 


産業 界 で は 、 す べ て の 人 が 賛同 し て いる わけ で は な い 。 電力 の 会 社 も ある の 
だ 。 

ー ス バッ テリ ー は 、 ア ー ス カー で は 、80 キ ロ し か が 出 な いり い 。 し た が っ て 、 圧 
延 機 な ど を 動か すこ と は で き な い 。 ジ ャ カル タ 自 動車 も 、 工 場 の 1 部 分 の み 
アー スバ ッ テ リ ー に 替え る の だ 。 
批 剤 を え る 意味 も ある 。 微妙 な 状況 な の だ 。 
10 時 に は ジャ カル タ 自 動車 の 門 を 通り 過ぎ た 。 
11 時 か ら 点 灯 式 だ と 書い て あっ た 。 門 に 飾り つけ が され て いた 。 
大 き な 駐 車場 が あっ た 。 多分 招待 状 ら し いも の を 見 せ て いる 。 駐 車場 に 入れ 
な い 。 
マス コミ 関係 者 の 駐車 場 が あっ た 。 湯 花 邪 無 は 、 迷 わ ず 、 奥 に 駐車 し た 。 隣 
証人 
多分 、 身 分 証明 書 を 下げ な いと いけ な い だ ろ うと 思っ た 。 

4 枚 あ っ た 。 

1 つ 拝 借 し た 。 
愛 は すご いと 我 な が ら 思っ た 。 愛 は 人 が 動く 押し ボタ ン で ある 。 ギ リ ギ リ の 
こと を や る 。 愛 が よろ い に 変 化し た ら 、 始 に な っ て 事件 に な る 。 先 里 風 香 
を 読ん で いる 。 そ の と お り だ と 思う 。 

目立た な いよ うに 、 小 走り で ジャ カル タ 自 動車 の 門 に 向かっ た 。 
多分 、「 身 分 証明 書 を 揃え な か っ た 」 と いっ て 、 新 入社 員 が 怒ら れる だ ろう 
と 思う 。 申 し 訳 な い 。 

湯 氏 無 は 、 何 も 持 っ て いな い 。 セ キュ リティ ー も 簡単 だ っ た 。 空 港 と 同じ 
で ある 
、 す ご ~ く な が く 感 じ ら れ た 。 じ っ と し て いた 。 
82 に RE 
ゴチ ャ ゴチ ャ に な っ た 。 た だ 、 検 査 が し っ か り し て いる の で 、 危 な く は な い 
思っ て いた 。 
後 か ら 診 を 叩か れ た 。 湯 花 邪 無 は 一 瞬 に し て 凍っ た 。 
アメ リカ 人 らし い カ メラ マン の 女性 だ っ た 。 どう し て 湯 花 邪 無 を 見 つけ た の 
か わか ら な い 。 
メモ を 渡さ れ た 。 
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ホテ ル の 名 前 と 2 1 0 9 と 21 時 と 書い て あっ た 。 

21 階 の 9 号室 だ 。21 時 だ ろう か 。 

「 こ こ に いた ら ヤ バイ か ら ホ テル に 行っ て くれ 」 

湯 花 邪 無 は 、 そ の まま 、 門 を 出 て 、 マ スコ ミ 関 係 の 駐車 場 に 向かっ た 。 

「 な ん で 身分 証明 書 が な いん だ 」 

「 腕章 だ け で 入れ ます か ら 」 

説得 され て シブ シブ 歩い て いた 。 

湯 花 邪 無 は 、 そ っ と 車 の 下 に 腕章 と 身分 証明 書 を 入れ た 。 

まだ 10 時 45 分 だ っ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ の ライ ブ テ レ ビ を 見 て いた 。 中 継が は じ ま っ て い 
た 。 ジ ャ カル タ 自 動車 か ら 、 工 場 の 1 ライ ン の アー スバ ッ テ リ ー 化 の 点灯 式 
だ 。 

11 時 に な っ て 、 華 美美 負 が 現れ た 。 一 瞬 で 静か に な っ た 。 イ ンド ネシア カ 
ラー の 深い 緑 の ド レス だ っ た 。 

社長 の 話 が あっ て 、 市 長 の 話 が あっ た 。 そ し て 、 華 美美 鋼 が 前 に 出 た 。 
何 か メ ッ セ ー ジ を 読み 上 げ る らし い 。 

「 8 月 1 日 に 先 里 風 香 の 代理 で わた し が や っ て き て 、 今 日 8 月 22 日 に 工場 の 
1 ライ ン が アー スバ パ バッテリー に な る こと は 、 感 激 に 値する 

華美 美 負 の メッ セー ジ は 短い も の だ っ た が 、 は じ め て だ っ た 。 空港 な ど で の 
囲み の 取材 で の 声 を 聞い て いる が 、 公 の 場 で の メッ セー ジ の 声 は 、 初 め て 聞 
いた 。 

大 は まま 

「 お か えり な さい ,」 

ジン の 部 屋 に 急い だ 。 

「 ジ ン と ジニ は まだ 帰っ て いま せん 」 

うう が: 

「 今 日 は な に を や っ た の だ ,」 

「 料理 学校 を 休ん だ 」 

「 飽き た の か 」 

「 用 事 が あっ た 」 

「 ヤ バイ こと か ,」 


「 リ ニ に 嫌 わ れる よう な こと で は な い 」 
「 ご は ん は ? 」 
「 新宿 に 行く 」 
「 わ か っ た 」 
「 何 か あ り ま すか ? 」 
「 順調 だ 」 
「 商品 が 薄い こと が 悩み だ 」 
リ ニ は ジン に 似 て きた と 思っ た 。 
湯 花 邪 無 は 、12 時 の 羽田 行き に 乗っ た 。 1 時 間 遅 れ だ 。 
「 こ ん に ち わ ー」 
「 お か えり な さい ーー」 
「 今 日 は 水野 まさ みさ ん は お 休み で す 」 
牧野 由香 が や っ て きた 。 
「 何 か 吉 わ れ て いま すか ? 」 
「 ス パイ ス 30% 増 や し た か っ た が 10% に 増やす こと に な っ た ,」 
「 わ か り ま し た ,」 
「 ジ ニ が ジャ カル タ に 行っ て いま す 」 
「 コーヒー で いい か 」 
「 他 に は ? 」 
「 順調 で す 」 
「 ありがとう 」 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム 、 イ エス タデ イ を 聴か せ て ほし いけ ど ,」 
「 な ぜ だ 」 
「 水野 まさ みさ ん か ら 聞 いた 」 
「 ジ ャ カル タ で は うわ さ に な っ て いる っ て 」 


「 オ ー バ ー だ 」 

「 カ ラオ ケ で 歌っ た こと は 事実 な の か 」 
「 ま あー そう だ , 

「 今度 メー ル す る か ら 一 緒 に 行っ て くれ 」 
「 わ か っ た 


「 お昼 は どう し た の だ ,」 


「 空港 で サン ドイ ッ チ だ 」 

「 何 か つ くれ る けど 」 

「 お 菓子 が あっ た ら お 願い し た い 」 

「 わ か っ た 」 

湯 花 邪 無 は 、19 時 の 羽田 発 ジ ャ カル タ 行 き に 乗る つも りな の だ 。 台 風 が 心配 
だ っ た 。 ど ん な こと が あっ て も 行き た い の だ 。 
連絡 を し て は いけ な い 。 

17 時 に な っ て ジニ が 帰っ て きた 。 

「 ク スマ と マル キス に 会 っ た 」 

「 わ さび を 持っ て 行っ た 」 

「 多分 徹夜 で 新鮮 を 保っ て レト で きる か や る と 思う 」 
「 でき な か っ た ら 添 加 式 に 変え な いと いけ な い 」 
「 わ た し の 実験 で は で きる 」 

「 わ た し の 手作り ほど 香り は し な い だ ろ うけ ど 」 
「 賞味 期限 は ? 」 

「 半 年 に し た 方 が いい 」 

「 わ さび の 香り な の か 」 

ee 』 

「 1 ロッ ト 2 万 だ が いく ら な の か ,」 

「 今日 は そこ まで 相談 し て いな い 」 

「 試作 が で き な い 可能 性 が ある ん だ 」 

0 記 4 

「 今度 は いつ 行く の か 」 

「 8 月 29 日 だ 」 

「 お いし いと いい けど 」 

「 心配 は し て る 」 

ぞう だ な 、 

「 お つか れ さ ま 」 

「 何 を し て いる の だ ,」 

「 調 べ も の だ 」 

「 先 に 帰っ て いい か 」 


のど デ 選べ くる うき さま 」 
湯 花 邪 無 は 、 時 間 を つぶ し て いる の だ 。 何 度 も 時 計 を 見 る 。 少 し 早い が 羽田 
に 向かっ た 。 
華美 美 負 と 食事 を する こと は な い 。 ど うな る か も わか ら な い 。 た だ 、 湯 花 邪 
無 の 顔 を 見 た ! い だけ だ と 思っ て いる 。 4 人 に ガー ド さ れ て る の だ 。 食事 な ど 
で きる わけ が な い 。 
羽田 で お そば を 食べ た 。 
19 時 の ジャ カル タ 行 き に 乗っ た 。 
19 時 55 分 ジャ カル タ 着 で ある 。 

アー スカ ー で ホテ ル へ 向かっ た 。 ま だ 時 間 が 早い の だ が 、 ど こ か 近く に いよ 
うど と 思っ た 。 
ジャ カル タ の ライ ブ テ レ ビ は 、 ジ ャ カル タ 自 動車 の 工場 の 一 部 が アー スバ ッ 
テリ ー 工 場 に な っ た こと を 伝え て いた 。 華美 美鈴 が 何 度 も 登場 し た の だ ろ 

う 。 深い 縁 の ドレ ス で ある 。 20 時 25 分 に は ホテ ル の 地下 の 駐車 場 に 入っ 


『『 


湯 花 邪 無 は 、 どこ で も フリ ー パ ス で ある 。 ジ ャ カル タ の 有名 人 で は な い が 、 
ジャ カル タ に プラ ス を も た ら す 1 人 に は 間違い な い 。 
気 な る の は 、 台 風 で ある 。 明 日 は 飛行 機 は 飛ば な い だ ろ うと 予報 し て いた 。 
風速 が 60 メ ー ト ル も ある 。 明 日 は ジャ カル タ で ある 。 フ ツウ は 明日 の 朝 ジ ャ 
カル タ に 入る の だ が 、 台 風 だ か ら 今 晩 入 っ た と ジン に 吉 う し か な いと 思っ 
誠 。 
早く ホテ ル に 入り 過ぎ た と 思っ た 。 ア ー ス カー で 横 に な っ て いる し か な い 。 
ひょっと する と 、 監 視 さ れ て いる か も し れ な い 。 ホ テル の ロビ ー で コー ヒー 
を 飲み たい の だ が 、 そ れ も お か し いし 危険 で ある 。 も っ と 考え れ ば よかっ た 
と 思い な が ら 、 ア ー ス カー で 何 度 も スマ ホ の 時 計 を 見 な が ら 横 に な っ て い 
た 。 
や っ と 20 時 55 分 に な っ た 。 
2 1 0 9 2 1 時 で ある 。 
人 に お ぴの 2 

美美 負 が この ホテ ル に 泊まっ て いる か どう か 、 も し か し た ら 徐 も 知ら な い 
二 2 還 5 の DB 


ぎこちなく 21 階 に 出 た 。 

カサ プラ ンカ の ホテ ル で 出会っ た 警備 員 2 人 と フロ アー マネ ー ジ ャ ー の よう 
な 男 が いた 。 

フロ アー マネ ー ジ ャ ー の よう な 男 は 、 ど こ か に 電話 を し た 。 

3 人 は 湯 花 邪 無 を 覚え て くれ て いた 。 

多分 、21 階 は 華美 美鈴 だ け な の だ ろう 。 

9 号室 の 前 で 、 フ ロア ー マ ネ ー ジ ャ ー の よう な 男 は 、 ま た 電話 し た 。 
中 か ら ドア が 開い た 。 

ap 

華美 美鈴 が 顔 を 出し た 。 

「 どう も あり が と う 」 

華美 美 負 と 湯 花 邪 無 は 、 同 時 に フロ アー マネ ー ジ ャ ー に 吉 っ た 。 
広い 部 屋 だ っ た 。 旅 立つ 服装 だ と 思っ た 。 

「 元気 で すか ? 」 

「 ゆ り と 連絡 が と れ な く な っ て いて 心配 し て いま す 」 

「 北 千住 の マン ショ ン か ら 出 て 行き まし た 」 

「 帰っ て こない と 思い ます 

「 わ た し の せい ね .」 

「 私 の ここ ろ が どこ に 向かっ て 揺れ て いる の か 知っ て いる か ら 難 し い 」 
「 真野 裕也 さん と 有 村 修 さ ん か ら あ な た の こと で 確認 が あり まし た が ,」 
「 その 情報 は 沢 風 ゆり か ら 出 て いま す 」 

「 理 由 は わた し ね 」 

「 よ くわ か っ て いる の に あな た に 会 お うと する わた し は ワル イオ ン ナ ね 」 
「 私 も ムリ を し て いる 自分 を どう し よう も な いと 思っ て いま す 」 

「 も う 会 いた く て も 会 えな いと 思っ て いま し た 」 

「 東 京 に は 行か れ な いし 

「 私 も 会 えな いと 思っ て いま し た 」 

「 どの くら いい 時 間 が ある の で すか ? 」 

「 時 間 は あり ませ ん 」 

「 も うつ 三 ュー ヨー テー タ に 帰り まず 

「 時 間 で すか ? 」 


「 呼び に 来 ま す 」 

華美 美鈴 は 、 す っ と 湯 花 邪 無 に 近づい た 。 

「 ノ ッ ク さ れる 前 に 」 

華美 美鈴 の 右手 が 湯 花 邪 無 の 右 届 に か か っ て その まま 大 が 近く な っ て 、 た だ 
の 挨拶 で は な い 居 に な っ た 。 

ノッ ク さ れ た 。 

ほん の 1 分 くら い の 時 間 だ か ら 会 わせ て くれ と 頼ん だ に 違い な い 。 

ドア に 向かっ て 歩き な が ら 華 美美 鋼 と 湯 花 邪 無 は 、 フ ツウ の よう な 話 を し 
た 。 華美 美 負 の 目 の 奥 の な み だ が 喪 し み を 表し て いる 。 

「 先 里 風 香 さ ん は 元気 で すか ? 」 

「 湯 花 邪 無 さ ん に は 感謝 し て いま す 」 

何事 も な いか の よう に 、 フ ロア ー マ ネ ー ジ ャ ー に 聞こ える よう に 話 を し た 。 
アメ リカ 人 の カメ ラマ ン ぽ い 女 性 と 21 階 の 警備 の 男性 2 人 と フロ アー マネ ー 
ジャ ー ぼ ぽい 男 は 、 日 本 で 、 華 美美 鋼 が 湯 花 邪 無 に 有馬 け られ た こと を 知っ て い 
る 。 華美 美 負 が 、 1 分 で も いい か ら お 礼 を 吉 わ せ て くれ と 頼ん で いる に 違い 


華美 美 負 が 、 男 と し て の 湯 花 邪 無 に 会 いた が っ て いる こと な ど 、 夢 に も 思わ 
な い だ ろ っ つ 。 

華美 美 鋼 は 、 今 は 、 危 険 の 中 に いて 緊張 し て 過ごし て いる 。 恋 な ど 微 塵 も 感 
じ さ せな いと 思う 。 

湯 花 邪 無 は 、21 階 か ら 駐 車場 に 降り た 。 警備 の 1 人 が 一 緒 に エレ ベー ター に 
乗っ て 駐車 場 ま で 送っ て きた 。 

湯 花 邪 無 は 、 そ の まま タ ベ ッ ト の マン ショ ン に 向かっ た 。 

ジャ カル タ 発 ニュ ー ヨ ー ク の 時 刻 表 を 調べ た 。21 時 38 分 だ っ た 。 

多分 、21 時 40 分 頃 の プラ イベ ー ト ジェ ッ ト に 違い な い 。 

5 悔し 

「 どう し た の ? 」 

「 明 日 は 台風 で 飛行 機 が 飛ば な い だ ろ うか ら 今 来 ま し た 」 

「 ゲ ッ ド ね ーー 待っ て る 」 

「 ご は ん は ? 」 

「 食べ て いな い 」 


「 わ か っ た ,」 

こん な に 愛し て いる ジン が いる の に 、 華 美美 負 に 惹か れる 自分 を と ど め る こ 
と が で き な い 。 

愛 と は 不思議 な もの で 、 人 が 動く 押し ボタ ン で ある 。 


あい し て いる 


8 月 23 日 だ っ た 。 
「 私 今日 お 休み の 日 だ か ら 」 
「 わ かり まし た 」 
「 鶏 か ゆ を 食べ て 行っ て 」 
「 え え 」 
「 明 日 は ハ ヶ 岳 だ よね ,」 
「 え え 」 
「 今 日 は ? 
「 東京 に 行き ます 」 
「 あ な た っ て 東京 に 行く っ て 吉 う の ね 」 
「 わ た し 夜 の 疲れ が 残っ て る か ら 起 きら れ な い 」 
ジン の 意味 の ある 笑い を 残し て 、 湯 花 邪 無 は シャ ワー に 向かっ た 。 
「 お は よう 」 
「 お は よう ご ざい ます 」 
「 今日 は ジン は お 休み の 日 で す 」 
「 わ か っ た 」 
当 テ 尼 害 し だ けど) 
「 あり が と う 」 
「 これ は 何で すか ? 」 
「 昨日 華美 美久 が ジャ カル タ 自 動車 に 来 た ん だ けど 」 
「 華美 美鈴 の 使い の 人 が スパ イス yuh ana の スパ イス を 買い に き て これ 
を 置い て いっ た 」 
「 華美 美 負 の メモ だ と 思う けど 日 本 語 な の で わか ら な い 」 


「 ジ ン は 見 た の で すか ? 」 

「 見 て た けど 漢字 じゃ な いか ら わ か ら な いけ ど お い し いっ て 褒め て くれ て る 
ん じゃ な いか っ て 吉 っ て た 」 

「 あ いし て いる .」 
湯 花 邪 無 は ば 知ら な か っ た 。 

「 も ら っ て いい か ,」 

「 な ん て 書い て ある ん だ 」 

「 ゲ ッ ド テイ スト 」 

「 そ う 書 いて くれ れ ば いい の に 」 

「 わた し お 店 に いる か ら 用 事 が あっ た ら 呼 ん で くれ 」 

「 わ か っ た 」 

8 月 17 日 に カサ ブラ ンカ の ホテ ル で 華美 美 負 と 会 っ た 。 そ し て 8 月 22 日 に 
ジャ カル タ で 会 っ た 。 も う 会 えな いと 思っ て いた の に 、 ど うし た こと だ ろう 
か 。 そ れ に し て も 、「 あ いし て いる 」 を メモ に 残す と は 、 勇 気 が あ る 。 

湯 花 邪 無 は 、「 あい し て いる 」 を 財布 に し まっ た 。 

ジャ カル タ の ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 今 日 は H、 も う ジ ャ カル タ 自 動車 の アー ス 
バッ テリ ー の ニュ ー ス は や っ て いな か っ た 。 

ニュ ー ヨ ー ク の ライ ブ テ レ ビ も 見 た 。 ア ー ス バッ テリ ー の ニュ ー ス は 何 も な 
か っ た 。 

ジニ か ら メ ー ル が きた 。 

「 8 時 の 新宿 発 新幹線 に 乗る けど いい の か ,」 

「 私 も 同じ 新幹線 に する 」 


わさび の 6 分 割 真空 パッ ク 


沢 風 ゆ り が いな く な っ て 「 た だ いま 」 も 吉 わ な く な っ た 。 北 千住 の マン ショ 
ン が 暗い こと が 寂し い 。 

ミナ に 教わっ た ジャ ワカ レー を つく ろう と 思っ た 。 

集中 し て つく る 。 

けっ こう お いし か っ た 。 時間 を か け て メモ の と お り に つく っ て いる の だ 。 お 


いし い に 決 まっ て いる の だ が 、 食 べ る まで 不安 に な る の が 料理 の 良い と ころ 
だ 。 

8 月 24 日 だ っ た 。 日 曜 だ 。 

し スタ ー ジ ヤム こっ ち だ 、 

「 ジ ニ お は よう ,」 

「 朝 ご は ん 食べ た か 」 

「 し UI や 」 

「 イ ンド ネシア の お に ぎり つく っ て きた ,」 

「 お 恭 は そこ で 買っ て 」 

山井 生 江 と 次 郎 が 新幹線 の 地 訪 駅 で 待っ て いた 。 

「 湯 花 さ ん お は よう ご ざい ます 」 

「 み ん な ミス ター ジャ ム と 呼ぶ か ら 」 

「 わかり まし た 」 

「 信州 スラ イス に 行っ て も いい で すか ? 」 

「 かま いま せん,」 

天海 豊 が すぐ に 現れ た 。 

「 どう で すか ? 考え は 変わ り ま せん か ? 」 

「 どう いう こと で し ょ うか が 」 

「 よく あり ます 」 

「 出来 上 が っ た の に クラ イア ント の 考え が 変わ っ た 」 

「 私 の 考え は 変わ っ て いま せん 」 

「 それ で は 見 て くだ さい 」 
天海 豊 は 、4 人 を 試作 工場 に 案内 し た 。 

「 焦点 は 、 わ さび を 6 分割 し て 真空 パッ ク に する こと で す 」 
「 1 つ ず つ は 八 サ ミ で カッ ト し て 使い ます 」 

「 大 きい わさび は 、 カ ッ ト さ れ て し まう 部 分 も 出 て きま す 」 
「 小 さい わさび は 、 最 初 か ら 省 て し まう こと が 好ま し いで す ,」 
「 そ れ で は いい しい! で すか ? 」 
天海 豊 は 、 あらかじめ 準備 し て いた の だ ろう 、 す ぐに スイ ッ チ を 押し た 。 
10 秒 ぐら いで 1 本 で きる の で は な いか と 思っ た 。 

「 1 0 0 本 ある の で 全部 や り ま す 」 


18 分 くら いで 1 0 0 本 が 出来 上 が っ た 。 

「 商品 価値 と し て は 完成 品 だ と 思い ます 」 

「 真空 パッ ク に な っ て いる の で すか ? 」 

「 触 っ て 確か め て くだ さい 」 

「 刺身 を 用 意 し て いま す 」 

の る 

天海 豊 は 、 刺 身 を 冷蔵 庫 か ら 取 り 出 し た 。 

「 どう ぞ ご 自分 で 家庭 の つも り で 」 

ジニ が ハサミ で 1 つ を カッ ト し て わさび を 取り 出し た 。 

一 見 スラ イス され て いる こと が 表面 上 は 見 えな い 。 それほど 鋭利 に カッ ト さ 
れ て いる 。 し か も た た き の よ うに 砕 か れ て いる 。 

「 香 り が いい で す 」 

「 そ の まま だ と 辛い 」 

「 刺 身 に まぶす と グッ ド で す 」 

湯 花 邪 無 も スラ イス わさび で 刺身 を 食べ て みた 。 

お いし いと 思っ た 。 

お いし いと いう か 香り が な ん と も 吉 え な い 。 

「 真空 の 袋 は 印刷 で きま すか ? 」 

「yuhana ス ライ ス わ さび と 透明 だ けど 透け て 見 える よう に 印刷 で きま 
すか ?」 

「 透明 だ け の シー ト は な いで し ょ うつ から.」 

「 よろしく お 願い し ます 」 

「 山 井 さ ん 、 こ の 1 0 0 本 は いた だ いて 帰っ て いい で すか ? 」 

「 どう ぞ か まい ませ ん 」 

「 ジ ニ 、 明 日 ジャ カル タ に 20 本 持っ て 行っ て いい で すか ? 」 

「 か まい ませ ん 」 

「 准 蔵 し ます か らち ょ っ と 待っ て くだ さい 」 

1 回 の 試作 し か や っ て な い の だ が 、 こ の 機械 だ と 完璧 に で きる と 、 湯 花 邪 無 
は 思っ た 。 

「 今 か ら 茅野 の 人 ハ ヶ 岳 わ さび 工房 に 行っ て 、 こ の 機械 の 設置 を 考え よう と 思 
うん だ けど ,」 


「 山 井 さ ん の 考え は どう で すか ? 」 

「 う つれ し いで す ,」 

「 次 郎 さ ん も いい で すか ? 」 

「 お 願い し ます , 

「 ジ ニ も いい で すか ? 」 

の ツン 胃 >yrs7 

「 天海 さん も 一 緒 に 来 て いた だ け ま すか ? 」 

「 わ かり まし た 」 
諏訪 か ら 茅 野 ま で は 車 で 30 分 くら い だ 。 

「 ジ ニ 何 時 で すか ? 」 

「11 時 」 
湯 花 邪 無 は 、 八 ヶ 岳 わさび 工房 を 見 て 回 っ た 。 工 房 は 稼動 し て いな い 。 次 郎 
が いな いと 動か な い 。 そ れ ほ ど 売 上 げ を 期待 し て いな い 。 売 り 先 も 道 の 駅 で 
販売 し て いる だ け だ 。 

「 こ こ に 設置 し よう と 思っ て いま す ,」 
次 郎 は 、 ス ライ ス わ さび の 機械 の 設置 場所 を 決め て いた の だ ろう 。 湯 花 邪 無 
時 し た 。 

最初 は 全 自 動 と か 考え な いで ガン 人 ろう と 思っ て いる 」 

「 そ れ が いい 」 

「 ネ ッ ト 販 売 で は ここ か ら 出 荷 す る の か 」 
湯 花 邪 無 は 、 ど うす る か 考え て いな か っ た 。 

「 生産 し て 冷蔵 し て お くけ ど 新 宿 に 移す だ け 新 鮮 で な く な る と 思う 」 
「 出荷 は どう する の で すか ? 」 

「 冷蔵 で 出荷 する 」 

「 新宿 で は 店 売り だ け 移す 

「 店 売り は 冷蔵 ケー ス が 必要 な ん だ 」 

「 そ うだ 」 

「 天 海 さ ん どう で し ょ うか ,」 

『- 分 で す 」 

「 ス ケ ジ ュ ー ル は どう な さい ます か ? 」 

「10 月 1 日 か ら 生 産 開始 で きま すか ? 」 


「 現在 の 試作 機 と 同じ も の を 作り ます 」 

「 9 月 15 日 に 設置 で いい で すか ? 」 

「 わかり まし た 」 

「 発売 も 10 月 1 日 に な り ま す が 」 

「 承知 し まし た 」 

「 機械 の 代金 は いつ 払っ て いた だ け ま すか ? 」 
「 9 月 30 日 で いい で すか ? 」 

「 振り 込み ます 」 

「 4 2 2 万 で す 」 

「 山井 さん お 願い し ます 」 

「 わ た し で すか ? 」 

「 社 長 だ し お 金 も 入 っ て いる は ず で す 」 

「 承知 し まし た 」 

「 次 郎 さ ん いい で すか ? 」 

「 承知 し まし た 」 

「 ジ ニ い いで すか ? 」 

「 至急 に ホー ムペ ー ジ を 修正 し ます ,」 

「 外 箱 あ っ た 方 が いい で すか ? 」 

「 送 る か ら あ っ た 方 が いい で す 」 

「 道 の 駅 で いく ら で 売 っ て いる の で すか ? 」 

「 1 3 0 0 円 で す 」 

「 同 じ 値段 で で きま すか ? 」 

「 1 2 0 0 円 で いい で す 」 

「 2 本 だ っ た ら 送 料 負 担 さ せ て いた だ く の で どう で すか ? 」 
「 わかり まし た 」 

「 わ さび の 森 と わさび 工房 と スパ イス 湯 花 の 価格 は 水野 まさ みさ ん と 相談 し 
て くだ さい 」 

「 承知 し まし た 」 

「 お 昼 ご は ん を 食べ に 行き まし ょ う 」 

「 ご 馳走 させ て くだ さい 」 

湯 花 邪 無 は うれし か っ た の だ 。 な に より も みん な が 協力 し て 難し いこ と を 


や っ て くれ て いる こと が うれ し か っ た 。 


メキ シコ シテ ィ ー で 行方 不明 


湯 花 邪 無 は 、 北 千住 の マン ショ ン に 帰っ て き て 、 今 日 の スラ イス わさび で 
あっ た こと を ワー ド 2 1 1 4 で まとめ て 書 I い た 。 ま と め て 書く と いう より 、 
話し た 。 ワ ー ド 2 0 8 0 から 話す と 吉 葉 に な っ て いる の だ が 、 安 心 で きる も 
の で は な か っ た 。 ほ っ て お いた ら 、 失 礼 に な っ て し まう こと も あっ た 。 今年 
売 さ れ た ワー ド 2 1 1 4 で は 、 ほ ぼ ぽ 完 璧 で ある 。 
テン キー を 使う こと が 少な く な っ た 。 文 を 最終 的 に 完成 させ る 時 だ け 使 う 。 
「 承知 し まし た 」 
夜 な の に 、 水 野 ま さ み か ら 返 事 が 来 た 。 
「 早速 明日 か ら 作業 を し ます ,」 
ジニ か ら も 返事 が きた 。 
「 お 役に立て た か も し れ ま せん 、 あ り が と う ご ざ いま し た 」 
天海 豊か ら も 返事 が 来 た 。 
「 明 日 は 料理 教室 で すか ? 」 
ジン か ら も 返事 が 来 た 。 
「 い つも 楽し い 時 間 を あり が と う ご ざ いま す 」 
山井 生 江 か ら は 、 山 井 生 江 ら し い 返事 が 返っ て きた 。 
8 月 25 日 月 曜 で ある 。 
8 時 の ジャ カル タ 行 き に 乗っ た 。 
分 で ジャ カル タ で ある 。 
眠れ る 時 間 で も な い 。 も う 今 日 の 予定 を 頭 に 叩き 込ん 々 で お か な いと いけ な 
L 1。 
今日 は 料理 学校 だ 。 
昨日 の 夜 は 刺身 に スラ イス わさび に 白い ご は ん で 食べ た 。 
「 お は よう 」 
「 お は よう ご ざい ます ,」 
朝 早く か ら お 店 は 混ん で いる よう だ っ た 。 


「 う まく いっ た よう ね ー わ さび 」 

「 つ うれしい,」 

「 ジ ャ カル タ は わさび と 和 鶏 と 米 の スー プ を や る わ 」 
「 あ あ 」 

「 料理 学校 で し ょ ?」 

「 す ぐ 出 か ける 」 

「 ここ 寄る で し ょ ? 」 

「 え え 」 
湯 花 邪 無 は 裏 か ら 料 理学 校 へ 出かけ た 。 

「 ミ スタ ー ユ ハ 八 ナ 、 お いし い レ スト ラン を 紹介 する けど 」 
「 今 は 忙し いか ら 待 っ て くれ 」 

「 職 探し に 忙し い の か 」 

5 志 

「 み な さん 、 今 日 は チャ プチ ャ イ で す 」 

「 レ シ ピ を 配り ます 」 

買い 物 に 行っ て くだ さい 」 
0 に な っ て いた 。 

今日 は わた し が 買い 物 する 」 

「 お金 が 足り な か っ た ら 誰 か 貸し て お いて 」 

1 番 若い ラ エ ル が 吉 っ た 。 
タコ も エピ も 貝 も 買っ て 野菜 を 買っ た 。 

「 買い 過ぎ た か も し れ な い 」 

「 お 金 は ある の か 」 

「 足 り た 」 

「 帰っ た ら み ん な で 分 ける 」 
8 人 は 、 も う 仲間 の よう に な っ て いた 。 

「 わ た し の 材料 を くだ さい 」 
9 人 分 の 材料 を 買っ て 1 人 分 を ミナ に 渡す 。 

「 それ で は 、 わ た し の や る よう に 、 い いい で すか ? 」 
8 人 は 手際 が 良く な っ て いた 。 
最も どう に も な ら な い 生 徒 だ っ た 湯 花 邪 無 さ えも 、 手 際 が 良く な っ て いる 。 


「 今日 は 早い の ね ,」 

「 それ で は 食べ て み ま し ょ う 」 

「 ミ スタ ー 湯 花 の チャ プチ ャ イ を わた し に 」 

「 わ た し の を どう ぞ 」 

「 なぜ だ 」 

「 でき が ワル イ か ら だ ,」 

「 お いし く な いと 思っ て いる の か 」 

「 当 然 お いし く な い 」 

「 少 し は 進歩 し て いる ,」 

「 それで は いた だ きま す 」 
最近 は 、 み ん な 自分 の 料理 を 、 少 し は お いし いと 思え る よう に な っ て き て いい! 
る 。 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ の チャ プチ ャ イ は まあ まあ で す 」 

「 お いし いと は 吉 え ませ ん が 食べ られ な いこ と は あり ませ ん 」 

「 も っ と プロ の 料理 人 の 料理 を 食べ た 方 が よい 」 

「 お いし い レ スト ラン を 教え る か ら 時 間 を つく っ て くだ さい ,」 

「 忙 し いか らち ょ っ と 待っ て くれ 」 

8 人 は 、 み ん な 笑っ て いる 。 ミ ナ に アプ ロー チ を され て いる 湯 花 邪 無 を お も 
し ろ が っ て いる 。 

「 た だ いま びー」 

「 お か えり リー」 

「 今 日 の 料理 は な ん だ 」 

「 チ ャ プチ ャ イ 」 

「 お いし か っ た の か 」 

「 私 の は ミナ が 食べ た か ら わ か ら な い ,」 

に どう も で だ 」 

「 1 番 で き が よく な い 生 徒 だ か ら だ ,」 

「 お いし く は な いけ ど 食 べら れる そう だ 」 

「 ミ ナ に 誘惑 され な いよ うに ,」 
ジン に は 読ま れ て いる 。 

「 お昼 は どう する ん だ ,」 


「 新宿 に 行く 」 


「 わ か っ た ,」 
湯 花 邪 無 は 、 ジャ カル タ 空 港 ま で の アー スカ ー で ニュ ー ヨ ー ク の ライ ブ テ レ 
ビ を 見 た 。 


アー スバ パ バッテリー の 話 は 何 も な か っ た 。 

ホン ト に 、 華 美美 希 と は 、 も う 会 うこ と が な いか も し れ な いと 思っ て し ま 
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アー スカ ー で 羽田 を 出 た と ころ で 、 手 を 挙げ て いる 女性 が いた 。 
華美 美鈴 の ホテ ル の 部 屋 を 伝え て くれ て いる アメ リカ 人 の カメ ラマ ン ら し い 
女性 で ある 。 

の 

「 ど うし た の で すか ?」 

「 華美 美 負 が いな く な っ た ,」 

「 多 分 ケー タイ を 棄て た と 思う 」 

「 拉 致 され た の か 」 

「 わ から な い 」 

「 あな た に 会 い に 来 て いる 可能 性 も ある か ら 今朝 か ら つ け て いた 」 
「 あり 得 な い 」 

「 オ ン ナ は 恋する と 見 境 が な いか ら 」 

「 私 は も う 会 えな いか も し れ な いと 思っ て いた 」 

「 な ん か アイ デア は な いか ,」 

「 どこ で いな く な っ た の だ 」 

「 メキ シコ シティー」 

PO だ 』 

「23 日 だ 」 

「 何 が あっ た の か ,」 

「 新幹線 を 建設 する 

「 ア ー ス バッ テリ ー で 動か そう と し て いる 」 

「 その 会 議 が あっ た 」 

「 華美 美鈴 も 出席 し た の か 」 

oko す = 


「 会 議 が 終わ っ て 部 屋 に 帰っ て こ な か っ た 」 
「 い つも の 4 人 が いた の か 」 

だ 

「 会 議 は 混乱 し た の か 」 

「 大 き な 投 資 な の に リス ク は 冒 せ な い 」 

「 電力 会 社 の 大 き な 需 要 に な る 」 


「 新幹線 は 動か せる の か 」 
「 分 散 し て 各 車 両 に アー スバ パッ テリ ー を つけ る 」 
「 可能 な の か 」 


「 可 能 だ 」 

「 結論 は 出 た の か 」 

「 出 な い 」 

「 華美 美 鋼 が いな か っ た ら 新 幹線 は アー スバ ッ テ リ ー に は な ら な い 」 

「 そ し た ら 反 対し て いる グル ー プ が 拉致 し た の で は な いか ,」 

「 今 日 も 会 議 が ある の で は な いか 」 

「 日 曜 は 休ん だ が メキ シコ シテ ィ ー は 朝 に な る か ら 会 議 が は じ ま る 」 
湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー を 羽田 に 向け て 、 時 計 を 見 て メキ シコ シテ ィ ー 行 き 
の 時 刻 表 を 調べ た 。 

「 メ キシ コシ ティ ー へ 行く の か 」 

「 多分 、 何 の 助け に も な ら な い 」 

「 会 議 で アー スバ ッ テ リ ー 新 幹線 案 は ダメ に な る 」 
13 時 40 分 の 羽田 発 メ キシ コシ ティ ー 行 き に 乗 ろ つと 思っ た 。 

「 あな た の 名 前 を 知ら な いけ ど 」 

「 サマ ン サ だ ,」 
16 時 10 分 に は メキ シコ シテ ィ ー に 着け る 。 メ キシ コシ ティ ー は 0 時 10 分 
だ 。 深夜 だ 。 着 いて どう する の か 、 湯 花 邪 無 に は 何 も ア イデ ア が な か っ た 。 

「 も し も し 」 

「 お 昼 か ら 新 宿 で し ょ ?」 

「 急用 が で きた の で 新宿 に は 行け な く な っ た 」 

「 な に か あり ます か ? 」 

「 順調 だ か ら 平 気 」 


「 また 連絡 し ます 」 

「 ス ライ ス わ さび の こと は 進め て いい の か ,」 

「 お 願い する 」 

「 わ か っ た 」 

水野 まさ み に 知 られ な いよ うに ゆっ くり 話し た 。 


メキ シコ の 新幹線 


病室 7 0 6 


メキ シコ シテ ィ ー は 夜中 だ っ た 。 

湯 花 邪 無 は ずっ と 飛行 機 の 中 で 考え て いた 。 

し か し 、 考 え が 進 まな い 。 

メキ シコ シテ ィ ー の こと を 何 も 知 ら な い の だ 。 

イメ ー ジ が 湧か な い 。 

メキ シコ シテ ィ ー の 地図 だ け を 概略 見 た 。 

サマ ン サ は ずっ と 眠っ て いる よう だ っ た 。 

メキ シコ シテ ィ ー 空 港 0 時 10 分 だ 。 

空港 で 車 が 待っ て いた 。 

カサ プラ ンカ と ジャ カル タ の ホテ ル で 湯 花 邪 無 が 会 っ た フロ アー マネ ー 
ジャ ー の よう な オト コ と 警備 員 ら し き オ トコ の 3 人 が 待っ て いた 。 

「 ジ ム だ よろ し く .」 

フロ アー マネ ー ジ ャ ー の よう な オト コ は 、 ジ ム と 名 乗っ た 。 ア メリ カ 人 だ ろ 
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「 会 議 が 行わ れ て いる の は どこ な ん だ ,」 

「 レ フォ ル マ 通 り の ホテ ル だ 」 

「 華美 美 鋼 が いな く な っ た こと は 会 議 ひ メン バー は 知っ て いる の で すか 」 
「 知 ら な い 」 

「 今日 の 会 議 に 華美 美 鉛 が いな か っ た ら そ れ で いい 」 

「 ア ー ス バッ テリ ー の 新幹線 に 決ま っ て ほし く な い 人 た ちの 犯行 な の か 」 
「 事実 は わか ら な い が 、 多 分 そつ だ 」 

「 今日 の 会 議 が 終わ っ た ら 解 放さ れる の か 」 

「 多 分 そう だ 」 

「 華美 美 負 を 傷つけ る と 反動 が 大 きい か ら や ら な い 」 

「 あ と 20 時 間 く らい 監禁 すれ ば いい の か 」 

「12 時 に は 決ま っ て いる 」 


「 華美 美 鋼 は どう いつ うふ うに 現れ る の で すか ? 」 

「 何 を 吉 っ て いる の か わか ら な い 」 

「 申し訳 な いで 現れ る の で すか ? 」 

「 そ うな っ た ら ア ー ス バッ テリ ー 反 対 の 人 た ち は ラ ッ キ ー だ 」 
「 近 くに 病院 は ある の か ,」 

「 な ぜ だ 」 

「 めまい が し て 倒れ て 担ぎ 込ま れ た 」 

「 目 が 覚め た ら 25 日 の 12 時 だ っ た 」 

「 い \ い なくなっ た の は 23 日 の 夕方 だ か ら 現 実 的 で は な い 」 

「 他 に どう や っ て 探す の だ 」 

「 レ フォ ル マ 通 り に 大 き な 病 院 は ある の か 」 

サマ ン サ は スマ ホ で 探し は じ め た 。 

1 つ あ る 。 

「 そこ に 連れ て 行っ て くれ ,」 

に つ だ だ 

「 外れ て る か も し れ な い が 他 に や る こと が な い 」 

「 あな た た ち は 他 を 探し て くれ 」 

「 サ マン サ と ビル の 電話 を 教え て くだ さい 」 

レフ ォ ル マ 通 り の 博物 館 の 近く に 病院 は あっ た 。 大 きい 病院 で ある 。 湯 花 邪 
無 は 、 車 を 降り た 。 

「 どう する の だ ,」 

「 わ か ら な い 」 

「 こん な 時 間 に 病 院 に は 入れ な い 」 

湯 花 邪 無 は 、 そ の まま 救急 外来 の 入り 口 に 向かっ た 。 今日 は 何 も な いら し 
く 、 明 か り は つい て いる の だ が 、 物 音 1 つ し な か っ た 。 

し か し 、 チ ャ ンス は ここ し か な い 。 

物陰 で じっと 待っ た 。 

2 時間 待っ た 。 3 時 10 分 だ っ た 。 

急 に 慌しく な っ て 救急 外来 の ドア が 開い た 。 6 人 くら い の 医 師 か 看護 師 が 忙 
し そう に 動き は じ め た 。 

救急 車 が 2 台 同時 に や っ て きた 。 


いき な り けり 救急 外来 は ご っ た 返し た 。 

先 に 到着 し て スト レッ チャ ー で 救急 外来 の 入り 口 に 向かっ た ドア を 開け た 。 
ヘル メッ ト に 救急 外来 の 上 着 が あっ た 。 

素早 く 着 て スト レッ チャ ー に 続い た 。 

2 台 目 の 救急 車 の スト レッ チャ ー も 走っ て いて 、 ゴ チャ ゴチ ャ だ っ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 とりあえず 、 ト イレ に 向かっ た 。 メ キシ コシ ティ ー は 標高 が 高 
い 分 寒い 。 

入り 口 に あっ た 病院 内 の 地図 を トイ レ で 調べ た 。 

も し 華美 美鈴 が いる と し た ら 1 人 部 屋 で ある 。 上 眠っ て いる と いう か 眠ら され 
て いる 。 

7 階 の 個室 階 を 探し て みる こと に し た 。 

誰か トイ レ に 入っ て きた 。 

慌て ず に 、 静 か に 外 に 出 て トイ レ の 横 の エレ ベー ター に 乗っ た 。 

誰 に も 怪し まれ て いな い |。 

出 て 正面 に ナー ス セ ンタ ー が あっ た 。 エ レベ ー タ ー か ら 降 り る 湯 花 邪 無 を 、 
看護 師 が 見 て いる 。 

「 今 来 た 救 急 車 で す 

「 な に か 」 

「 土曜 日 に そこ の ホテ ル で 倒れ て 意識 が な く な っ た 女性 を お 連れ し た の で す 
が 」 

「 ま だ 意識 を 回 復 し て お り ま せん が な に か 」 

「 落 と し た も の が あり まし た の で 」 

「 な ん で し ょ うか ,」 

「 届け て も いい で すか ? 」 

「 わ た し が お 届け し ます 」 

「 どこ で すか ? 」 

「7 0 6 で す 」 

「 それ で は よろ し く お 願 いし ます 

「 メ モ だ と 思い ます 」 

「 大 事 そ うに 持っ て いら っ し ゃ っ た の で 」 

あい ひい し て で る 」 だ っ だ た 。 


華美 美 負 が 、 ジ ャ カル タ 自 動車 に 来 た と き に 、 連 れ の 誰か が 、 ス パイ ス 湯 花 
の スパ イス を 買っ て 、 置 いて いっ た も の だ 。 

日 本 語 の ひら が な だ か ら 誰 に も わか ら な い 。 

「 承知 し まし た 」 

看護 師 は 、 湯 花 邪 無 が エレ ベー ター に 乗る まで 見 て いた 。 

1 階 に 降り て その 足 で 階段 を 登っ た 。 

監視 カメ ラ が ある だ ろう 。 ヘルメット を 目 深 に し て お か な いと いけ な い 。 
7 階 の 階段 の すぐ そば の リネ ン 室 に 入っ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 壁 に か け て あっ た 男性 用 の 作業 着 を 着 て 帽子 を か ぶっ た 。 
時 計 を 見 た 。 

3 時 50 分 で ある 。 

壁 の スケ ジュ ー ル 表 を 見 た 。 

1 回 目 が 5 時 50 分 で ある 。 

2 時 間 も 早 く や っ た の で は 怪し まれ る 。 

20 分 くら い 早く な いと 、 本 人 が や っ て くる 。 

リネ ン 室 の 奥 の 棚 の 後に 隠れ た 。 

電気 を つけ て も 、 少 し 暗く て 見 えな い 。 

な が い 2 時間 だ っ た 。 

5 時 25 分 に な っ た 。 リ ネン キャ スタ ー を 押し 出し た 。 看 護 師 に すれ 違っ た 。 
振り 返り も し な い 。 素 早く 仕事 を する フリ が いい だ ろう 。 

ナー ス セ ンタ ー に 向かっ て 行く 。 看 護 師 が じっと 見 て いる 。 

騒が れ た ら お し まい で ある 。 

左 に 曲がっ た 。 7 0 1 号室 が ある 。 ノック し た 。 

「 静 だ 」 

「 タ オル の お 取替え で す 」 

ok だ こ 

湯 花 邪 無 は 、 帆 子 を 目 深 に か ぶっ て いる 。 

「 タ オル だ け か ,」 

「 シ ー ツ は 後 で お 持ち し ます 」 

「 わ か っ た 」 

7 0 1 を 出 た と ころ で ナー ス セ ンタ ー を 見 た 。 


誰 も いな い !。 

その まま 7 0 6 まで 急い だ 。 

ノッ ク し た が 返事 が な い 。 

「 失礼 し ます 」 

入れ な い 。 カ ギ で ある 。 

湯 花 邪 無 は ナー ス セ ンタ ー に 行っ た 。 

誰 も いな い !。 

5 時 35 分 に な っ た 。 

左 奥 に 吊る し て あっ た 。 部 屋 の カギ すべ て だ 。 

7 0 6 室 の カギ を 持っ た 。 

急い で リネ ン キ ャ スタ ー ま で 戻っ た 。 

そし て 7 0 6 室 の カギ を 開け た 。 

ベッ ド で 誰か が 眠っ て いる 。 

華美 美鈴 だ っ た 。 

華美 美 負 を 抱き 上 げ て リネ ン キ ャ スタ ー に 入れ た 。 上 か ら タ オル を 何 枚 も か 
ぶせ た 。 

「 失礼 し まし た 」 

カギ を 締め て ナー ス セ ンタ ー ま で きた 。 

カギ を 元 の 場所 に 吊り 下げ た 。 

まだ 誰 も いな い 。 

慌て て は いけ な い )。 

その まま エレ ベー ター に 乗っ た 。 5 時 40 分 だ 。 も う 本 物 の リネ ン の 担当 者 が 
や っ て くる 。10 分 後に は 、 7 0 6 の 患者 が いな いこ と に 気がつく 。 
1 階 に 着い た 。 

「 車 を すぐ に 回 し て くれ 」 


「 病院 の 出入 り 口 だ 」 
玄 関 の 崖 の 近く で リネ ン キ ャ スタ ー の 車輪 が 故障 し た か の よう な 雰囲気 で 車 
を 待っ た 。 


「 どう し た の だ 」 
「 す ぐに 直る か ら 大 丈夫 だ 」 
すご く な が い 時 間 の よう に 思え た 。 


5 時 48 分 だ 。 
も う 本 物 の リネ ン の 担当 者 が リネ ン キ ャ スタ ー を 押し 出し て いる 。 多 分 、 7 
0 1 か ら 行 く 。 

5 時 50 分 に な っ た 。 静 か に 、 サ マン サ と ジム の 車 が 婦 関 に 横付け され た 。 
備 員 2 人 の 車 が 後に いる 。 
サマ ン サ と ジム が 降り て き て 、 リ ネン キャ スタ ー を 静か に 押し 出し た 。 

「 修理 し て くだ さい 」 

「 承知 し まし た 」 
サマ ン サ と ジム は 、 リ ネン キャ スタ ー を 車 に 積ん で 静か に 走り 去っ た 。 
警備 員 2 人 の 車 が 横付け され た 。 

「 救急 出口 に お 願い し ます 」 
湯 花 邪 無 は 、 2 人 の 警備 員 に 告げ た 。 そ し て 、 急 いで 7 階 の リネ ン 室 に 向 
か っ た 。 多 分 リネ ン の 担当 者 は 、 7 0 4 くら い だ ろ う 。 急 いで 救急 ヘル メッ 
ト と 救急 要員 の 上 着 を 着 て リネ ン 室 を 出 た 。 階 段 だ が 、 監 視 カ メラ に 撮ら れ 
て いる 可能 性 が ある 。 そ し て 、 脱 兎 の ご と く 階 段 を 駆け 下り た 。 華美 美鈴 が 
いな いこ と に 気がつい た ら 、 入 り 口 を 閉め られ る 。 
救急 の 出入 り 口 は 、 依 然 と し て 混み あっ て いた 。 

少し 離れ た と ころ に 待っ て いた 2 人 の 警備 員 の 車 に 乗り 込ん だ 。 
何 も 異変 は な い 。 
湯 花 邪 無 は 、 ど こ に 向かっ て いる の か わか ら な か っ た 。 

すぐ に ホテ ル に 入っ て 行っ た 。 

5 時 55 分 で ある 。 

「 この ホテ ル は 会 議 を や っ て る ホテ ル で は な い の で すか ? 」 

ko り )=6 

「 大 丈夫 で すか ? 」 

「 時 間 が 早い か ら ま だ 誰 も いな い 」 

地下 の 駐車 場 か ら エ レベ ー タ ー に 乗っ た 。 8 階 で 降り る まで 誰 に も 会 わな 
か っ た 。 

8 0 4 の 部 屋 を ノッ ク し た 。 

中 か ら ビ ル が 出 て きた 。 

「 この 部 屋 は 華美 美鈴 が 宿泊 し て いる 部 屋 で すか ? 」 


喘 


「 会 議 室 か ら こ こ に 帰る まで に いな く な っ た 」 

「 どう いう 状態 で すか ? 」 

「 眠 ら さ れ て いる と 思う 

「 ホ ント に 病気 だ っ た ら 怖 い 」 

「 ホン ト に 病気 だ っ た ら 私 に 何 も 知 ら さ れ な いこ と は お か し い 」 
「 会 議 の 事務 局 か ら は 何 も な い の で すか ? 」 

「 多 分 、 華 美美 鈴 が いな く な っ た こと すら 知ら な いと 思う 」 
さっ きか ら 、 サ マン サ が 電話 し て いる 。 ス ペイ ン 語 な の で 何 を 話し て いる の 
か わか ら な い 。 

6 時 20 分 に な っ て 、 ビ ル か ら 電 話 が あっ た 。 

「 医 者 と 名 乗る 男 が 来 て いる 」 

サマ ン サ が 人 外 に 出 た 。 

華美 美 負 は 寝顔 の よう に 思え た 。 も うか な りな が い 時 間 眠 っ て いる こと に な 
る 。 

医者 の よう な 男 と サマ ン サ が 部 屋 に 入っ て きた 。 

湯 花 邪 無 と サマ ン サ は ベッ ドル ー ム か ら 出 た 。 

「 安心 で きる 男 な の か 」 

「 先 里 風 香 か ら 紹 介し て も ら っ た 」 

サマ ン サ が 招き 入れ られ た 。 

6 時 40 分 に な っ て 、 サ マン サ が 出 て きた 。 

「 眠 っ て いる だ けら し い 」 

「 か な り 強 力 ら し い 」 

「 気づく ん で すか ?」 

「 ク スリ を 特定 し て いる 」 

「 注射 な の か 」 

「 そう らしい,」 

「 麻酔 薬 な の か 」 

2o う だ 

「 麻酔 薬 が 特定 で きれ ば 大 丈夫 だ 」 

「 医者 の 看護 師 が 来 た 」 

ビル か ら 電 話 が あっ た 。 


医者 が 部 屋 か ら 出 て 行っ た 。 サ マン サ も 続い た 。 

医者 と 看護 師 が ベッ ドル ー ム に 入っ て 行っ た 。 

これ か ら ど うす る か の 話 も で き な い 。 

7 時 に な っ て 医者 と 看護 師 が 出 て きた 。 

「 意識 が 戻っ た 」 

「 元 に 戻っ て いる が な ぜ こ こ に いる の か が 理解 で き な い で いる 」 

「 わ た し が 話す 

「 も う 1 時 間 く らい ここ に いて くれ な いか 」 

サマ ン サ は 、 医 者 と 看護 師 に 頼ん だ 。 

華美 美 負 は 気がつい て いる の だ ろう 。 

7 時 20 分 に な っ た 。 

「 ミ スタ ー ユ 八 け 部屋 か ら 出 て いて くれ な いか 」 

「 な ん だ 」 

「 華 美美 負 が シャ ワー を する 」 

ベッ ドル ー ム か ら 下 接 シ ャ ワー ルー ム に 行け な い 。 

「 これ を 着 て いて くれ ,」 

リネ ン 室 の 制服 と 帽子 だ っ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 部 屋 を 出 て ビル の いる エレ ベー ター の と ころ へ 行っ た 。 
「 ミ スタ ー ユ ハナ あ り が と う 」 

「 あな た の 勇気 に は 荻 いて し まう 」 

気がつい た よう だ 。 

「 シ ャ ワー を する らし い 」 

「 朝食 は 食べ られ る の か 」 

「 わ か ら な い 」 

「 病 院 で は どう な っ て いる の だ ろう 」 

「 意識 を 失っ て 担ぎ 込ま れ た の だ ろう か らい な く な る と 病院 の 責任 に な る 」 
「 誰が 担ぎ 込ん だ の か だ 」 

「 い \ い なく な っ た か ら と いっ て 出 て 行け な い だ ろ う 」 

「 病院 が 還っ て いる か も し れ な い 」 

湯 花 邪 無 は 、 日 本 時 間 を 調べ た 。 シ ャ ワー が 終わ っ て キレ イ に する だ ろう か 
ら 8 時 に な る 。23 時 で ある 。 北 千住 の マン ショ ン で は 、 ま だ 眠っ て いる 時 間 


で は な い 。 も うす ぐ 8 月 26 日 に な る 。 火曜 日 は 羽田 か ら ジ ャ カル タ に 行か な 
いと いけ な い 。 
8 時 に な っ て サマ ン サ と 医者 と 看護 師 が 出 て きた 。 
「 も うう 元気 だ か ら 心 配 な い 」 
「 脱水 を 起こ し て いる か ら 点 滴 を し て いる 」 
「 点滴 を 外 し に 9 時 に 看護 師 が 来 ま す 
「 話 せる の か ,」 
「 何 も 心 配 は な い 」 
みん な で 医者 と 看護 師 に お 礼 を 吉 っ た 。 
「 請求 書 は ここ に 送っ て 欲し い 」 
サマ ン サ は 自分 の 名 刺 を 渡し た 。 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ に お 礼 を 吉 い た いそ うだ 」 
「10 分 に し て ほし い 」 
「 華美 美鈴 は 10 時 か ら の 会 議 に 出席 する と 吉 っ て いる の で 打ち 合わ せ を し た 
いい 」 
「 警備 の こと も 打ち 合わ せ を し た い 」 
「 承知 し た 」 
「 わ た し は ジャ カル タ に 帰る 」 
「 8 時 15 分 に な っ た ら 出 て き て くれ 」 
湯 花 邪 無 は 、 部 屋 に 入っ て ベッ ドル ー ム に 向かっ た 。 
ノッ ク を し た 。 
の で 
華美 美鈴 は 、 点 滴 を し て いた 。 
「 湯 花 邪 無 が 来 な か っ た ら わ た し は 危な か っ た 」 
「 どう し て メキ シコ シテ ィ ー ま で 来 た の だ 」 
「 そ ん な こと は わか ら な い ,」 
「 も し よかっ た ら キ ス を し て ほし い ,」 
「 時 間 が な い 」 
「 助 け て も ら っ て キス を し て くれ と 吉 う の は お か し いけ ど 」 
湯 花 邪 無 は 、 ベッ ド に 近づい て 、 華 美美 鈴 の 唇 を 合わ せ た 。 
目 を 閉じ て いる 華美 美鈴 の 目 か ら な み だ が 流れ て きた 。 


湯 花 邪 無 は 、 手 で 華美 美 鉛 の な み だ を 拭い た 。 
「 誰 に も 見 られ て な い の で すか ? 」 

「 多分 誰 も 知ら な い 」 

「 あな た が 狙わ れる と わた し は も う 何 も で き な い 」 
天天 内 

「 誰 も 知ら な い 」 

「 こ こ か ら 出 られ る の で すか ? 」 

「 この 服装 で 出る 」 

「 新宿 や ジャ カル タ は どう で すか ? 」 

「 何 も 知 ら な い 」 

「 今 か ら ジ ャ カル タ に 帰る 」 

「 フ ツウ の 勤務 だ 」 

「 昨 日 の 新宿 を キャ ン セ ル し た だ け だ 」 

「 フ ツウ に し て いな いと 気づか れる 」 

「 や つれ て いる 姿 を 見 られ た く な か っ た 」 

「 キ レイ だ 」 

「 心 配 は な い 」 

「 い つも も う 会 えな いと 思っ て し まう ,」 

「 私 も だ 」 

華美 美鈴 の 目 か ら な み だ が 溢れ 出 し た 。 

「 タ オル を 取っ て くだ さい 」 

「 わた し は 弱く な っ た わけ で は な い 」 

「 あ な た の こと だ けが 弱い 」 

「 わ た し の こと で ムリ を し な いで ,」 

「 わ か っ て いる 」 

「 サ マン サ と 8 時 15 分 に 出る と 約束 し た 」 
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「 時 間 が 止ま っ て くれ れ ば いい の に ,」 

「 キ ス し て 」 

湯 花 邪 無 は 、 こ の まま そっ と キス を し て 離れ た 。 
「 あな た が 狙わ れる と わた し は 何 も で き な く な る か ら 」 


「 わ か っ て いる ,」 

部 屋 を 出る と 、 サ マン サ と ビル が 待っ て いた 。 

「 地下 の 駐車 場 で 車 が 待っ て いる か ら 」 

「 わ か っ た 」 

「 急 いで くれ ,」 

「 ホテ ル は 人 が 多く な る か ら 」 

「 サ マン サザ 元気 で 」 

「 あり が と う 」 

湯 花 邪 無 は 、 帽 子 を 目 深 に し て エレ ベー ター に 向かっ た 。 

警備 員 の 1 人 が 運転 し て くれ た 。 

湯 花 邪 無 は メキ シコ シテ ィ ー か ら ジ ャ カル タ を 調べ た 。 9 時 30 分 に 乗れ る 。 
飛行 時 間 は 3 時 間 だ 。12 時 30 分 に は ジャ カル タ に 着け る 。 メ キシ コシ 
ティ ー 時 間 だ 。 ジ ャ カル タ 時 間 2 時 30 分 だ 。26 日 火曜 だ 。 ジ ャ カル タ の 空 
港 ホ テル で シャ ワー を 浴び て 3 時間 くら い 眠 ろう と 思っ た 。 


「 あ いし て いる 」 は どこ に 行っ た の か 


「 お は よう ,」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

「 み ん な の 声 が 揃 つ の は な に か を 決め て いる か ら に 違い な い が わ か ら な い 」 
お 客 さ ん が いて も か まわ ず 声 を 揃え る 。 

「 昨 日 は どう し た の だ 」 

「 新宿 に 行か な か っ た の か 」 

「 私 用 で 急 朋 が で きた 」 

「 今 日 は フツ ウ な の か 」 

「 タ ベッ ト の マン ショ ン だ 」 

和 D が っ た 」 

「 水野 さん に メー ル し て お く 」 

「 な ん だ 」 

「 心配 し て いた か ら 」 


「 わ か っ た 」 
昨日 新宿 を キャ ン セ ル し た こと を 水野 まさ み は 心 配 し て いる の だ ろう 。 ジ ン 
に 連絡 し て きた の だ 。 
「 わた し お 店 に いる か ら 何 か あっ た ら 電 話 く だ さい 」 
「 わ か っ た 」 
湯 花 邪 無 は 、 メ キシ コ の ライ ブ テ レ ビ を 見 よう と 思っ た 。 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム 、 コ ー ヒ ー で いし!1 か 」 
「 あ り が と う 」 
リ ニ が や っ て きた 。 
「 最近 は y uhana の 森 の コー ヒー が 安定 し て 採れ る よう に な っ た ,」 
「 こ の コー ヒー は yuhana の 森 で 採れ た コー ヒー な の か が 」 
「 販売 も で きる ほど 高 品質 だ 」 
「 ジ ン は な ん と 吉 っ て いる の だ 」 
「 ス パイ ス だ け で も 数 が 足り な い 」 
7 
「 新宿 の お 店 に 送っ て も いい か 」 
『 雪 上京 ど 思う 」 
かつ だ 
湯 花 邪 無 は 、 メ キシ コ の ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 
新幹線 の アー スバ ッ テ リ ー で の 着工 が 決ま っ た と ニュ ー ス が 流れ て いた 。 
も う 欧 成 事 実 の よう に 、 電 線 の な い ア ー ス バッ テリ ー が グッ ド だ と 論評 され 
て いた 。 加 車両 に アー スバ ッ テ リ ー が 必要 らし い 。 車 で さえ 80 キ ロ し か 出 な 
い の だ 。 よ くわ か ら な い 。 浮上 させ る の か も し れ な い 。 リ ニヤ ー に な っ て い 
る の か も し れ な い 。 
別 の ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 メ キシ コシ ティ ー だ 。 
夕方 、 華 美美 負 が メキ シコ シテ ィ ー を 離れ る 姿 を 映し て いた 。 な ん と も な い 
か の よう に 、 に こ や か に 笑っ て いた 。 
湯 花 邪 無 は 、 急 に 心配 に な っ た 。 
RSE 
美美 負 を リネ ン キ ャ スタ ー に 乗せ た の だ が 、「 あ いし て いる 」 を 忘れ て し 
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も し か し た ら 、 看 護 師 が 7 0 6 に 届け て いな いか も し れ な い 。「 あ いし て い 
る 」 を 持っ て きた 救急 車 の オト コ が 疑わ れ た ら 、「 あい し て いる 」 が 証拠 に 
がら: で し まう 。 

心配 し て も 仕方 が な い が 気 に な っ て し まう 。 

すべ て うま くい っ た の だ が 、「 あい し て いる 」 だ け は 心 に 残っ た 。 日 本 語 の 
ひら が な で ある 。 わ か ら な いか ら 茎 て て くれ て いた ら あ り が た い 。 


新幹線 の 実験 


メキ シコ の ライ ブ プ テ レ ビ を 見 て いる 。 

新幹線 アー スバ ッ テ リ ー 反 対 の 人 た ちの 批 利 が 多く て 、 新 幹線 車両 を アー ス 
バッ テリ ー で 動か す 実 験 が N、 メ キシ コシ ティ ー で 行わ れる と ニュ ー ス が 吉 っ 
て いる 。 8 月 27 日 だ 。 会 議 の 時 に 決ま っ て いた こと な の だ ろう 。 華美 美鈴 は 
どう する の だ ろう か 。 

そもそも 、 車 だ っ て 80 キ ロ し か 出 な い ア ー ス バッ テリ ー だ 。 重い 新幹線 車両 
な ど 動 か せる の だ ろう か 。 そ れ も 時 速 3 0 0 キロ で ある 。 

わざ わざ 車 が 80 キ ロ し か 出せ な い 仕 組み に し て ある の で は な いか と 思っ て い 
る の を 、 パ ンド ラ の 箱 を 開け る よう に 新幹線 を 動か せ た ら 、 戦 車 だ っ て 動か 
せる の で は な いか と 心配 し て し まっ う 。 

先 里 風 香 と 華美 美 骸 が や っ て いる こと だ か ら 、 湯 花 邪 無 が 心配 し て いる よう 
な こと で は な いと 信じ て いる 。 

湯 花 邪 無 は 8 月 27 日 は 料理 学校 が あっ て 新宿 で ある 。 フ ツウ どおり 新宿 に 

18 時 まで いる と し て 、 メ キシ コシ ティ ー の 時 刻 表 を 調べ た 。 

21 時 30 時 羽田 発 に は 乗れ る 。 0 時 に は メキ シコ シテ ィ ー に 着け る 。 メ キシ 

コシ ティ ー は 8 月 27 日 の 朝 の 9 時 だ 。 国 際 空 港 か ら タ クシ ー で も 30 分 くら 

いで 始発 駅 の ビエ ナビ ス に 着け る 。 実験 が 行わ れる クア ウ テ ィ トラ ン 駅 まで 
30 分 だ 。 グ アダ ダ 八 ラ 駅 が 新幹線 の 主要 駅 らし い の だ が 、 メ キシ コシ ティ の 
近く の クア ウ テ ィ トラ ン 駅 で 実験 を する の だ ろう 。 

10 時 に は 着け る の だ が 、 適 度 に 変装 を し な いと いけ な いと 思っ た 。 華美 美鈴 
も や っ て くる の か どう か わか ら な いり 。 湯 花 邪 無 が 興味 が ある の は 、 ア ー ス 


バッ テリ ー で 新幹線 が 動く の か と いう こと で ある 。 

帰り は 、12 時 に 出 た と し て 、 国 際 空 港 が 13 時 で ある 。 8 月 28 日 は ジャ カル 
タ だ か ら 王 接 ジ ャ カル タ に 飛ぶ 。 ジ ャ カル タ 16 時 で ある 。 ジ ャ カル タ 時 間 で 
朝 の 3 時 だ 。 ま た 空港 ホテ ル で シャ ワー を し て 仮眠 を し よう と 思っ た 。 

「 眠 そう だ か ら コ ー ヒ ー を 煎れ る よう に 吉 わ れ た 」 

リ ニ が コー ヒー を 持っ て きた 。 


「 あり が と う ,」 
「 そ ん な に 眠 そ うな 顔 を し て いる の か 」 
「 疲れ た 顔 だ 」 


「 お 客 さ ん は どう で すか ? 」 

「 お 客 さ ん は いっ ぱい だ 」 

「 来週 牧野 由理 さん た ちと カラ オケ に 行く の か 」 
「 な ん で 知っ て いる の だ 」 

「 渋谷 に 遊び に 行っ て 会 っ た 」 

「 2 人 で 遊ん だ 時 に 聞い た 」 

「 わ た し も 聴き た い 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム の イエ スタ デイ を 聴き た い 」 
「 ジ ン も 聴い た こと が な いと 吉 っ て いた 」 

「 ジ ン に 誘っ て も いい か 聞い た ら OK だ っ て 吉 っ た 」 
「 20 代 の 社員 連れ て 行く か ら 誘っ て も いい か 」 
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が か つた だ 、 

「 歌 は 下手 だ し ガッ カリ する 」 

「 ラ ナン は 味 が あっ て よかっ た っ て みん な に 喜 っ て る 」 
「 気 が 重 い 」 

「 メ ー ル する か ら 」 

「 わ か っ た 」 

「 お 昼 は ここ で 食べ る の か ,」 

「 お 願い する 」 
「 生 の ココ ナツ の 煮込み だ 」 
「 ご は ん は チャ ー ハ ン 」 


「 わ か っ た 」 

「 ジ ン は いな いか ら わ た し と 一 緒 に 食べ て くれ 」 

「 どこ か に 行く の か 」 

「 シ ン ガ ポー ル の お 客 さ ん が 来 て 食事 だ 」 

「 夜 も か 」 

「 ジ ン は 夜 は 接待 し な い 」 

「 わ か っ た 」 

「 わ た し で いい の か ,」 

「 つ うれしい,」 
湯 花 邪 無 は 、 ス パイ ス の 営業 の 仕事 は 何 も や っ て いな い 。 シ ン ガ ポー ル の お 
客 さ ん が だ れ な の か も わか ら な い 。 ジ ン は 、 誰 と 食事 する の か も 吉 わ な い 。 
吉 い た く な い の で は な く て 、 自 分 の 仕事 だ と 思っ て いる の だ 。 事実 上 の ジャ 
カル タ の yuhana の 社長 は ジン だ と 思う 。 
それ を 誰 も が 承知 し て いて 、 湯 花 邪 無 も 承知 し て いる 。 

「 ご は ん に 行く けど 」 
12 時 過ぎ て リ ニ が や っ て きた 。 
ジャ カル タ 式 の ご は ん だ 。 
チャ ー ハ ン の そば に いろ いろ な お か ず を 自分 で 選ん で 乗せ る 。 牛 の ココ ナツ 
の 煮込み は 別に に そっ て ある 。 

[ちち 空き だ 。 

「 今 日 の お 昼 の 担当 は 料理 自慢 だ か ら 」 

「 その 日 で 違う つの か 」 

「 わ た し も 料理 自慢 だ 

「 わ た し の 担当 の 日 は 数 が 多い 」 

「 外 で 食べ る 社員 も いる の か 」 

「 こ こ で 食べ る と タダ な の に 外 で 食べ る 社員 も いる 」 

「 毎 日 か 」 

「 そ う で は な く て 料理 担当 を 貼り 出し て いる か ら 」 

「 リ ニ の ご は ん は お いし いか ら 誰 も 外 に は 行か な い の か ,」 

2 つ の 赴 』 

「 い いた だ きま す 」 


「 い いただき ます,」 
や り リ ニ ニ と 話し て いて も 、 華 美美 鋼 の 話 が 出 な いか ら 、 何 も 知ら な い の だ 


い 


つ 。 
美鈴 の こと で 湯 花 邪 無 が や っ て いる の は 、 危 険 な こと だ 。 新宿 の スパ イ 
ス 湯 花 や ジ ャ カル タ の スパ イス y uh a n a の みん な に 影 絡 が 及 ば な いよ う 
に し な いと いけ な い !。 

現在 の と ころ 、 警 察 の 真野 裕也 と 有 村 聡 と 、 真 野 裕也 と 有 村 聡 に 華美 美鈴 と 
湯 花 邪 無 の 情報 を 流し て 北 千住 の マン ショ ン か ら 消 えた 沢 風 ゆ り だ けが 、 華 
美美 鈴 と 湯 花 邪 無 の こと を 知っ て いる 。 そ れ に 、 華 美美 鈴 を 守っ て いる 、 サ 
マン サ と ビル と 2 人 の 警備 員 は 、 も ちろ ん 知っ て いる 。 

最も 注意 し な いと いけ な い は 沢 風 ゆり だ が 、 行方 が わか ら な い 。 

「 明 日 モロ ッ コ に 行き ます 」 
yuhana の 森 の ステ ファ ノ か ら 電 話 が あっ た 。 

「 事 前 に 調べ た ん だ けど 」 

「 ハ ル ハープ だ けど コリ アン ダー は 栽培 で きる と 思う 」 

「 ス パイ ス は クミ ン と パプ リカ と ター メリ ッ ク と シナ モン 」 

「 コ ショ ウ な ど は ジャ カル タ か ら 送 り た い 」 

「 ア イチ ャ は どう いう 意見 な ん だ 」 

「 一緒 に 考え た 」 

「 29 日 に は 報告 で きる と 思 つ 」 

「 ス テ フ ァ ノ に 住 せ る か ら お 願い し た い 」 

「 理解 し た 」 

や は り モ ロッ コ 料 理 と いう も の が 中 心 で ある 。 モ ロッ コ 料 理 は 、 辛 い 料理 が 
少な い が 了 肉食 が 多い の で 、 ス パイ ス が 欠か せな い 。 ク ミン が 中 心 だ ろう 。 

「 ル ンダ ン だ けど ちょ っ と 辛い か ら 」 

「 気 を つけ て 食べ る ん で すか ? 」 

「 フ ツウ に 食べ れ ば いい 」 

ジン が 手 で イン ド ネ シア 料理 を 食べ て いる の を 見 た こと が な い 。 ス パイ ス y 
uhana で も 見 た こと が な い 。 

の 

「 お いし い 」 


ジン 
と 思 
華美 


「 明 日 は フツ ウ な の か 」 
「 料 理学 校 で お 昼 か ら 新 宿 だ 」 
「 わ か っ た 」 
「 ス テ フ ァ ノ と アイ チャ が モロ ッ コ に 行く けど 」 
「 モ ロッ コ に スパ イス 出し た ら ま た スパ イス 工房 が タイ ヘン に な り そ う 」 
「 で きる だ け モ ロッ コ で 栽培 し た いけ ど 」 
「 で きる も の と で き な い も の が ある か ら .」 
「 わ た し も モロ ッ コ に 行っ て みる 」 
「 そ うし て くだ さい 」 
湯 花 邪 無 と ジン の 相談 は 、 晩 ご は ん で も ベッ ド で も で きる 。 
8 月 27 日 は ジャ カル タ は 快晴 だ っ た 。 
「 先 に 出 て て 」 
「 わ か っ た 」 
湯 花 邪 無 と ジン の こと は 誰 も 知ら な い 。 4 年 に も な る 。 
ジン の チカ ラ を みん な 知っ て いる 。 湯 花 邪 無 が ムリ を し て ジン を 、 事 実 上 の 
社長 に し て いる わけ で は な い 。 特に 営業 上 で は 、 ジ ン の 右 に 出る 人 な どい な 
いと 思っ て し まう 。 
湯 花 邪 無 は 、 華 美美 負 に ここ ろ の 一 部 を 奪わ れ て は いる の だ が 、 ジ ン へ の こ 
ころ を 削っ つて いる わけ で は な い 。 ジ ン は ジン で ある 。 
「 お は よう 」 
「 お は よう ご ざい ます ,」 
まだ スパ イス yuhana は オー プン し て いな い 。 掃除 を し て いる の だ が 、 
どう いう わけ だ か 声 が 揃っ て し まう 。 
「 ミスター ジャム 今日 は 料理 学校 か 」 
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「 も う 自 分 で 料理 が で きる よう に な っ た の か 」 
「 コ ー ヒ ー が いい けど 」 
「 わ か っ た 」 
ジン の 秘書 の リ ニ は 、 な に か と 湯 花 邪 無 の 世話 を する 。 
「yuhana の 森 の コー ヒー だ 」 
「 こ れ が 1 番 お いし い 」 


「 商品 に し た ら パ ンク する 」 

「 わか っ て る .」 

「 お 店 に 出 て る か ら 用 事 が あっ た ら 電 話し て くれ 」 

「 わ か っ た 」 

「 ジ ン は も すぐ 来る と 思う か ら 」 

「 わ か っ た 」 

「 な に か あり ます か ? 」 

「 順調 だ 」 
湯 花 邪 無 は 、 メ キシ コ の ライ ブ テ レ ビ を 見 て みた 。 
アー スバ ッ テ リ ー の 新幹線 の 実験 の こと は や っ て いな い 。 ネ ッ ト で 検索 し て 
みる 。 
予定 通り 実験 が 行わ れる らし い 。 多 く の 報 道 関 係 者 が 集まる らし い 。 メ キシ 
コ だ け で は な く て 、 ア メリ カ や イン ド な どか ら も 集まる らし い 。 
軍 関 係 者 も 来る の だ ろう つ 。 
アー ス 戦 車 は 失敗 し た ば か り で ある 。 戦 車 よ り も 重い と 思わ れる 新幹線 が 、 
な ぜ ア ー ス バッ テリ ー で 動く の か 、 興 味 津 々 だ ろう 。 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ お は よう ご ざい ます 」 
ミナ は 、 生 徒 の 8 人 に あい さ つ し て いる の で は な く て 湯 花 邪 無 に あい さ つ す 
る 。 
みん な は よく 知っ て いる 。 な ん と も な いし)。 

「 ミス ター ユ 八 ナ は 仕事 が 決ま っ た の か ,」 

「 探 し て いる 」 

「 アルバイト で よかっ た ら 紹 介する 」 

「 お 皿 を 洗っ た りす る こと だ っ た らい くら で も ある 」 

「 料理 人 は どう だ 」 

「 まだ 修行 が 足り な い 」 

「 そ れ よ り も お いし い レ スト ラン に 出かけ な いと 料理 が 身 に つか な い 」 

「 お 店 を 決め て いる か ら 出 か ける 日 を 教え て くれ , 

「 今 は 少し 忙し い 」 

「 失業 し て て も 忙し い の か 」 

「 また 連絡 させ て くれ , 


料理 学校 の 7 人 の 生徒 は 、 湯 花 邪 無 と ミナ の 話 を 笑っ て 聞い て いる 。 
「 今 日 は ナシ アボ ン で す 」 

「 レ シ ピ を 配り ます 」 

「 買い 物 を し て き て くだ さい 」 

生徒 8 人 は 近所 の スー パー マー ケッ ト に 出かけ る 。 

「 わ た し が 買い 物 す る 」 

1 番 若い 女性 の ラ エ ル が 手 を 挙げ た 。 

「 ピー マン 探し て お いて くれ 」 

「 わ た し 牛肉 を 買っ て くる 」 

「 時 間 が ある か ら 一 緒 に 行く 」 

「 どう し て ひき 肉 を 買わ な い の か ,」 

「 料 理学 校 で ひき 肉 に する 」 

「 安上がり に な る 」 

「 お 米 も 買わ な いと いけ な い 」 

8 人 で ワイ ワイ や っ て いて けっ こう 楽し い 。 

「 ミス ター ユ 八 ナ 、 計 算 し て みん な か ら お 金 を 集め て くれ な いか ,」 
「 ラ エル は 何 を する ん だ 」 

「 ひき肉 に し て くる ,」 

「 みん な で 一 緒 に や る か ら 待 っ て くれ 」 

湯 花 邪 無 は 、 ス マ ホ で 8 等 分 の 計算 を し て みん な か ら お 金 を 集め た 。 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ の 料理 を 食べ させ て くだ さい 」 

「 小さ な 器 に 移し て 持っ て き て くだ さい 」 

「 わ た し の 料理 を みん な 食べ て くだ さい 」 

どう いう わけ だ か 、 ミ ナ の ナシ アボ ン が お いし いり 。 

スパ イス も 絶妙 で ある 。 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ 、 少 し お いし く な り ま し た 」 

「 ガ ン 八 っ て くだ さい ,」 

ミナ は 、 湯 花 邪 無 の 料理 し か 食べ な いし コメ ント も し な いり 。 
みん な よく わか っ て いる 。 

Is/al に っ 

「 お か えり な さい 一 」 


「 リ ニ 、 な に か あり ませ ん か ? 」 
「 上 で ジン が 待っ て いる 」 
「 何 か あ っ た の か 」 
「 料理 を 食べ た い の だ と 思う 」 
「 料理 学校 で 食べ て きた 」 
「 それは 残念 」 
「 す ぐに 新宿 に 行く の か 」 
7 だ 
ジン は 書類 に サイ ン を し て いた 。 
「 今 日 の 料理 は な ん だ 」 
「 ナ シア ポン だ 」 
「 食べ させ て くれ ,」 
「 料 理学 校 で みん な で 食べ た 」 
「 それは 残念 」 
リ ニ は よく 観 て いる 。 
ジン が 何 を 待っ て いる の か 知っ て いる 。 
「 何 か あ り ま すか ? 」 
「 順調 だ 」 
「 この まま 新宿 に 行き ます 」 
「 気 を つけ て 」 
0 か うた だ 
いつ も の 時 間 で ある 。 少 し 余裕 が ある 。 料理 学校 が 慣れ て き て いる の だ と 思 
う 。 湯 花 邪 無 自 身 が 料理 に 慣れ て き て いる 。 時 間 に 余裕 が で き は じ め た 。 
「 こ ん に ち わ び ー」 
「 こんにちわ びー」 
誰 も 湯 花 邪 無 の 顔 を 見 な い 。 
お 客 さ ん の 応対 を し て いて 忙し い 。 
「 わた し は これ か ら ソ ウル に 行き ます 」 
「 ソ ウル は ジャ カル タ か ら や る ん じゃ な い の か 」 
「 ジ ン が 忙し い 」 
「 相 談 だ け は わた し が や る 」 


「 裏 は わた し が や る 」 

「 表 に な っ た ら ジ ン が や る か ら 」 

「 わ か っ た 」 

「 そ れ よ りー ソウ ル や っ た ら コ ショ ウ が 足り な く な る 」 

「 今日 は スパ イス 教室 は な い の か 」 

「 臨時 の お 休み だ 」 

「 そう か 」 

「 何 か あ っ た ら 牧 野 由理 に 吉 っ て くだ さい ,」 

「 わ か っ た 」 

水野 まさ み は 湯 花 邪 無 を 待っ て いた の だ 。 ソ ウル と いっ て も 40 分 で 着い て し 
まう 。 湯 花 邪 無 に 話し て お か な いと いけ な い 。 韓国 と 日 本 は ずっ と うま くい 
か な い 。 政 治 的 に うま くい か な い 。 民間 で は お 互い に ファ ン で ある 。 

ゴー ビ m で ず 、 

「 あり が と う 」 

「 9 月 5 日 は 大 丈夫 で すか ? 」 

「 空け て あり ます 」 

「 わた し お 店 に いま す 」 

か っ た だ 、 

牧野 由香 も 忙し そう で ある 。 

湯 花 邪 無 は 、 9 月 1 日 の 大 学 の スパ イス の 講義 の 原稿 を 仕上 げた 。 ス パイ ス 
湯 花 も スパ イス yuhana も 、 社 員 が パブ リッ ク ホ ル ダ に し て くれ と 吉 っ 
て いる 。 口語 に し て わか りや すく し た 。 日 本 語 と 英語 の 両方 で 仕上 げた 。 
論文 で は な い 。 

1 回 目 は ペッ パー で ある 。 

9 月 1 日 の 講義 が 終わ っ た ら 、 す ぐに スパ イス 湯 花 と ス パイ ス yuhana 
の パプ リッ ク ホ ル ダ に 掲載 する 。 

17 時 に な っ て 、 水 野 ま さ み が ソウ ル か ら 帰 っ て きた 。 

「 い つ で も で きる ん だ けど 品切れ に な っ て 苦労 し そう 」 

「 誰 か 会 っ て る の か 」 

「 レ イハ ン 」 

「 料理 学校 の 若い 先生 」 


「 韓国 料理 を 教わっ て いる 」 

「 ジ ニ は イン ド ネ シア 料理 を 教え て いる し わた し は 日 本 料理 を 教え て いる 」 
「 ジ ニ も 行っ た の か 」 
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「 い つか ソウ ル に は 出る こと に な る か ら .」 

ぞう で すね 

「 わ た し 帰る けど 」 

の 。 

「 何 か あ っ た ら ジ ニ が いる か ら 」 

「 わ か っ た 」 

湯 花 邪 無 は 19 時 に な っ て 新宿 を 出 た 。 

羽田 で お すし を 食べ た 。 そ し て ゆっ くり コー ヒー を 飲ん だ 。 

21 時 30 分 の メキ シコ シテ ィ ー 行 き に 乗っ た 。 

メキ シコ シテ ィ ー は 0 時 で ある 。 メ キシ コシ ティ ー 時 間 で 8 月 27 日 の 9 時 

/ 

快晴 だ っ た 。 

メキ シコ シテ ィ は 人 が 多い 。 

湯 花 邪 無 が タク シー に 乗っ て も 目立っ た り し な い 。 そ も そ も が 、 湯 花 邪 無 は 
2 メー トル で イケ メン で ある 。 大 きい 方 で は な い が 、 し っ か り 唐 を 張っ て い 
れ ば メキ シコ の オト コ の モデ ル に 見 える 。 

ビエ マビ ス か ら 電 車 に 乗っ た 。 

快適 な 電車 で ある 。 こ れ が 新幹線 に な る の だ そう だ 。 し か も アー スバ ッ テ 

リー で ある 。 

クア ウ テ ィ ラ ト ン に 着く 前 に 、 帽 子 を か ぶっ た 、 口 ひげ を 蓄え て 、 サ ング ラ 
ス を し た 。 そ の まま 次 の 車両 の 出口 で 待っ た 。 

も う 湯 花 邪 無 に は 見 えな い 。 

上 着 は 羽田 の アー スカ ー に 置い て きた 。 ノ ー ネ ク タイ だ 。 

カメ ラ を 持っ て いる 。 ち ょ っ と し た フリ ー ラ イタ ー に 見 える 。 

問題 な の は 、 実 験 場 に 入れ る か どう か で ある 。 

あま り に も 見 学者 が 多い と 、 制 限 す る の で は な いか と 思っ た 。 

駅 を 降り て 、 多 く の 人 が 実験 場 に 向かっ て いる 。 


も と も と この 鉄道 の 軌道 は 広い の で 、 車 両 だ け を 開発 する よう だ 。 
今日 は 、 多 分 、 現 在 の 古い 車両 を 改造 し た に 違い な いと 思っ た 。 
湯 花 邪 無 は 、 報 道 関係 車 の 駐車 場 に 向かっ た 。 
も うつ 実験 が は じ ま る の で 中 継 の た め の 記 者 や テレ ビ カ メ ラマ ン が 走り 回 っ て 
いる 。 
メキ シコ ライ ブ テ レ ビ の 大 き な 車 の 後 の ド ア を 開け た 。 
「 社 章 を 忘れ た 」 
これ だ け は 、 ス ベイ ン 語 で 覚え た 。 
中 で は 中 継 の 調整 に 忙し く て 振り 返ら な い 
入り 口 の 右 に 腕章 が あっ た 。 
その まま 腕章 を 借り て ドア を 閉め た 。 
実験 の 開始 が 10 時 で ある 。 
も うつ はじ まっ て いる 。 
湯 花 邪 無 は 、 腕 章 を し て 実験 場 に 入っ た 。 金属 探 和 を され た 。 カ メラ は 感知 
し な い 。 ベ ルト も し て いな か っ た 。 コ イン も 持っ て いな い 。 
専門 家 と 報道 関係 者 へ の 、 ご く 限 られ た 実験 の 公開 だ っ た 。 3 0 0 人 くら い 
し か いな い !。 
それ で も 3 0 0 人 で ある 。 
MR 
美美 鋼 が 説明 を し て いる 。 
さる 
1 車両 に 5 台 の アー スバ パッ テリ ー を 装着 し て いる と 吉 っ て いる 。 5 台 の アー 
スバ パ バッテリー が 、 時 間 を お いて 起動 する こと で 、 重 い 車両 を 動か す の だ そう 
だ 。 長 い 車 両 だ か ら こ れ が で きる 。 
ー 旦 5 台 の アー スバ パ バッテリー が 動き は じ め る と 、 時 速 3 0 0 キロ に 達する 。 
10 両 編成 で ちる と 、50 台 の アー スバ ッ テ リ ー を 使う こと に な る 。 
ー ス バッ テリ ー は 、 自 動車 の エン ジン くら い の コ スト だ か ら 、 そ う 高 いわ 
け で は な い 。 
た だ 、 1 車両 5 合 の アー スバ パ バッ テリ ー を コン トロ ー ル する シス テム が 大 事 で 
ある 。 発車 時 と 停止 時 の コン トロ ー ル で ある 。 
すでに 、 モ デル の 段階 で は コン トロ ー ル シス テム の 確認 は で き て いる らし 


人 
華美 美 鋼 は 、 そ う 吉 っ て いる 。 

日 本 や 中 国 や フラ ンス や アメ リカ な どの 新幹線 を 持っ て くれ ば 、 何 も 不安 は 
な い 。 

アー スバ ッ テ リ ー で の 新幹線 は は じ め て で ある 。 

反対 派 が 強行 に 実験 を 要求 する の は 、 当 然 の よう に 思え る 。 

この 短い 時 間 に 、 こ の アー スバ ッ テ リ ー 5 台 と コン トロ ー ル シス テム の 改造 
を や っ た の だ ろう か 。 

「 質問 が た くさ ん ある と 思い ます が 、 実 験 者 で 3 0 0 キロ を 走っ た 後 で 質問 
を 受け た いと 思い ます 

「90 人 し か 乗れ な い の で 、 事 前 に お 伝え し て る 方 だ け 実 験 者 に お 乗り くだ さ 
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「 実 験 で す の で 、 自 己 責 任 で お 願い し ます 」 

「 胡 約 書 も いた だ いて いま す 」 

「 それで は 、 ま た 後 で ここ に 帰っ て まい けり ます 」 

いく ら な ん で も 、 湯 花 邪 無 は 、 こ の 実験 車両 に は 乗れ な い 。 

実験 車両 を 見 て みよ うと 思っ た 。 

ご く フ ツウ の 現在 走っ て いる 車両 で ある 。 

た だ の 車両 1 両 だ か ら ど っ ち が 前 か わか ら な いり 。 

確か に 、 車 輪 が 5 つ で ある 。 こ れ が それ ぞ れ の アー スバ ッ テ リ ー て で 制御 され 
て いる の だ ろう 。 車輪 だ けが 新しい 。 プ レー キ の こと も ある の だ ろう 。 全く 
新しい 車輪 な の だ ろう 。 

「 来 て くれ る と は 思わ な か っ た 」 

日 本 語 の 前 に 華美 美鈴 の 匂い を 感じ た 。 

華美 美 鋼 は 独り 吉 を 吉 っ た よう に テレ ビ に は 映っ た だ ろう 。 ラ イブ 中 継 し て 
いる 。 ス マ ホ で 湯 花 邪 無 も 見 て いる 。 

湯 花 邪 無 は 大 画面 で 中 継 さ れ て いる 実験 の 様子 を 見 て いた 。 へ リコ プター か 
ら の 中 継 も し て いた 。 こ の 路線 の 1 時 間 は 、 新 幹線 アー スバ ッ テ リ ー の 実験 
の た め に 上 臨時 停車 し て いる 。 

車内 は ご く フ ツウ の 車両 で ある 。 4 人 乗り ボッ クス が 左右 に ある タイ プ だ 。 
広い 軌道 だ か ら で き る 。 


動き は じ め た 。 ゆ っ くり で ある 。80 キ ロ を 越え る の だ ろう か 。 そ の まま 10 
秒 ぐ らい で 80 キ ロ に 達し て 、20 秒 で 1 5 0 キロ に 達し た 。 

「 こ の まま し ば らく 1 5 0 キロ で 走り ます 」 

華美 美 負 の アナ ウン ス が あっ た 。 

空 か 見 る と 、 電 車 の 1 車両 が 走っ て いて 、 見 か け な い 風景 で ある 。 
「 2 0 0 キロ に 上 げ ま す 」 

空 か ら 見 て いる と 、 2 0 0 キロ で も 何 も 変 わら な い )。 

車内 で は 、 ワ イン が 配ら れ て いた 。 揺 れ が ある よう に は 思え な い 。 こ の 車両 
は 現在 走っ て いる 一 般 車 両 で ある 。 

「 3 0 0 キロ に 達し た ら 乾 杯 し ます か ら お 待ち くだ さい 」 
不安 そう な 90 人 の 顔 を 見 な が ら 、 華 美美 鈴 が 吉 っ た 。 

空 か ら 見 て いて も 、 3 0 0 キロ と は 思え な し いい !。 

「 車輪 の 走行 テス ト は 何 度 も 行っ て いる の で ご 安心 くだ さい 」 

「 そ れ で は みな さん 乾杯 で す 」 

「 サ ルー ン 」 

ここ だ け ス ペイ ン 語 だ っ た 。 

30 分 も し て 、 実 験 車両 が 軌道 を 外れ て 、 実 験 場 に 帰っ て きた 。 
再び 大 型 ス クリ ー ン の 前 に 華美 美 負 が 現れ た 。 

「 中 継 さ れ て いた と 思 ! れ ます が 、 ど の よう に 感じ た で し よう か ,」 
「 さき ほど 、 実 験 車 の 中 で イン タビ ュー させ て いた だ いて いる の で 、 ど う ぞ 
ご 覧 くだ さい 」 

「 現在 2 0 0 キロ で す が 、 い か が で すか ? 」 

「 快適 で す 」 

「 発車 は スム ー ス で し た か ? 」 

「 快適 で し た 」 

「 3 0 0 キロ で ワイ ン を 飲ん で いら っ し ゃ いま し た が 」 

「 快適 で す 」 

「 不 安 で し た か ? 」 

「 碑 約 書 を 書い た の で 不安 で し た 」 

「 今 は どう で すか ? 」 

「 不安 は あり ませ ん 」 


こん な イン タビ ュー が 5 名 続い た 。 

「 それ で は 質問 を お 受け し ます 」 

そこ か ら 延 々 と 記者 の 質問 が 続い た 。 

80 キ ロ し か 出 な い ア ー ス バッ テリ ー を どの よう に 繋い で 3 0 0 キロ 出せ る よ 
うに し て いる の か が 、 最 大 の 疑問 点 で ある 。 

「 実 験 が は じ ま る 前 に 説明 し まし た が 、 も う 1 度 実験 が は じ ま る 前 の 説明 を 
し ます 」 

も うだ れ も 、 ア ー ス バッ テリ ー 新 幹線 を 疑う 和信 は いな か っ た 。 み ん な が 知り 
た いこ と は 、 3 0 0 キロ の メカ ニズム で ある 。 華 美美 負 は 、 丁 寧 に 3 0 0 キ 
ロロ の メカ ニズム の 説明 を し て いる 。 

湯 花 邪 無 は 、 自 分 の 疑問 も 解け た し 、 華 美美 鈴 へ の 応援 も で きた と 思っ た 。 
12 時 に ここ を 出る 予定 だ っ た 。 

12 時 30 分 で ある 。 

まだ 誰 も 実験 場 を 去る 人 は いな い 。 腕章 を 返さ な いと いけ な い 。 報道 車 の 駐 
車場 に 向かっ た 。 ま だ 誰 も いな い 。 

腕章 を そっ と 借り た 車 の 下 に 落と し て 車 を 離れ た 。 

まだ 電車 は 動い て いな い 。 

「 華美 美 負 に 送る よう に 吉 わ れ て いる 」 

常に 華美 美鈴 と 行動 を 共に し て いる 警備 員 の 1 人 で ある 。 

「 私 より 華美 美鈴 の 近く に いて や っ て ほし い 」 

「 タ クシ ー 乗 り 場 は どこ な の か 」 

「 タクシー 会 社 ま で 連れ て 行く 」 
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「 す ぐ そ こ だ 2 分 だ 」 

「 私 は 危な く な い が 華 美美 負 は 危な い 」 

「 わ か っ た か ら 2 分 で 着く か ら 」 

湯 花 邪 無 は 、 1 時 間 タ クシ ー に 乗っ て いた 。 何 も 起き な い 。 ラ イブ テレビ を 
見 て いた 。 ず っ と 見 て いた 。 ま だ 華美 美 負 が 質問 を 受け て いた 。 

危険 が 迫っ て いる 雰囲気 は な い 。 カ サブ プラ ンカ で ピス トル で 狙わ れ た よう な 
雰囲気 で は な い 。 

14 時 の ジャ カル タ 行 き に 乗っ た 。 ジ ャ カル タ 17 時 で ある 。 ジ ャ カル タ 時 間 


で 朝 の 4 時 だ 。 

ジャ カル タ は 8 月 28 日 で ある 。 

結局 、 北 千住 で 眠っ て いる 時 間 に 、 メ キシ コシ ティ ー で 華美 美 負 を 見 た 来 た 
ご に な る 。 

ずっ と ライ ブ テ レ ビ を 見 て いた 。 

何 か あ っ た ら メ キシ コシ ティ ー に 返る つも り で ある 。 

何 も な い 。 

湯 花 邪 無 が メキ シコ シテ ィ ー に 来 た こ と は 、 華 美美 負 達 は 知っ て いる 。 

は 時 間 が な い の だ 。 湯 花 邪 無 の フツ ウ の 時 間 通り に し な いと 、 0 
うく な る 。 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ の 空港 ホテ ル に 部 屋 を と っ て シャ ワー を 浴び た 。 そ 
し て 3 時 間 眠 る こと に し た 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます ,」 

何事 も な く 、 湯 花 邪 無 は 、 ス パイ ス y uh an a に 入っ た 。 


月 の アー スバ ッ テ リ ー 


月 へ 向かう 準備 


ジン は 、 コ ー ヒ ー を 持っ て き て いた 。 

「 今日 は な に か あり ます か ? 」 

「 わ た し が バン コク に 行っ て くる 」 

「 な に か あっ た の で すか ? 」 

「 わ た し た ち は 粉 末 ス パイ ス し か や っ て いな い が タ イ で は 生 ス パイ ス と か 
ハー ブ プ を た くさ ん 使う 」 

「 イ ンド ネシア で も 同じ だ けど 」 

「 生 を 販売 で きる か 検討 し て みた い 」 

「 新鮮 で は な く な る か ら 販 売 は 難し い の は わか る けど ,」 

「 ジ ン が 考え て みた いん だ っ た ら ど う ぞ 」 

「 市場 に 行っ て くる 」 

「 バ ンコ ク で すか ? 」 

「 ク ロン トイ 市 場 に 行く 」 

「 一緒 に 行き ます 」 

「 ほ ん と ?」 

「 え え 」 

「 うれしい,」 

ジン が オン ナ の 顔 に な っ た 。 

「 も し も し 」 

婦 4 

「 今 日 の わた し の バン コク だ けど 」 

「 ミス ター ジャ ム と 一 緒 に 行く か ら 」 

バン コク に 行く と 吉 っ て も 、30 分 し か か か ら な い 。 空港 まで アー スカ ー に 
乗っ て いる 時 間 の 方 が か か る 。 

湯 花 邪 無 は 、 は じ め て バン コク の 宅配 業者 の 倉庫 に 行っ た 。 

「 こ の 一 角 は y uhana さ ん 専用 の スペ ー ス に な っ て いま す ,」 


「 日 持ち の する も の ば か り で す の で 安心 し て いま す 」 
「 た と えば 生 の スパ イス や ハー ブ を 扱う と どう な り ま すか ? 」 
「 野 菜 も 取り 扱っ て いま す の で 同じ で す ,」 
「 ほう れん 草 な ど も で すか ? 」 
「 や っ て いま す ,」 
「 在庫 は どう し て いる の で すか ? 」 
「 取り 決め で す 」 
「 取り 決め っ て な ん で すか ? 」 
「 3 日 在庫 し て 出荷 が な か っ た ら 廃 棄 す る 」 
「 な る ほど 」 
「 ほう れん 草 な ど どう し て いる の で すか ? 」 
「 こ っ ち に 来 て くだ さい 」 
湯 花 邪 無 と ジン は 、 野 菜 の 倉 庫 へ 向かっ た 。 
「 ほう れん 草 は 特殊 な 包装 低 で 包装 し て あり ます 」 
「 こ の 包装 紙 は 呼吸 を し て いま す 」 
「 穴 が あい て いる の で すか ? 」 
「 あい て いま せん が 空気 を 通し ます 」 
この 倉庫 は 15 度 に な っ て いま す 」 
「 冷蔵 で 運ん で いる わけ で は あり ませ ん が か な り 温 度 は 低い まま 運べ ます 」 
「 こ の 月 ト な ん だ 」 
「 セロファン で す 」 
「 ジ ャ カル タ で も 同じ で すか ? 」 
「 ジ ャ カル タ で も ほぼ ほうれん草 を 宅配 し て いま す 」 
「 同 じ 方 法 で す 」 
湯 花 邪 無 と ジン は 、 ク ロン トイ 市 場 に 向かっ た 。 
これ は すご いな ー」 
「 ネ ッ ト 販 売 が 多く な っ て る ん だ けど や は リ り 市場 に 来る と 楽し いん だ ろう 
ね 」 
「 ジ ン も 楽し い の か が, 
「 つ うれしい,」 
「 今 日 は 特に うれしい 」 


「 ジ ャ カル タ で 先 に 検討 し な いと いけ な いか も し れ な い ,」 
「 葉 だ け を や っ て も いい か も し れ な い 」 

「 イ ンド ネシア だ と パン ダン リー フ と か バジ ル 」 

「 タ イ だ っ た ら パ クチ ー と か バジ ル 」 

「 タ イ で は パク チー だ けど コリ アン ダー だ か ら 」 

「 料理 に は 欠か せな いい ハーブ だ けど 」 

「 こ ん な に た くさ ん 売っ て る 」 

「 や る に し て も テス ト 販 売 で すね 」 

「 生 だ か ら す ぐ ダ メ に な る 」 

「 え え 」 

「 パ クチ ー と バジ ル だ っ た ら yuhana の 森 で 栽培 で きる か ら 」 
「 そ う で すね.」 

「 商 品 に する ん だ っ た ら 大 量 に 必要 に な る 」 

「 わ た し 明日 yu h an a の 森 に 行っ て くる か ら 」 
「 ス テ フ ァ ノ が ラバ ト に 行っ て る けど 」 

「 誰か に 聞い て みる 」 

「 明 日 ジン と クワ ン 食 品 に 行く ん じゃ な い の か 」 

「 お 昼 か ら だ か ら 」 

「 お 昼 タ イ の 料理 食べ よう ? 」 

お が か っ だ 

「 夜 は わた し が 料理 する か ら 」 

「 コー ス で 豪華 な お 昼 で いい ? 」 

「 い いろいろ 食べ て みた いか ら 」 

「 わ か っ た 」 

15 時 に な っ て 、 湯 花 邪 無 と ジン は スパ イス yuhana に 帰っ て 来 た 。 
「 お つか れ さ ま ,」 

リ ニ が お 茜 を 持っ て きた 。 紅 茸 だ ろう 。 

「 2 人 で 出かけ る な ん て 珍し い 」 

「 お 昼 は タイ 料理 ご ち そ うに な っ た 」 

「【1 い で すね ー タ イ 料 理 お いし い 」 

「 な に か か わっ た こと は あり ませ ん か ? 」 


「 順調 で す 」 

「 わか り ま し た .」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は 明日 料理 学校 と 新宿 で すか ? 」 
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「 ジ ン は クワ ン 食 品 で すか ? 」 

「 朝 y uh an a の 森 に 行く か ら 10 時 ご ろ こ っ ち に 来 ま す 」 

「 わか り ま し た .」 

「 下 に いま すか ら 何 か あっ た ら 電 話 を お 願い し ます 」 

「 わ か っ た ,」 

湯 花 邪 無 は 、 メ キシ コ の ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 

アー スバ ッ テ リ ー 新 幹線 の ニュ ー ス は 何 も や っ て いな い 。 華美 美鈴 に 何 も 起 
こっ て は いな い 。 

「 イ カ の バジ ル 炒 め だ け ど 」 

「 白い ご は ん だ か ら お か ず を 選ん で ,」 

「 早速 バジ ル が 出 て きた ん だ 」 
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「 イ タリ アン の バジ ル と 同じ で すか ? 」 

「 バ ジル っ て た くさ ん の 種類 ある か ら バ ジル だ け で も や っ て いけ る か も 」 
ke GR ゆで toe 拓 

「 あ な た は スパ イス 博士 だ けど な ん で ハー ブ プ が わか ん な い の ? 」 

「 た いし た 学者 で も な い 」 

「 い た だ きま し ょ う 」 

「 い いた だ きま す ,」 

「 あ あー こう いう 味 に な る の か ,」 

「 この 方 が いい よね ーー 匂い ある か ら 」 

いら で すね 」 

「 シ ョ ウ ガ で も いい ん だ けど ね ,」 

「 こ うい う 風 に 使う ん だ 」 

F 宅 うつ 

ジン は 、 積 極 的 に 湯 花 邪 無 に 挑ん で くる 。 も し か し た ら 、 ジ ン に は 、 他 に も 
親しい 人 が いる か も し れ な い 。 聞 きた くも な い 。 い て も か まわ な い 。 も し こ 


の まま な ら ば 、 ジ ン と 結婚 する こと に な る と 思っ て いる 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます ,」 

8 月 29 日 だ 。 

ジン は 今朝 は y uh an a の 森 に 出かけ て いる 。 バ ジル と コリ アン ダー を 聞 
いて いる 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム お は よう ご ざい ます 」 
ラナ ン が コー ヒー を 煎れ て きた 。 

「 す ぐに 料理 学校 で すか ? 」 

「 ラ ナン は 自分 で 料理 や る の で すか ? 」 

「 や り ま す 」 

「 バ ジル は 使い ます か ? 」 

「 コリアンダー を 使う 」 

「 ピ ビザ や っ た り ナ ポリ タン や っ た り し た ら バ ジル 」 

「 イ ンド ネシア 料理 で バジ ル は 使わ な い の か 」 

「 使 うけ ど 少 な い 」 

「 ハ ルーブ も や る の か ,」 

「 どこ で 買っ て いる ん だ ,」 

「 近 所 の スー パー マー ケッ ト だ けど 売っ て な いこ と が ある 」 
K 光 圭 だ 』 

「 わ から な い 」 

湯 花 邪 無 は 気 に な っ た が 料理 学校 へ 急い だ 。 

ー ス カー で メキ シコ シテ ィ ー の アー スバ ッ テ リ ー 新 幹線 を 検索 し て みた 。 
ライ ブ テ レ ビ で は や っ て いな い が 、 ネ ッ ト 上 で は 、 大 量 の 情報 が ある 。 賛否 
寺 和 GUSS 財 司 S 

美美 鋼 を 検索 し て みた 。 
0 人 DI 
8 月 21 日 以来 、 月 へ の 連絡 船 は 動い て いな い 。 


yuhana の 森 モ ロッ コ 


「 ミ スタ ー ユ 八 ナ 就職 活動 は どう か 」 
「 今 は 主夫 の 修行 中 だ 」 
「 働き 盛り に 働か な い の は 良く な い 」 
「 料理 が 上 手 く な っ た ら す ぐに 探す 」 
ミナ は 8 人 の 生徒 に 話す の で は な く て 、 湯 花 邪 無 に あい さ つ す る 。 
みん な は よく わか っ て いて 、 笑 っ て 聞い て いる 。 
「 今 日 は ビー フジ ャ ワカ レー を や り ま す ,」 
「 レシピ を 配り ます ,」 
「 買い 物 を お 願い し ます 」 
8 人 は 、 近 所 の スー パー マケット に 向かう 。 
「 ミ スタ ー ユ ハナ 、 ミ ナ と ご は ん 食べ に 行く の も いい が 、 8 人 で 騒が な い 
か 」 
1 番 若い 女性 の ラ エ ル が 話し か け て きた 。 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は 働い て な いか ら お 金 が な か っ た ら み ん な で 出す か ら 」 
「 革 え が ある か ら お 金 の 心配 は な い 」 
「 賛成 な の か 」 
「 賛成 だ 」 
「 わ た し が みん な を 誘う か ら 」 
「 メール し て くれ 」 
「 わ か っ た ,」 
「 今 日 は 誰が 買い 物 す る の で すか ?」 
グ :」 
ヤ ユ ク は 夜 の レス トラ ン に 勤め て いる 若者 で ある 。 リ ー ダ ー の よう に 振舞 っ 
て いる 。 
「 ス パイ ス た くさ ん 使う けど 料理 学校 の スパ イス で いい の か な ー」 
「 ミ ナ に 聞い て みた ら 」 
「 も し も し 」 
に 
『 な に ?」 
「 ス パイ ス は 料理 学校 の 使っ て いい の か 」 


「 使 っ て いい 」 

「 あ り が と う 」 
ヤ ユ ク は な ん で も 素早 い 。 
買っ た も の を 9 で 割っ て みん な に 払っ て も ら う 。 

「 あ ん た 失業 中 だ けど 平気 な の か 」 

「 貯金 が 少々 ある 」 

「 平気 だ 」 
湯 花 邪 無 は 、 カ レー を 自分 で つく る の は は じ め て だ っ た 。 
スパ イス を た くさ ん 使う 。 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ の カレ ー を わた し に ,」 

「 ナ ン に し て くだ さい 」 

「 3 種類 作っ た が 」 

8 つと も だ 

「 わ た し の と 交換 し よう 」 

ミナ の カレ ー は お いし い 。 

な ん で 1 種類 し か つく っ て な い の か わか ら な い !。 

し か し お いし いり 。 

みん な は ミナ に 食べ て も ら え な い 。 お 互い に 交換 し て 食べ て いる 。 湯 花 邪 無 
の こと を うら や まし く 思 っ て いる わけ で は な い 。 ミ ナ が ミス ター ユ ハ ナナ に い 
か れ て いる だ け だ と 思っ て いる 。 

「 ミス ター ユ 八 ナ は 腕 を 上 げ て いま す が 、 レ スト ラン で は まだ 勤め られ ませ 
ん 」 

「 お いし い レ スト ラン を 紹介 し ます ,」 

「 ス ケ ジ ュ ー ル を 調整 中 だ 」 

「 失業 中 な の に 忙し い の か ,」 

うだ っ 

天光 が 

「 料理 に 忙し い 」 

湯 花 邪 無 は 、 急 いで スパ イス y u h a n a に 戻っ た 。 
新宿 に 行か な か いと いけ な い 。 

「 た だ いま ー」 


「 お か えり な さい ーー」 

ョ ー ラ スチ ヂ チー た の よう だ 。 

「 す ぐに 新宿 に 行く の か 」 

kp リリ = 

「 今日 は な ん だ っ た の か ,」 

「 カ レー だ 」 

「 お いし く な っ た の か が ,」 

「 多分 」 

「 コーヒ ー こ こ だ か ら 」 

「 リ ニ ど う も あり が と う 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ン か ら の メー ル を 見 て いた 。 

バジ ル は y uh a n a の 森 で 通年 栽培 で き て いる の で 、 生 葉 と 乾燥 バジ ル を 
商品 と し て 試作 し て みる こと に し た らし い 。 

バジ ルソー ス は 、 午 後 か ら の カワ ン 食 品 と の 打ち 合わ せ の 時 に 相談 し て みる 
ら しい 。 

まず バジ ル を や っ て みる の だ ろう 。 コ リア ンダ ー も 相談 し た の だ ろう が 何 も 
書い て な い 。 

ジン か ら カ ワン 食品 の メー ル が きた の は 、16 時 だ っ た 。 ス パイ ス 湯 花 に い 
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「 日 本 人 の 方 が お いし いと 感じ る と 思う の で 30 袋 試作 品 を 持っ て 帰る 」 

「 わ た し は お いし いと 思っ た 」 

「 名 前 は 、 わ さび と 鶏 と 米 の スー プ 」 

「 見 積もり は 82 円 だ っ た 」 

「 わ さび は 日 本 の わさび 工房 か ら 証 接 買 っ て も ら う 」 

「 冷蔵 で 空輸 する 」 

「 ス パイ ス yuhana は 1 5 4 円 で ネッ ト 販 売 と 自分 の 店 売り を する 」 

「 日 本 へ は 82 円 で 直接 スパ イス 湯 花 が 買う 」 

「 バ ジル ソー ス は 1 週間 で 試作 が 上 が る 」 

湯 花 邪 無 の 返事 は 短い 。 

「 わ か っ た ,」 

18 時 に な っ て ステ ファ ノ と アイ チャ か ら メ ー ル が きた 。 ラ バト の 北 の オ リー 


プ 畑 か ら だ 。 
「 ス パイ ス は クミ ン と パプ リカ と ター メリ ッ ク と シナ モン を 栽培 し て ハー プ 
の コリ アン ダー を 栽培 し た い 」 
「 ス パイ ス 工 房 モ ロッ コ は レッ ド ペ ッ パ ー の 工房 を 買い 取り た い 」 
「 レッド ペッ パー の 工房 の 近く に yuhana の 森 モ ロッ コ の 畑 の 候補 地 が 
ある 」 
「 レッ ド ペ ッ パ ー も 栽培 が で きる 」 
「 明 日 か 明後日 ラバ ト に 来 て くれ な いか ,」 
「 明 日 ジン や エミ ル と 相談 し て 明後日 モロ ッ コ に 行く 」 
「 今 か ら 水野 まさ み と は メー ル で 相談 する 」 
湯 花 邪 無 は 、 自 分 だ け で 何 も 決め な い 。 
実質 的 に 、 ジ ン や エミ ル や 水野 まさ み が 会 社 を 動か し て いる の で 、 必 ず 、 大 
事 な こ と は 相談 する 。 
モロ ッ コ に 出る こと な ど は 大 事 な こ と だ 。 
8 月 30 日 だ っ た 。 土 曜日 で ある 。 
湯 花 邪 無 は 、 い つも の よう に 羽田 か ら ジ ャ カル タ へ 向かっ た 。 
沢 風 ゆ り が いな く な っ て 、 北 千住 の マン ショ ン は 寂し く な っ た 。 ご は ん が ま 
る で ダメ で ある 。 料 理学 校 に 通っ て は いる も の の 、 ジ ャ カル タ 料 理 で ある 。 
北 千住 で は 日 本 食 を 食べ た い 。 近 所 の スー パー マー ケッ ト て で 刺身 を 買っ て 帰 
る こと が 多い 
「 お は よう 」 
「 お は よう ご ざい ます 」 
みん な は 湯 花 邪 無 を 見 な く て も コー ラス の よう に あい さ つ を 吉 う 。 
「 ミス ター ジャ ム 、 ス テ フ ァ ノ と アイ チャ の メー ル を 読ん だ の だ が 、 モ ロッ 
コ の 森 を は じ め る の か 」 
「 ジ ン と 相談 し た い 」 
「 わ た し は ミス ター ジャ ム の 考え で か まわ な い 」 
「 エ ミル と 相談 し て や っ て ほし い 」 
「 午後 か ら ス パイ ス 工 房 と y uh ana の 森 に 行く 」 
「 カ サブ ラン カ の F AR 通り に お 店 を つく る 予定 だ 」 
「 ス パイ ス yuhana の よう な お 店 な の か 」 


「 モ ロッ コ で 1 店 し か つく ら な い 」 

「 ネ ッ ト 販 売 で や る の か ,」 

「 そ うだ 

「 ジ ャ カル タ と 新宿 と 次 が カサ プラ ンカ に な る の か 」 
「 そ の つも り だ 」 

「 上海 が 次 な の か 」 


へ N 
「 多分 」 


「 ス パイ ス yuhana の 森 モ ロッ コ と スバ イス 工房 モロ ッ コ を 明日 見 に 行 
く | 

「 カ サブ プラ ンカ の お 店 は 見 つけ て いる の か ,」 

「 相 談 を し て いる 」 

「 来週 の 日 曜 に 一 緒 に 行っ て ほし い 」 

症 じ 7 

5 大 

「 土曜 に カサ ブラ ンカ に 泊まっ て 日 曜 に カサ ブラ ンカ を 歩い て みた い 」 
「 わ た し と ?」 

和央 

「 カ サブ プラ ンカ の お 店 は 、 新 宿 の よう に な る 」 

[だ うい うこ と な の か 」 

「 ジ ャ カル タ が 本 社 で 新宿 は 支社 だ 」 

「 ジ ャ カル タ か ら 新 宿 の 資本 が 出 て いる 」 

「 た また ま 私 が 日 本 人 だ か ら 新 宿 に 半分 いる けど 」 

「 カ サブ ラン カ に 常駐 する わけ に も いか な い 」 

「 カ サブ ラン カ は ジン に 任せ た い 」 

「 カ サブ プラ ンカ に 住む の か 」 

「 1 週間 に 1 度 行く こと が で き な い か 」 

「 わ た し に 住 せ る の だ っ た ら 1 週間 に 1 度 か どう か も わた し に 住 せ て 欲し 
1」 

「 わ か っ た ,」 

「 お昼 は どう する の だ 」 

「 ス パイ ス 工 房 で 食べ る 」 


「 エ ミル に 連絡 し た の か 」 

「 お 願い し た い 」 

「 エ ミル と ガ ダ ラ に 連絡 し て お く 」 

「 わ か っ た 」 
湯 花 邪 無 は 、 華 美美 鈴 の 月 へ 行く こと が 気 に な っ て いた 。 
また 事故 が 起こ っ た ら 華 美美 鋼 は 、 宇 宙 の どこ か に 消え て し まう 。 
今 の 湯 花 邪 無 に は 耐え られ な いこ と に な る 。 
ニュ ー ヨ ー ク の ライ ブ テ レ ビ で も 何 も や っ て いな い 。 
ネッ ト 情 報 で も 、 昨 日 今日 の 情報 は 何 も な い 。 準備 を し て いる の だ ろう が 心 
配 で ある 。 
メキ シコ シテ ィ ー の アー スバ ッ テ リ ー 新 幹線 の 話題 も な く な っ た 。 華 美美 鋼 
が 拉致 され て 眠ら され て いた こと な ど は 、 華 美美 鋼 が 表 に 出さ な い 。 誰 も 知 
ら な い の だ 。 拉致 の 犯人 し か 知ら な い 。 華美 美鈴 は 犯人 を 追わ な い 。 ア ー ス 
バッ テリ ー 推 進 な ど や っ て いる と 、 次 々 に 災難 が 襲っ て くる 。 先 里 風 香 と 華 
美美 負 は 覚悟 を し て いる の だ ろう 。 

「 エ ミル こん に ち わ び ー」 

「 ご は ん 食べ に 行き まし ょ う 」 

「 モ ロッ コ の こと で 相談 あっ て 来 た 」 

「 ジ ン か ら 聞 いて いる 」 

「 ス パイ ス 工 房 モ ロッ コ の メン ドー を 見 て ほし い 」 

「 それは 聞い て な い 」 

「 明 日 ラバ ト に 行く ん だ けど 」 

「 そ れ だ っ た ら わ た し も 一 緒 に 行く 」 

「 日 曜 だ けど 」 

「 平気 だ 」 

「 8 時 の 飛行 機 に 乗る けど 」 

「 わ か っ た 」 

「 ガ ドガ ド を 食べ に 行こ う 」 

「 わ か っ た ,」 

「 ジ ン は 来週 の 日 曜 に カサ プラ ンカ に 行く と 吉 っ て いた ,」 

「 モ ロッ コ の セン ター だ ,」 


「 あ て は ある の か 」 

「 相 談 を し て きた 」 

「 レ ッ ド ペッ パー の 工房 を 買う の か 」 

「 私 は 明日 見 る か ら 一 緒 に 見 て くれ ,」 

「 ま だ 契約 は し て いな い 」 

「 わ た し が 社長 を や る の か ,」 

「 自分 で 決め て くれ 」 

ジン は ? 1 

「 カ サブ プラ ンカ の 会 社 の 社長 の つも り で いる 」 

「 常駐 する の か 」 

「 1 週間 に 1 度 行 っ て くれ っ て 吉 っ た ん だ けど 任せ て くれ 」 
「 幸 務 な ん だ 」 

「 い つか は 誰か に 任せ な いと いけ な いけ ど 」 

「 ス パイ ス yuhana の 社長 も ジン に し た ら ど うか 」 
「 ミスター ジャ ム は 会 長 し か や っ て いな い 」 
ドア イデ アデ だ ど 思 る か ら そ うす る 」 

「 ホ ント な の か ,」 

「 カ サブ プラン カ の 会 社 が 立ち 上 が る 時 に 一 緒 に や る 」 
8 月 31 日 日 曜日 で ある 。 

「 電車 に する の か ,」 

「 高速 電車 だ と 20 分 で 行く 」 

「 和 が かつ だ 

ラバ ト 駅 で ステ ファ ノ と アイ チャ が 待っ て いた 。 

「 こ こ か ら は アイ チャ の 運転 で 行く 」 

「 先 に レッ ド ペ ッ パ ー の 工房 に 行く 」 

「 どこ に ある の だ 」 

「 高速 道路 で 15 分 だ 」 

「 わ か っ た 」 

小さ な 街 に 出 た 。 

レッ ド ペ ッ パ ー の 工房 だ が モロ ッ コ で は 、 レ ッ ド ペッ パー を 頻繁 に 使う わけ 
で は な い 。 


中 国 か 韓国 か 日 本 の 工房 な の だ ろう 。 

「 工房 の 責任 者 に 会 える の で すか ? 」 

「 待 っ て いる 」 

「 誰 だ 」 

「 柴田 五郎 」 

「 日 本 人 で すか ? 」 

「 日 本 の 会 社 の 工房 だ 」 

「 わ か っ た 」 

「 撤退 し て 日 本 に 帰る の だ が y u h a n a が 工房 を 買っ て くれ る と 思っ て 
待っ て いる 」 

「 責任 者 で すか ? 」 

「 社長 で 本 社 の 課長 だ 」 

湯 花 邪 無 は 少し 不安 だ っ た 。 

買う 人 が 日 本 人 だ と 、 失 敗 の つけ を 一 緒 に 払わ され る か も し れ な い 。 
「 こんにちわ びー」 

柴田 五郎 は 名 関 で 待っ て いた 。 

「 湯 花 邪 無 で す 」 

「 柴田 五郎 で す 」 

「 ジ ャ カル タ の 工房 の 責任 者 の エミ ル で す ,」 

「 よろ し く お 願 いい た し ます ,」 

「 工房 を 見 せ て !\ た だ け ま すか ? まず 」 

も う 社 員 は 解雇 し た の だ ろう 。 誰 も いな い の だ と 思っ た 。 静 か で ある 。 
「 いつ 工房 を 閉じ た の で すか ? 」 

「 先週 だ 」 

ジャ カル タ の スパ イス 工房 より も 広い 。 

「 レ ッ ド ペッ パー の 畑 は どう な っ て いる の だ 」 

「 も う 管 理 し て いな い が 畑 は 今 は し っ か り し て いる 」 

「 収穫 で きる の か ,」 

「 で きる 」 

湯 花 邪 無 は 、 唐 辛子 の 畑 も 見 て 歩い た 。 

柴田 五郎 は 、 近 く の 町 の レス トラ ン か ら お 昼 ご は ん を テイ クア ウト し て い 


だ 。 

「 工 房 を 閉じ た の で 何 も あ り ま せん が 」 

湯 花 邪 無 と エミ ル は 、 お 昼 を 食べ て 、 ス テ フ ァ ノ と アイ チャ が 候補 地 に 選ん 
だ yuhana の 森 モ ロッ コ に 向かっ た 。 

「30 万 ドル だ けど , 

「 早 く 撤退 し た の だ と 思う 」 

「30 万 ドル で は 安い ? 」 

「 極め て 安い 」 

「 じゃ ーー 話 を 進め る けど 」 

「 エ ミル に メン ドー を みて も いら わな いと 難し いけ ど ,」 

「 わ た し が し ば らく 社長 や る 」 

「 し LUUU の で すか ? 」 

「 こ っ ち で つく れ た ら ジ ャ カル タ の 品薄 を 少し は 解決 で きる 」 
ステ ファ ノ と アイ チャ が 案内 し た 畑 は 、 レ ッ ド ペッ パー の 工房 か ら 車 で 5 分 
の 所 に あっ た 。 

周辺 が オリ ー プ 畑 だ 。 

(時 Wo = 和 

「 オ リー プ 畑 な の か 」 

「 あ の 森 の 中 に スパ イス 畑 が ある 」 

「 今 は 規模 が 小さ い が 大 きく で きる 」 

「 オ リー プ は どう する の だ ,」 

「 この まま 栽 培 す る 

「yuhana ブ プラ ンド で オリ ー ブ プ オ イル が あっ て も お か し く は な い ,」 
「 こ こ は 売 っ て くれ る の か が 」 

「 交渉 し た 」 

「 誰 が や っ て いる の だ 」 

「 見 渡す 限り の 農場 すべ て を 持っ て いる 人 だ 」 

「 こ の 1 画 を 切っ て 売っ て くれ る 」 

「 い くら だ 」 

「20 万 ドル 」 

「 テ ニス コー ト が 1 0 0 0 枚 だ 」 


「 ジ ャ カル タ の 2 倍 に な る 」 

「 誰 で すか ? 」 

「 ア マル と いう 富豪 だ 」 
「yuhana に ここ を 売っ た と し て も な ん と も な い 」 

「 オ リー プ オ イル で 儲け て いる の か 」 

= 

「 ア イチ ャ の 家 も オリ ー プ オイ ル を や っ て いる の で は な いか 」 
「 工房 を や っ て いな い 」 

「 ア マル の 工房 で オイ ル に し て も ら っ て いる 」 

「 近 く な の か 」 

「 車 で 10 分 は か か る 」 

「 な る ほど 」 

湯 花 邪 無 は 、 ア マル に 会 うた め に 、 事 務 所 に 向かっ た 。 

自宅 な の か 事務 所 な の か わか ら な い 大 き な 屋 敷 だ っ た 。 プ ー ル も ある 。 
アマ ル は 60 歳 くら い の 穏やか そう な ゆっ た り し た オト コ だ っ た 。 
「 ステファノ と アイ チャ か ら 話 は 聞い て いる 」 

「 ス パイ ス の 仕事 は 儲かる の か ,」 

「 オ リー ブ オ イル ほど で は な いか も し れ な い 」 

「 と ころ で レッ ド ベ ペッ パー の 工房 は 買っ た の か 」 

「 こ こ か ら 帰 り に 寄っ て 返事 を する つも り だ 」 

「 買う つも り だ 」 

「 す る と ここ が 必要 に な る ん だ 」 
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「20 万 ドル 小切手 で 出せ る の か 」 

「 出 せる 」 

「 責任 者 は 誰 に な る の か ,」 

「 ア イチ ャ だ,」 

「 ス レフ ァ ノ に は 時 々 来 て も ら う 」 

「 ア イチ ャ に は 応援 を し た い 」 

湯 花 邪 無 は 、 ア マル と 柴田 五郎 に 、 9 月 7 日 に 、 カサ ブラ ンカ に お 店 を 出す 
こと で や っ て くる の で 、 そ の 時 に 、 小 切手 で 支払 うと いう 約束 を し た 。 


エミ ル と ステ ファ ノ と 湯 花 邪 無 は 、 ア イチ ャ を 残し て 、 ジ ャ カル タ へ 帰っ 
だ 。 

アイ チャ は 不安 そつ だ っ た 。 

「 ステファノ が 1 週間 に 1 度 は 来 て くれ る か ら 安 心して 」 

「 お 母さん と お 父さん に よく 話し て 」 

「 ジ ン も カサ ブラ ンカ に 来る し 味方 が 多い か ら 」 

それ で も 不安 そつ な アイ チャ だ っ た 。 


スパ イス 学 の 講義 


「 た だ いま 」 

「 東 京 に 帰る か と 思っ た 」 

「 明 日 大 学 の 1 回 目 の 講義 だ か ら 」 

「 エ ミル は 帰っ て 来 た の ? 」 

「 ス パイ ス 工 房 の アー スバ ッ テ リ ー 化 が 明日 か ら あ る 」 

「 帰っ て 来 た 」 

「 9 月 7 日 に 一 緒 に カサ ブラ ンカ に 行っ て くれ 」 

「 わ か っ て いる 」 

「yuhana の 森 モ ロッ コ と スパ イス 工房 モロ ッ コ の 支払 い を する 」 
「 チ 中 デ 』 

「20 万 ドル と 30 万 ドル だ 」 

「 小切手? 
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「 わ た し が 用 意 し て いく 」 
「yuhana の 森 モ ロッ コ の 社長 を アイ チャ に し た 」 

「 ス パイ ス 工 房 モ ロッ コ の 社長 は し ば らく エミ ル が や る っ て 自分 が 吉 っ た 」 
「 じゃ ーー 明 日 人 事 の 連絡 書 を 出し て お く 」 

「 お 願い する 」 

「 チ ャ プチ ャ イ だ か ら 座 っ て 」 

「 着替え て きま す 」 


「 シ ャ ワー は 後 で 一 緒 に する か ら 」 

「 わ か っ た 」 

9 月 1 日 だ っ た 。 月 曜日 だ 。 
湯 花 邪 無 は 大 学 に 向かっ た 。 
今日 は 料理 学校 と 新宿 で ある 。 ミナ に 連絡 し て ある 。 
準備 は し て きた 。 1 回 目 は コシ ョ ウ で ある 。 
木 を 育て る と ころ か ら 実 の 採取 か ら コ ショ ウ の 生産 まで 、yuhana の 森 
と スパ イス yuhana で 撮影 し て 説明 で きる 。 

「 話 の 途中 で いい か ら ど ん どん 質問 を する よう に 」 

「 ス パイ ス が な ぜ 人 間 の 食事 に 欠か せな く な っ た か 理解 し て くれ た の だ ろう 
か 」 

「 コ ショ ウ の 国 と し て 誇り に 思っ て いる 」 
スパ イス 学 は 人 気 が あ る わけ で は な い 。 
それ で も 2 0 0 人 を 越え る 学生 が 集まっ て いた 。 
スパ イス は 先端 の 仕事 で は な い 。 ア ナ ロ グ の 仕事 で ある 。 し か し 、 ス パイ ス 
を 人 は どこ まで も 求め る 。 
ジャ カル タ の 人 達 に も 、 ス パイ ス の 魅力 が 消え る こと が な い の だ ろう 。 
若者 も 、 ス パイ ス を や ろう と 思っ て くれ る 人 も 多く いる よう だ 。 

「 今 日 の スラ イド を 公開 し て いる か ら 大 学 の パプ リッ ク ホ ル ダ を 検索 し て く 
だ さい 」 

「 ダ ウン ロー ド で きる の で すか 」 

「 自由 に し て か まわ な い 」 
湯 花 邪 無 は 、 大 学 の パソ コン か ら 、 ジ ン と 水野 まさ み に ス ライ ド を 添付 し て 
メー ル し た 。 

「 パ プリ ッ ク ホ ル ダ に 収め て みん な に メー ル し て くだ さい 」 

「 自分 で コシ ョ ウ の 学習 が で きる よう に な っ て いる 」 
湯 花 邪 無 は 、 そ の まま お 昼 ま で 大 学 に 残っ て 、10 月 1 日 の レッ ド ペ ッ パ ー の 
スラ イド を 何 枚 か 書き 加え た 。 

「 今 日 の 大 学 の スパ イス 学 の 講義 が 終わ っ た 」 

「 1 回 目 は コシ ョ ウ だ 」 

「 ジ ン が パプ リッ ク ホ ル ダ に 収め る か ら 見 て ほし い 」 


「10 月 1 日 の 2 回 目 は レッ ド ペ ッ パ ー に する つも り で いる ,」 

「 ス ライ ド つ くり を 手伝っ て ほし い 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タス パイ ス 工 房 の リー マイ に メー ル を し た 。 エ ミル を 
CC に し て お いた 。 

1 分 も し な いう ち に 返事 が きた 。 

「 ま だ パプ リッ ク ホ ル ダ に 収まっ て いな い が 、 ス ライ ド つ くり を 手伝う こと 
は 了解 し た 」 

「 どう すれ ば いい の か 知ら せ て ほし い 」 

「 明 日 9 月 2 日 火曜 日 の 午後 に スパ イス 工房 ジャ カル タ に 行く か ら 相 談 し た 
1」 

「 了 解 し た 」 

湯 花 邪 無 は 、 大 学 か ら ス パイ ス y uh an a に 向かう アー スカ ー の 中 で 、 華 
美美 鈴 の 月 で の アー スバ ッ テ リ ー 利 用 の ニュ ー ス を 調べ た 。 ラ イブ テレ ビ で 
は 何 も や っ て いな い 。 

ライ ブ テ レ ビ が 追い か け て いる の は 地球 温暖 化 の こと だ 。 C O 2 削減 問題 で 
ある 。 1 0 0 年 も 前 か ら 必 死に な っ て 実行 し て き て いる の だ が 、 大 国 イ ンド 
の 目標 達成 が 難し い 。 

現在 の 地球 の 人 口 は 1 0 0 億 人 で ある 。 こ こ 1 0 0 年 で 70 億 人 まで 減っ て し 
まう と 吉 わ れ て いる の だ が 、 2 1 1 4 年 が 問題 で ある 。 

日 本 の 海岸 も 、 1 0 0 年 前 に 較べ て 42 セ ンチ 海 が 上 昇 し て いる 。 満潮 時 に 

は 、 海 水 が 道路 に 溢れ る 。 

今後 1 0 0 年 で は 、 ア フリ カ 諸 国 が 経済 発展 する の だ が 、 ま た も や 。 C O 2 
問題 を 叶 き 去 り に する 可能 性 が ある 。 

すべ て 後手 に な っ て いる の だ 。 

華美 美鈴 が 月 に 出かけ る の は 13 日 で ある 。 

24 時 間 後に は 月 に 到着 する 。 

アメ リカ の 民間 の 月 連絡 舶 の 会 社 で ある 。 

火星 に も 連絡 船 を 出し て いる 。 

8 月 21 日 に 1 8 2 人 が 乗っ た 連絡 舶 が 消え た 。 ソ ー ラ ー バ ッ テ リ ー が 故障 し 
た らし いり 。 

同じ 会 社 の 連絡 船 で ある 。 湯 花 邪 無 に は 、 勇 気 が な いか ら 同 じ 会 社 の 連絡 船 


に は 乗れ な い 。 
多分 、 今 回 の 連絡 船 に は アー スバ ッ テ リ ー 搭 載 さ れ て いる 。 特 に 、 月 の 重力 
圏内 で の アー スバ ッ テ リ ー が 試さ れる 。 計 算 上 は いく ら で も で きる の だ が 、 
実際 に は 、 何 が 起こ る か わか ら な い 。 
アー スバ ッ テ リ ー の 月 タク シー を 積ん で いる の だ ろう 。 多 分 、 華 美美 鋼 は 自 
分 で 運転 し て みる の だ ろう 。 

「 こんにちわ びー」 

「 こんにちわ び ー」 
湯 花 邪 無 は 、 今 朝 は スパ イス y u h a n a に は 寄ら な か っ た 。 

「 お 昼休み に みん な ミス ター ジャ ム の スラ イド を 見 る と 思う 」 

「 ありがとう 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は や っ ぱり 教授 な の ね 」 

ジン が 珍し く 持 ち 上 げ て くれ た 。 

「 これ か ら 新 宿 ? 」 

ak 

「 明 日 は お 昼 か ら リ ー マ イ ね 」 

の 』 

「 お 昼 は ? 」 

「 飛行 機 で 食べ る 」 

「 わ か っ た 」 

湯 花 邪 無 は 、 少 し 満足 げに ジャ カル タ 空 港 に 向かっ た 。 

空港 で サン ドイ ッ チ を 食べ た 。 

「 こんにちわ びー」 

「 こんにちわ びー」 

「 わ た し パプ ブリック ホル ダ を 見 て いま す ,」 

「 コ ショ ウ で お 給料 も ら っ て る ん だ けど コシ ョ ウ の こと 知ら な か っ た ,」 
が PE です 」 

「 み ん な も パブ リッ ク ホ ル ダ を 見 て る 」 

「 ありがとう 」 

「 こ っ ち が あ り が と うだ 」 

に 記 世 写 だ け お 5) 


牧野 由香 が コー ヒー を 持っ て きた 。 

「 ミスター ジャ ム さ ん は いい で す 」 

「 ありがとう 」 

「 わ た し も 勉強 する こと に し た 」 

「 お 願い し た い 」 

「 何 か 変 わっ た こと は あり ませ ん か ? 」 

「 今日 わさび の 森 と わさび 工房 が 発足 し た 」 

「 わ さび の 森 に 1 0 0 0 万 円 わさび 工房 に 2 0 0 0 万 円 の 資本 金 だ 」 

「 機 械 の 4 2 2 万 円 も その 中 か ら 払 っ て も ら っ た 」 

「 わ さび が スタ ー ト し た 」 

「 どう も あり が と う 」 

「 ジ ャ カル タ の 大 学 だ けど わさび も や る の か 」 

「 そ の つも り で いる 」 

湯 花 邪 無 は 、 北 千住 の マン ショ ン に 帰る と 寒々 し く て 辛い 。 沢 風 ゆ り が 姿 を 
消し て 20 日 を 過ぎ た 。 1 度 も 姿 を 見 せな い 。 連絡 も な い 。 ス ポー ツジ ム も 辞 
め た そう だ 。 多分 、 近 所 に は いな い 。 

近所 の スー パー マー ケッ ト で 、 ビ ー ル と すき 焼き の 材料 を 買っ て 帰っ た 。 ご 
は ん を 炊く 。 

ミナ に 教わっ て いる イン ド ネ シア 料理 は 参考 に な っ て いる 。 料 理 を する こと 
を 心待ち に し て いる わけ で は な い の だ が 、 少 し は 楽し く な っ て き て いる 。 
すき 焼き な ど は 、 簡 単に 出来 る こと も ある が 、 食 べ る と き の 楽 し み を 予想 し 
て 下ごしらえ が スム ー ス だ 。 

ご は ん が 炊け る まで シャ ワー を する 。 

し ば らく 前 まで は 何 も し な か っ た 。 


3 日 目 の ジ ャ カル タ に な る の か 
9 月 2 日 で ある 。 


湯 花 邪 無 は 、 羽 田 ま で の アー スカ ー で ライ ブ テ レ ビ を 見 て いた 。 ニ ュー ヨー 
ク だ 。 華 美美 錠 の 月 へ 行く 準備 で 何 か ニ ュー ス は な いか 見 て いる 。 


日 本 の ライ ブ テ レ ビ を 見 る こと は 少な い 。 華美 美鈴 が 日 本 人 な の に フロ リ ダ 
に 住ん な で いる こと も ある 。 先 里 風 香 も フロ リ ダ に いる 。 興味 の ある アー 
バッ テリ ー も フロ リ ダ で ある 。 

日 本 は 、 人 口 減少 に 歯止め が か か ら な く て 焦り が 大 きい 。 8 4 0 0 万 人 だ 
が 、 1 0 0 年 後に は 4 0 0 0 万 人 に な る の で は な いか と 吉 わ れ て いる 。 経済 
は 再生 産 と 消費 だ か ら 、 生 活 者 が 少な けれ ば 経済 は 凌 ん で し まう 。 

まだ 膨大 な 借財 を 残し て いる 。 1 8 0 0 兆 円 だ 。 消 費 税 は 28% で 国民 の 財産 
を 国家 に 拠出 し て いる こと に な っ て いる 。 

この まま で は 、 更 に 消費 税 を 引き 上 げ な いと いけ な い 。 国債 の 暴落 が 確実 視 
され て いる の だ が 、 な ん と か 踏み と ど ま っ て いる 。 

この まま で は 消費 税 を 350% に し て 、 今 回 は 、 全 額 財 政 再 建 に 当て な いと 、 世 
界 が 黙っ て いな い 。 日 本 の 主要 産業 は 観光 に な っ た の か も し れ な い 。 豊か に 
な っ た 社会 が 、 豊 か な 時 に つく っ た モノ が 観光 資源 に な る 。 昔 か ら 変 わら な 
MS 

日 本 の 感性 溢れ る 新しい 生活 の 開発 発想 は どこ に 行っ た の だ ろう か 。 も う 均 
ら な いか も し れ な い 。 

日 本 の ライ プ テ レ ビ は お も し ろく な い 。 淡々 と 日 常 生 活 を ニュ ー ス に し て い 
る だ け だ 。 

それ に 較べ て 、 先 里 風 香 と 華美 美 鋼 の アー スバ ッ テ リ ー は 、 躍 動 感 が ある 。 
リス ク も も ちろ ん 大 きい の だ が 。 

「 お は よう ご ざい ます ,」 

羽田 空港 で 、 あ まり 会 いた く な い 人 が 待っ て いた 。 

有 村 聡 と 真野 裕也 だ 。 

「 な に か あり まし た か ? 」 

「 沢 風 ゆ り と 連絡 が と れ な い 」 

「 ご存知 で し ょ うけ ど 北 千住 の マン ショ ン か らい な く な り ま し た ,」 

「 な に か あっ た の か ,」 

「 な に か っ て な ん で すか ,」 

「 我 々 に 情報 を くれ て いた 」 

「 裏切っ た と 思っ て 責め た の で は な いか 」 

「 私 は 沢 風 ゆり が いな く な る 時 に 知ら され た 」 


「 私 を 疑っ て いる の か ,」 
「 佐 野次 郎 と 飯野 修 と 繋が っ た ら 湯 花 邪 無 が 危な く な る 」 


「 華 美美 負 を 助け て いる こと が 知れ た ら ま ずい 」 
「 湯 花 邪 無 を 脅 せ ば 華美 美 錠 は 日 本 に 来 て アー ス 戦 車 を 手伝う 」 


「 それ は な い 」 
「 華美 美鈴 は 13 日 に 月 に 行く 」 

「 も し か し た ら 危 な い 」 

「 私 の 命 と 天 竹 に か ける こと は な い 」 


「 愛 は 思っ た 以上 に 重い 」 
湯 花 邪 無 に は 、 有 村 聡 の 吉 葉 が 重かっ た 。 ど うし て こん な こと が 警察 官 に わ 


か る の か 、 不 思 議 だ っ た 。 
「 佐野 次 郎 と 飯野 修 に 何 か 動 き が ある の か 」 


「 頻 向 に ジャ カル タ に 出かけ て いる 」 


「 何 を し て いる の だ 」 
「 湯 花 邪 無 を ウオ ッ チ し て いる か も し れ な い 」 


「 確証 は な い が 」 
が ジャ カル タ に 行く こと も ある か も し れ な い 」 
華美 美 錠 は 


「 また 華美 美和 
湯 花 邪 無 は 、 華 美美 鋼 が ジャ カル タ に 来る こと を 知ら な か っ た 。 


13 日 に 月 に 行く 。 湯 花 邪 無 は 、 そ の こと ば か り を 考え て いた 。 
「 な ぜ 私 を 待っ て いた の だ 」 
「 警告 だ 」 
「 私 の た め な の か ,」 
「 深入り する と 私 た ち が 湯 花 邪 無 に 聞く こと が 多く な る 」 
「 任意 で 同行 させ て も ら う つこ と に な る と 誰か に 知ら れる 」 
「 こ ん な と こ で 立ち 話 は まず い の で は な いか 」 
「 だ か ら 駐 車場 で 待っ て いた 」 
「 ジ ャ カル タ に 行く の か 」 
「 この まま 帰る 」 
「 気 を つけ る 」 
邪 無 は 、 慌 て て ジャ カル タ 行 き の 搭 乗 前 に 華美 


湯 花 
華美 美 負 が ジャ カル タ に 来る こと な どど こ に も な し い 。 


美 錠 を 検索 し た 。 


時 間 が 切れ て 湯 花 邪 無 は 搭乗 し た 。 

飛行 機 の 中 で も 華美 美鈴 の 動向 を 調べ た 。 も と も と 、 華 美美 負 は 、 ス ケ 
ジュ ー ル を 下 前 に な ら な いと 明らか に し な い 。 警察 だ か ら 知 っ て いる の だ ろ 
うか 。 そ れ な ら ば 、 も っ と 詳し く 聞 いて いけ ば よかっ た 。 

7 月 31 日 に ジャ カル タ に や っ て き て アー スバ ッ テ リ ー を 従来 の 機械 に 搭載 す 
る 装置 を 軸 い て いっ て 。 ス パイ ス y u h a n a に スパ イス を 買い に きた 。 8 
月 21 日 に ジャ カル タ 自 動車 に や っ て き て 、 工 場 の 一 部 が アー スバ ッ テ リ ー で 
動く 点灯 式 を や っ た 。 

3 回 目 の ジ ャ カル タ は 何 の た め に 来る の だ ろう か が 。 

佐野 次 郎 と 飯野 修 が 頻 向 に ジャ カル タ に 来 て いる の は 、 湯 花 邪 無 で は な く て 
華美 美 負 を 狙っ て いる に 違い な い 。 し か し 、 ど う 探 し て も 、 華 美美 負 が ジャ 
カル タ に 来る ニュ ー ス は 見 つか ら な い 。 


リー マイ と レッ ド ベ ペッ パー 


「 お は よう 」 
「 お は よう ご ざい ます ,」 
「 遅 か っ た けど 」 
「 羽 田 で 会 いた く な い 人 に 会 っ た 」 
「 オ ン ナ の 人 ? 」 
「 拳銃 持っ た オト コ だ 」 
「 危な い の ? 」 
「 私 に 危険 は な い 」 
湯 花 邪 無 は まず いと 思っ た 。 
ジン を 怖がら せ た ら いけ な いり 。 
拳銃 を 持っ た オト コ は ウソ で は な い が ジ ン に は まず い 。 
ジン は 、 オ ン ナ が 心配 な の だ 。 
「 今晩 ジン の ご は ん も いい けど 外 で 日 本 食 で も 食べ て みな いか 」 
「 つ うれしい,」 
「 こ こ に 7 時 に 来 て くれ 」 


「 山 河 ? 」 
「 ネット で 調べ て みて 」 
ジン は 山河 を 擦 し た 。 す ぐに わか る 。 
「 予約 し な いと 難し い 」 
「 ネット で や っ て お いて くれ な いか 」 
リ ニ が コー ヒー を 煎れ て きた 。 
当 ー 選 二 で 0 が 
「 あり が と う 」 
「 今 日 は どこ で お 昼 に する の か が 」 
「 スパ イス 工房 だ 」 
「 ラ ニ に 伝え て お く 」 
「 あり が と う 」 
ジン は 、 山 河 に 予約 を し て いた 。 
「 こんにちわ び ー」 
「 こんにちわ び ー」 
スバ イス 工房 で も みん な は 同じ よう に コー ラス の よう に 声 を 揃え て 湯 花 邪 無 
に あい さ つ を する 。 
「 お 昼 の 時 間 だ けど 」 
リー マイ が や っ て きた 。 
「 エ ミル は どう し て いる ん だ 」 
「 ス パイ ス 工 房 の アー スバ ッ テ リ ー や っ て る か ら 忙 し い 」 
「 どん な 具合 な の か 」 
「 機 械 1 つ 1 つ に 取り 付け て いる か ら 時 間 が か か る 」 
「 工 房 が 止ま っ て いる の で は な いい のか, 
「 動い て いる 」 
「 ア ー ス バッ テリ ー を 取り 付け て いる 機械 だ けが 止ま っ て いる 」 
「 そ うか 」 
ニー デー アヤ ム だ か ちら 
「 わ か っ た 」 
凌 肉 和信 り ラ ー メ ン だ 。 
「 パ プ ブリック ホル ダ を 見 た の か 」 


「 見 せ て も ら っ た 」 

「 あ の レッ ド ペ ッ パ ー 版 を つく れ ば いい の か 」 

k 室 うだ 

「 わ た し に は た くさ ん の 写真 が ある 」 

「 シ ナリ オ を 書い て ある か ら ご は ん 食べ た ら 相 談 し た い 」 

「 わ か っ た 」 
スパ イス 工房 の ミー アヤ ム は 大 盛り で ある 。 工 房 で 作業 を し て いる 人 が 多い 
か ら だ ろう 。 

「 ス パイ ス yuhana の お 昼 は すご く お い し いと 吉 わ れ て いる 
「 財 うし て だ 」 

「 ス パイ ス を ふん だ ん に 使え る か ら 」 

「 な る ほど 」 

「 ス パイ ス の 種類 が 多い ほど お いし い 」 

リー マイ は 、 た くさ ん の 写真 を 持っ て き て 湯 花 邪 無 に 説明 し た 。 
「 リ ー マ イ が 動画 で 説明 役 を や っ て も ら え な いか 」 

「 植 える と ころ か ら 商 品 に する まで 」 

「yuhana の 森 と スパ イス 工房 で 撮影 が 可能 だ と 思う けど 」 
「 そ れ は 可能 だ 」 

「 カ メラ は ミス ター ジャ ム が や っ て くれ る の か が 」 

「 私 が や る 」 

「 わ た し は 話せ る けど 文句 が わか ら な い 」 

「 それ は 私 が つく る 」 

「 種類 は どう する の だ ,」 

「 こ の 写真 を 使 お う 」 

「 今日 は どう する の だ ,」 

「 私 に 説明 で きま すか ? 」 

「 そ し た ら yuhana の 森 に 行か な いと いけ な い ,」 

F 出 まし ょ う 」 

「 シ ナリ オ が で き て る っ て 聞い た けど 」 

「 で き て る けど リー マイ に 読ん で も ら う 事 は 考え て いな か っ た か ら 」 
「 吉 葉 に し な いと いけ な い の か 」 


ky 室 う だ 

リー マイ と 湯 花 邪 無 は 、 暗 く な る まで yuhana の 森 に いた 。 い き な り 撮 
影 し た の だ 。 吉 葉 は 後 で ナレ ーション を 入れ る こと に し た 。 

「 リ ー マ イ 、 ス パイ ス 工 房 ま で 送っ て いく 」 

「 あ り が と う ご ざ いま す 」 

「 次 な ん だ けど 9 月 9 日 に 来 て も いい か 」 

「 準 備 し て お く 」 

「 これ つく っ て 中 国語 で も つく り た い 」 

「 わ か っ た ,」 

湯 花 邪 無 は 、 和 食 の お 店 の 山河 に 急い だ 。 

遅く な っ て は いな い )。 

19 時 の 約束 だ 。 

ジン は ロビ ー で 待っ て いた 。 

「 遅 く な っ た ?」 

「 わ た し が 少し 早く 来 た 」 

「 人 の 目 が 気 に な る 」 

ジン と 湯 花 邪 無 は 、 こ ん な ふう に 外 で 食事 を する こと が な い 。 常 に タ ベ ッ ト 
の マン ショ ン で 食事 を し て いた 。 4 年 に な る 。 誰 も ジン と 湯 花 邪 無 の こと を 
知ら な い 。 

「 どう し た の か 気 に な る 」 

「 あれ だ け 人 目 を 気 に し て いた の に ,」 

「 ジ ン に 日 本 食 を 食べ て も らい た い 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム と 一 緒 じ ゃ な いけ ど 日 本 食 は 好き だ 」 

「 一 緒 に 食べ た い 」 

ジャ ブシ ャ プ ブ だ っ た 。 海鮮 の シャ プシ ャ プ で ある 。 

ジン も 湯 花 邪 無 も お 洒 は 飲ま な い 。 

別々 の 車 で 湯 花 邪 無 の タ ベ ッ ト の マン ショ ン に 帰る 。 

「 ジ ャ カル タ は 人 が 多い か ら 平 気 か も し れ な い 」 

「 誰 か と 出会っ て も 仕事 の 延長 で 食事 を する こと は お か し く は な い ,」 
「 わた し 先 に シャ ワー し て る 」 

「 わ か っ た ,」 


9 月 3 日 だ っ た 。 

「 白 ご は ん に 目玉 焼き だ か ら 」 
遠く か ら ジ ン の 声 が し た 。 
湯 花 邪 無 は 、 シ ャ ワー に 向かっ た 。 

「 わ た し 今日 は シン ガ ポ ー ル 行く 」 

「 朝 か ら で す か ? 」 

「 一 度 ス パイ ス yuhana に 寄る 」 

「 先 に 行く か ら 」 

「 わ か っ た 」 

「 今 日 は 料理 学校 で し ょ ? 」 

「 新宿 ね 」 

「 え え 」 

「 明 日 は フツ ウ ど お り ?」 

「 そ うだ 」 
ジン は 、 手 際 が よい 。 
素早 く 洗 物 を し て 着替え て 化粧 を する 。 

湯 花 邪 無 は ジャ カル タ の ライ ブ テ レ ビ を 見 て いる 。 新聞 は 、 時 々 空港 で 買う 
こと に し て いる 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

「 ジ ン は シン ガ ポ ー ル に 出かけ まし た 」 

「 わかり まし た ,」 
シン ガ ポ ー ル の イン ド ネ シア 料理 や タイ 料理 や イン ド 料 理 の 大 き な レ スト ラ 
ン の お 客 さ ん へ の 営業 だ ろう 。 
湯 花 邪 無 は 、 す べ て ジン に 住 せ て いる 。 ジ ン を 社長 に し よう と 思っ て いる 。 
カサ プラ ンカ の お 店 が で きる 時 に や ろう と 思う 。 
「 ミ スタ ー ユ ハナ お は よう ,」 

「 1 日 は 休み だ っ た が 忙し い の か 」 

「 忙 し く は な い が 時 々 用 事 も ある 」 

「 何 を し て いる の だ 」 

「 自 分 で ご は ん が 食べ られ る よう に 修行 し て いる 」 


「 お いし い レ スト ラン で 食べ な いと 料理 は 上 手 に な ら な い 」 
「 9 月 9 日 に 予約 し て お くけ どい いか 」 
「 ま だ スケ ジュ ー ル が は っ きり し な い 」 
「 ダ メ だ っ た ら 連 絡 を くれ 」 
「 どう する の だ ,」 
「 キャンセル の 電話 を くれ れ ば よい 」 
か な り 強 引 な ミナ の 誘い を 、 み ん な は 笑い な が ら 聞 いて いる 。 
「 今 日 は サン バル ゴ レ ン ウ ダン グ だ 」 
「 レ シ ピ を 配る 」 
湯 花 邪 無 は スマ ホ で 検索 し た 。 ま だ ミナ が レシ ピ を 配っ て いる 時 に 検索 で き 
る 。 エ ビ の ココ ナツ 煮 で ある 。 
「 ココ ナツ ミル ク は 買っ て き て も いい の か 」 
「 か まわ な い 」 
「 エ ビ を 売っ て いな か っ た ら ど うす る の だ 」 
「 自分 で 考え て くれ 」 
今日 は 1 番 若い 女性 の ラ エ ル が 買い 物 を する つも りな の だ 。 
「 5 人 で 日 本 に 行く ん だ けど 1 日 晩 ご は ん を 一 緒 に 食べ られ な いか ,」 
「 ラ エル の 友達 な の か 」 
「 ここ の 独身 の 5 人 だ 」 
「 レス トラ ン を 2 日 休ん で 日 本 を 見 て くる 」 
「 勉強 な の か 」 
ok の 
「 いつ だ 」 
「 9 月 20 か 21 」 
「 土 曜日 か 日 曜 が グッ ド だ ,」 
「 9 月 20 日 を 空け て お く 」 
「 勉強 し た い 料 理 は ある の か 」 
「 チ ャ ンコ 」 
「 私 が 手配 する 」 
「 相 撲 に 興味 が ある の か ,」 
「 見 た い 」 


「 9 月 20 日 は 15 時 に 両国 駅 に いて くれ 」 
ラ エ ル は 、 ス マ ホ に メモ し て いた 。 
「 5 人 に 連絡 し て いい か ,」 
まつ 待ち ら で く れ 、 
「 電 話し て いる か ら 先 に スー パー マー ケッ ト に 行っ て いて くれ , 
湯 花 邪 無 は 、 国 技 館 を 検索 し て 9 月 20 日 秋 場 所 の 7 日 目 の 座席 を 予約 し た 。 
6 名 で ある 。 
この 日 は 、 ジ ャ カル タ の 日 で ある 。 午 後に 日 本 へ 行か な いと いけ な い 。 
「 9 月 20 日 15 時 に 両国 駅 に いて くれ 」 
「 5 人 全員 な の か 」 
「 そう だ 」 
「 み ん な に 知ら せ て くれ 」 
「 わ か っ た 」 
これ を 知っ た ら ミ ナ が 怒る と 思っ た 。 
「 た だ いま 」 
「 お か えり な さい 」 
「 ジ ン は まだ 帰っ て いま せん 」 


「 わ か っ た 」 

「 何 かかわ っ た こと は あり ませ ん か ? 」 

「 順調 で す 」 

「 私 は この まま 新宿 に 行き ます 」 

「 何 か あ っ た ら 電 話 を くだ さい 」 

「 承知 し まし た 」 

PRS ジャ カル タ 室 港 ま で の アー スカ ー で 、 ア ー ス バッ テリ ー を 検索 
し た 。 華美 美鈴 の 月 行き が 近い の だ 。 気 に な っ て いる 。 
本 陸 か ら 
「 こんにちわ びー」 

「 こ ん に ち わ び ー」 


いつ も の 時 間 に 湯 花 邪 無 は 新宿 の スパ イス 湯 花 に 入っ た 。 
「 何 か 変 わっ た こと は あり ませ ん か ? 」 
「 順調 だ 」 


「 今 日 は スパ イス 教室 を や っ て いる ,」 

「 行き ます 」 

「 9 月 5 日 の カラ オケ は 大 丈夫 で すか ? 」 

「 平気 だ 」 

牧野 由理 は それ だ け は 確認 し て お きた か っ た の だ ろう 。 

湯 花 邪 無 は 、 そ っ と 、 水 野 ま さ み と ジニ が や っ て いる スパ イス 教室 に 入っ 
た た 。 

ジニ が 今日 の メニ ュー と レシ ピ を 持っ て きた 。 

イン ド ネ シア 風 ハ ンバーグ だ っ た 。 

多分 、 ス パイ ス を 何 種類 も 使 つ の だ ろう と 思っ た 。 

12 人 が 参加 し て くれ て いた 。 

料理 教室 で は な い の で 、 自 分 で は 調理 し な い 。 メモ を 書い て 帰っ て イン ド ネ 
シア 風 ハ ンバーグ を つく る の だ ろう 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム 、 こ の ハン バー グ を 食べ て み ま す か ? 」 

「 み ん な に 食べ て も ら え ば 良かっ た の に 」 

「12 人 いる か ら ま ずい 」 

「 水野 さん は ? 」 

「 ミスター ジャ ム に 聞い て みる ろ 」 

「 わ か っ た 」 

「 今 日 も 料理 教室 で し ょ ? 」 

だ 。 

「 な ん で すか ? 」 

「 エ ビ の ココ ナツ ミル ク 煮 」 

「 お いし く で きま し た か ? 」 

「 少 し は お いし く な っ た 」 

「 お 昼 の パン が 少し ある か ら 」 

「 わ か っ た 」 

湯 花 邪 無 は 、 水 野 ま さ み と ジニ が 調理 し た イン ド ネ シア 風 ハ ンバーグ を 食べ 
守 。 

味 そ の も の は 、 完 全 に イン ド ネ シア で ある 。 ス パイ ス の せい で ある 。 
将 油 も 加え て いな いよ うだ 。 


「 す ご く お い し い 」 

「 あ り が と う ご ざ いま す ,」 

「 み な さん スパ イス 料理 を や っ て くれ る と うれ し いで す 」 
エミ ル か ら 電 話 が あっ た 。 
スパ イス 工房 の 機械 の すべ て が アー スバ ッ テ リ ー に な っ た 。 電灯 も アー ス 
バッ テリ ー に な っ た 。 お か し な こと な の だ が 、 ス パイ ス 工 房 の 電気 代 は タダ 
に な る 。 
故障 の こと を 考慮 し て 、 い まま で の 電源 は 確保 し て は いる が 、 故 障 が な けれ 
ば 使う こと は な い 。 

「 使い 勝手 は どう で すか ? 」 

「 今 まで と 何 も 変わ ら な い 」 

「 マ イナ ス に な る こと は 何 も な い の か ,」 

「 何 も な い 」 

「 お つか れ さ ま 、 エ ミル あり が と う 」 

「 新 宿 も や っ た ら ど うか 」 

「 水野 まさ み に 話 す 」 
水野 まさ み が 片 づけ を 終え て 帰っ て きた 。 

「 な か な か 食べ られ な いよ う ね 」 

「 おい しい 、 腕 は 確か だ 」 

「 あ り が と う 」 

「 ス パイ ス 工 房 が すべ て アー スバ ッ テ リ ー に な っ た 」 

「 電気 代 が ゼロ に な る 」 

「 ス パイ ス 湯 花 も で きる の で すか ? 」 

「 で きる 」 

「 どう すれ ば いい の で すか ? 」 

「 ア ー ス バッ テリ ー の ライ ティ ング を 仕事 に し て いる 会 社 で す 」 

「 ス パイ ス yuhana は どう する の で すか ? 」 

「10 月 1 日 に 工事 だ 」 

「 わ た し が ジン に 聞い て や り ま す 」 

「 お 願い し ます 


ジャ カル タ 港 


湯 花 邪 無 は 、 北 千住 の マン ショ ン に 帰る こと に 暗く な る 。 

多分 、 こ うし て 外食 ば か り に な っ て 肥満 する の だ ろう と 思っ て し まう 。 
イン ド ネ シア 風 ハ ンバーグ を つく っ て みよ うと 思っ た 。 

料理 に 興味 を 持っ た こと は 良かっ た 。 

沢 風 ゆ り が いな く な っ た こと は 、 や は り 寂 し い の だ 。 ジ ャ カル タ に ジン が い 
る の だ か ら 、 北 千住 に も う 1 人 いる こと は な い 。 欲 張り で ある 。 

し か し 、 沢 風 ゆ り は ご は ん も お いし か っ た 。 楽 し か っ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 水 野 ま さ み の イン ド ネ シア 風 ハ ンバーグ の レシ ピ を 持っ て 帰ら 
な か っ た 。 

それ で も 、 レ シ ピ に 慣れ て き て いる 。 だ いた いわ か っ て き て いる 。 

ご は ん を 炊い て いる 間 に 、 ハ ンバーグ を 2 つつ くる 。 サ ラダ を つく る 。 
焼き 方 は 、 強 火 で ガチ っ と や っ て 至 火 で 時 間 を か け て 焼く 。 

9 月 4 日 だ っ た 。 

日 本 は ジャ カル タ の よう に 暑い 。 

1 人 で ある 。 エ アコ ン を つけ っ ぱな し に し な いよ うに 気 を つけ る 。 沢 風 ゆ り 
が いた 時 は 、 何 も 気 に な ら な か っ た 。 

昨日 の 余り の ご は ん に チン を し て 納豆 ご は ん に する 。 味噌 汁 を つく れ ば いい 
の だ が 、 こ ころ が 動か な い 。 コ ー ヒ ー だ け は 煎れ る 。 

羽田 まで の アー スカ ー で 日 本 の ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 

少子 化 と 喜 わ れ て 1 0 0 年 が 過ぎ た の だ が 、 一 向 に 改善 し な い 。8 400 万 
人 に な っ た 。 

アー スバ ッ テ リ ー の 開発 者 の 先 里 風 香 は どう 吉 っ て いる の か 気 に な っ た 。 香 
風 里 先 を 検索 し て みた 。 エ ッ セ イ を 書い て いる は ず で ある 。 

『 豊 か さ を 維 持 し た い エ クス タ シ ー』 の キャ ッ チ コピ ー を 読ん だ 。 

ー 旦 豊か に な っ た 人 間 社 会 で は 、 豊 か さ を 維 持 し た い エ クス タ シ ー な る も の 
が あっ て 、 何 より も 優先 させ る の だ そう だ 。 

その 豊か さ を 維 持 し た い エ クス タ シ ー で は 、 子 ども が 増え る と 豊か な 社会 を 
維持 で き な い 考え が ある た め に 、 子 ども を 増やさ な い 風 習 と いう より 控 の よ 


うな も の が で きる た め に 、 子 ども が 増え ず に 人 口 が 減っ て いく の だ そう だ 。 
人 口 が 減る と 、 経 済 は 再生 産 と 消費 だ か ら 、 消 費 す る 生活 者 が 少な く な る の 
だ か ら 、 和 経済 は 縮小 し て 、 社 会 その も の も 縮小 し て 、 財 政 的 に も 破綻 し て し 
まっ て 、 社 会 は な く な る 。 

こん な よう な こと を 喜 っ て いる エッ セイ らし いし)。 

湯 花 邪 無 は 、 ダ ウン ロー ド し た 。 

日 本 に 較べ て ジャ カル タ で は 、 豊 か に な り 方 が 遅かっ た 。 2 1 1 4 年 の 今 が 
最高 に 豊か で は な いか と 思え る 。 人 日 も 3 億 3 千 万 人 で ある 。 ア メリ カ を 抜 
いて し まい そう で ある 。 イ ンド 中 国 イ ンド ネシア の 順に な る 。 経済 も 、 イ ン 
ド 中 国 ア メリ カイ ンド ネシア に な っ て いる 。 日 本 は 40 年 前 に イン ド ネ シア に 
抜か れ た 。 

し か し 、 香 風 里 先 に 従え ば 、 イ ンド ネシア は 、 こ れ か ら 苦 境 に 陥る こと に な 
る 。 豊か を 維持 し た いい エクスタシー に 目覚 め る こと だ 。 人口 減少 に な る 。 す 
で に 、 イ ンド や 中 国 や アメ リカ は 、 人 口 減少 を し て いる 。 

羽田 の 駐車 場 で 、 有 村 聡 と 真野 裕也 が 待っ て いた 。 

「 今日 も 佐野 次 郎 と 飯野 修 が ジャ カル タ に 行く 」 

「 私 を 追っ て いる の か 」 

「 湯 花 邪 無 が ジャ カル タ に 行く 曜日 と は 限っ て いな い 」 

「 華美 美鈴 と 湯 花 邪 無 の こと を 知ら な いと 思う 」 

「 そ れ は あり が た い 」 

「 沢 風 ゆ り が 裏切っ つっ たら わ か ら な く な る 」 

「 あ な た た ち は 私 を 裏切ら な い の か ,」 


「 私 達 は 警察 官 だ 」 


「 それ で 何 か 用 事 な の か 」 
「 多分 、 華 美美 錠 の 拉致 を 計画 し て いる と 思 つ 」 
「 証拠 は ある の か ,」 


「 ジ ャ カル タ の 戦車 の 会 社 と 組ん で いる か も し れ な い 」 
「 イ ンド ネシア は 戦争 の 道具 は つく ら な い 」 

「 お 金 で 座っ た か も し れ な い ,」 

「 注 意 し ろ な の か ,」 

「 あな た た ち は な せ ぜ 華 美美 錠 の 誘拐 を 防 ご うと する の か 


「 ア メリ カ か ら 外 交 ル ー ト と 通じ て 依頼 が ある 」 

「 保護 し て くれ ?」 

「 守 っ て くれ ,」 

「 拉致 の 犯人 を 特定 し て いる で は な いか 」 

「 訴 え が な いか ら 事 件 に な ら な い 」 

「 還 の 上 か ら 足 を 播 い て いる か の よう だ 」 

「 な る ほど ,」 

「 湯 花 邪 無 が ずっ と 華美 美鈴 を 助け て きた の 承知 し て いる 」 

「 なぜ 助 け て いる の か わか ら な い が 」 

「 今度 も 助け る か も し れ な い 」 

「 我 々 は ジャ カル タ で は 手 を 出せ な い 」 

「 私 に や れ と 吉 っ て いる の か 」 

「 吉 っ て いな い が 知 っ て いる 情報 は 知ら せる 」 

「 佐 野次 郎 と 飯野 修 は どん な 顔 を し て いる の か が 」 
湯 花 邪 無 は 、 は じ め て 、 佐 野次 訪 と 飯野 修 の 顔 を 知っ た 。40 歳 か 50 歳 だ 。 
忍者 で は な いか も し れ な いと 思っ た 。 妨 者 だ っ た ら 、 羽 田 で 、 華 美美 鋼 に 簡 
単に は 置い て いか れ な い だ ろ うつ 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

DS の も た だ の ダ ュ 
ジン が 聞い て きた 。 

「 な に が ,」 

「 顔 が 沈ん で る 」 

「 また 羽田 に 会 いた く な い 人 が いた か ら 」 

「 拳銃 を 持っ た オト コ か ,」 

「 いい 人 だ 」 

「 気 に な る 」 

「 心配 いら な い 」 

「 わ た し お 昼 か ら バ ンコ ク 」 

「 何 か あ り ま すか ? 」 

「 タイ 料理 食べ て くる 」 


「 わ か っ た 」 

「 今 日 は 夕食 会 で し ょ ? 」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ン に 話し た か どう か 記憶 が な か っ た 。 料 理学 校 の 仲間 8 人 と 
晩 ご は ん を 食べ る 。 アル コー ル が な いか ら 飲 み 会 に は な ら な い 。 

「 夜 は マン ショ ン ? 」 

Ooey リ = 

「 遅 く な ら な いよ うに 」 

リ ニ が コー ヒー を 持っ て きた 。 

「 ジ ン と 一 緒 に バン コク に 行く 」 

「 それ は よかっ た 」 

「 ミスター ジャ ム は 行か な い の か 」 

「 今 日 は 用 事 が ある 」 

「 そ れ は 残念 

湯 花 邪 無 は 、 買 い 物 が ある と 吉 っ て 外 に 出 た 。 

「 佐野 次 郎 と 飯野 修 は 何時 の 飛行 機 に 乗っ た の だ 」 

「 9 時 だ 」 

「 東 京 時 間 か 」 

が 補う だ 。 

湯 花 邪 無 は ジャ カル タ 空 港 に 向かっ た 。 

時 差 は 2 時 間 だ 。 

急 が な いと 間に合わ な い 。 

湯 花 邪 無 は 運転 を アー スカ ー に 任せ て 着替え た 。 ラ フ な ジャ カル タ の 野郎 に 
な っ た 。 帽子 を か ぶっ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 到 着 ロ ビー で 佐野 次 郎 と 飯野 修 を 待っ た 。 

2 人 は 顔 パ ス で 入国 で きる の だ ろう か ら 、 前 科 な ど は な いこ と が わか る 。 身 
元 は し っ か り し て いる の だ 。 

佐野 次 郎 と 飯野 修 は 最初 に 出 て きた 。 何 も 持っ て いな い 。50 分 で や っ て くる 
の だ か ら 何 も いら な い の だ ろう 。 

2 人 は 駐車 場 に 向かっ た 。 

湯 花 邪 無 は アー スカ ー の 中 で 、 佐 野次 郎 と 飯野 修 の 車 が 発車 する の を 待っ 
旋 。 


車 の 中 は 2 人 の よう だ 。 佐 野次 郎 と 飯野 修 は 車 を 駐車 さす て いた の だ ろう っ つ 。 
どこ へ 行く の か が 。 

ジャ カル タ 港 へ 向かっ た 。 

華美 美 負 を 舶 で 日 本 へ 連れ て くる の だ 。 

高速 で 航行 し そう な 舶 の 中 へ 人 和信 っ て 行っ た 。 

湯 花 邪 無 は 羽田 で 華美 美鈴 を 守る 方 法 は 心得 て いる 。 華 美美 負 の 短 距離 選手 
の よう な 足 の 速 さ だ 。 湯 花 邪 無 の アー スカ ー ま で 走ら せれ ば よい 。 し か し 、 
羽田 以外 で は 、 ど こ に 向かっ て 走ら せれ ば よい の か わか ら な い 。 

ジャ カル タ で は 、 ジ ャ カル タ 港 か ら 船 だ っ た ら 、 ど うす る か 考え な けれ ば な 
ら な い 。 

「 た だ いま ー」 

「 お か えり な さい ,」 

湯 花 邪 無 が スパ イス y u h a n a に 戻っ た の は 、15 時 を 過ぎ て いた 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム な に を し て いた の だ 」 

ラナ ン が コー ヒー を 持っ て きた 。 

「 今 日 の ご は ん は 余っ て な いか 」 

「 お 昼 を 食べ て な い の か ,」 

ラナ ン は 5 分 も し な いう ち に ラー メン を つく っ て きた 。 

「 余り の 野菜 だ 」 

「 あ り が と う 」 

「 何 を し て いた の だ 」 

「 海 を 見 た く な っ た 」 

「 港 に 行っ た の か 」 

ko リコ 

「 お いし い レ スト ラン が た くさ ん ある 」 

「 海 を 見 て いた 」 

「 お 店 に 出 て る か ら 用 事 が あっ た ら 電 話し て くれ 」 

「 わ か っ た 」 

「 お いし い の か ,」 

「 最高 だ 」 


「 先 に お いし いっ て 吉 わ な いと これ か ら 作 っ て も ら え な い 」 


「 あり が と う 」 
「 変 わっ た こと あり ませ ん か ? 
「 順調 」 
バン コク か ら は メー ル も な か っ た 。 
17 時 に な っ て ジン と リ ニ が バン コク か ら 帰 っ て きた 。 
「 ク ロン トイ 市 場 で 食べ 歩い た 」 
「 レス トラ ン じ ゃ な く て で すか ? 」 
「 屋台 の レス トラ ン が た くさ ん ある 」 
「 みん な お いし い 」 
「 今 度 の 9 月 11 日 の 誕生 会 は タイ 料理 に する 」 
「 タイ 舞踊 団 も 頼ん で きた ,」 
「 タイ 料理 の レス トラ ン に も 今 行っ て きた 」 
「 ジ ャ カル タ に ある タイ 料理 の レス トラ ン 」 
ジン は 、 湯 花 邪 無 の 同意 を 求め て いる の で は な い 。 結果 報告 を し て いる の 
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「 もう 出 る の ? 」 
「 え え 」 
「 わ た し みん な に 連絡 し て か ら 帰 る か ら 」 
「 9 月 11 日 し か 連絡 し て な いか ら 」 
「 タイ 料 理 に タイ の 舞踊 団 だ っ て 知ら せな いと いけ な い ,」 
「 みん な 楽し み に し て る 」 
「 お 願い し ます 
「 誕生 日 祝 は 同じ だ けど 」 
湯 花 邪 無 は 、18 時 ピッ タリ に 、 ダ ウン タウ ン の イン ド ネ シア 料理 店 に 入っ 
た 。 
ミナ と 行く よう な 所 で は な い 。 
日 本 の 居酒屋 の よう な 所 だ 。 お 酒 が な い だ け で 雰囲気 は 同じ で ある 。 
た くさ ん の 料理 を みん な で 摘む 。 
「 ミス ター ユル 八 ナ 大 丈夫 か ? 」 
主婦 の サナ が 聞い た 。 
「 サナ は 平気 な の か 」 


「 こ この レス トラ ン も 教え て いる 」 
「 料理 学校 の 仲間 だ と 出 や すい 」 
「 今日 は 美人 で し ょ ? 」 
Op パー 
「 これ が フツ ウ だ か ら 」 
「 ま だ 揃っ て な い の か 」 
ヤ ユ ク が や っ て きた 。 
「 みん な お 店 は 休み な の か ,」 
「 休 ん だ 」 
「 た ま に は 息抜き も 必要 だ 」 
8 人 で ある 。 今 の 湯 花 邪 無 と は 友達 に は な れ そ う も な い 人 達 で ある 。 
湯 花 邪 無 に は 、 お 漂 が な く て 話 に 夢中 に な る ジャ カル タ の 人 が お も し ろ い と 
思う 。 日 本 人 の 湯 花 邪 無 に は 、 少 し 物足りな い 。 少 し アル コー ル が 入っ て 八 
イ に な っ て いた 方 が 、 お も し ろ い 話 が で きる 。 
愉快 で 楽し い 時 間 だ っ た 。 
「 みん な で 分 ける か ら 」 
ラ エ ル が スマ ホ で 計算 し て 知ら せ た 。 
「 も う 2 時 間 経 っ た の か 」 
「 も っ と 話し た い の か ,」 
ES じ が か が ら た 。 
「 ミス ター ユ 八 ナ は 失業 中 だ が お 金 は 払え る の か 」 
「 董 え が あ る 」 
「 明 日 は ミナ に は 内 緒 だ か ら 」 
「 ミ ナ に 吉 う と ミス ター ジャ ム が し か られ る 」 
みん な 納得 し た 。 
すご く 安 上 が り で ある 。 
ミナ が 紹介 する レス トラ ン で 2 人 で 食事 を する より も 安上がり だ 。 
「 た だ いま 」 
「 お か えり 」 
「 楽 じ か っ た ?」 


「 楽 し い 時 間 だ っ た 」 


「 ご は ん は ? 」 

「 コ ー ヒ ー が いい 」 

「 先 に シャ ワー し た ら ?」 
「 わか っ た 」 


レト ルト 鶏肉 バジ ル 炒 め 


9 月 5 日 で ある 。 

「 わ た し 先 に 行く か ら 」 

「 ジ ニ と カワ ン 食 品 に 行く か ら 」 

「 あ あ 」 

「 レ トル トバ ジル ソー ス と レト ルト 鶏肉 バジ ル 炒 め を 頼ん で ある 」 
「 ジ ニ は レト ルト 全般 も や る ん で すか ? 」 
「 い け な い 7? 」 

「 任せ ます けど 」 

「 和 食 学 ん で いる の は 知っ て る 」 

「 あ あ 」 

「 遅 く な る か ら 出 る か ら 」 

「 わ か っ た ,」 

「 コーヒー 煎れ て ある 」 

「 あ り が と う 」 
湯 花 邪 無 と ジン は 、 つ いつ い 会 社 の 話 が 多く な る 。 途中 で 打ち 切ら な いと 会 
社 に 遅れ る 。 

「 お は よう ,」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

リ ニ が や っ て きた 。 

「 料理 教室 で すか ? 」 

スッ (= 

「 す ぐに 出かけ られ ます か ? 」 

「 な に か あり ます か ? 」 


「 ハ ルー ブ 茜 煎れ よう と 思っ て 」 

「 お 願い し ます , 

「 リ ニ は ファ ン で すか ? 」 

「 ハ ー ブ 茸 お いし いで す 」 

「 わ か り ま し た ,」 

湯 花 ジャ ム は 、 ス パイ ス し か や っ て こ な か っ た が 、 ハ ー ブ プ も 研究 し な いと い 
け な い と 思っ た 。 

「 ミ スタ ー ユ ハナ お は よう ご ざい ます ,」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

「 9 月 9 日 は 予約 し た か ら 遅 れ な いよ うに 」 

「 わ か り ま し た 」 

料理 教室 の 7 人 の 仲間 は 笑っ て いる 。 

昨日 の こと は ミナ に は 内 緒 だ と みん な 知っ て いる 。 

「 今 日 は 魚の 揚げ 物 に サン バル で す 」 

「 レ シ ピ を 配り ます か ら 買 い 物 を し て き て くだ さい 」 

「 魚 は 何 に する の だ 」 

「 お いし そう な も の だ っ た ら な ん で も よい ,」 

「 油 と か は 料理 学校 の を 使 つ の か 」 

「 か まわ な い 」 

イン ド ネ シア で は 、 最 近 は 、 調 理 さ れ た 魚 も 売っ て いる し 下 処理 だ け の 魚 も 
売っ て いる 。 も ちろ ん 、 網 か ら 上 が っ た まま の 魚 も 売っ て いる 。 
「 な まず に し よう 」 


ヤ ユ ク が 吉 っ た 。 
主婦 の 2 人 は 、 顔 を し か め た 。 ど うし た らい い の か 全く 見 当 も つか な い だ ろ 
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「 ヤ ユ ク は 揚げ 物 に で きる まで に お ろ せ る の か 」 

「 やら せ て も ら っ た こと は な い が 見 て いる か ら な ん と か な る 」 
「 最悪 の 場合 は ミナ に 教 わ れ ば いい 」 

「 そ の た め の 料 理 教室 だ か ら 」 

8 人 で な まず を 2 匹 買 っ て 帰っ た 。 

「 包 は あり ます ,」 


「 ミナ 教え て くれ 」 
「 難 し い 魚 を 買っ て きた 」 
な まず の 揚げ 物 に サン バル は お いし か っ た 。 
みん な お いし か っ た よう だ 。 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ の 揚げ 物 は お いし く で きま し た ,」 
「 サ ン バ ル も 最高 で す 」 
「 持 っ て 帰っ て 使っ て くだ さい 」 
「 小瓶 が ある か ら ど う ぞ 」 
ミナ は 、 湯 花 邪 無し か 教え て いな いか の よう で す 。 
それ で も 7 人 は 笑っ て いる 。 
だ 技 1 まで 」 
「 お か えり な さい ーー」 
みん な は コー ラス の よう に 声 が 揃う つ 。 
ジン と ジニ が 帰っ て いた 。 
「 ミスター ジャ ム 、 今 日 は な ん だ 」 
「 な まず の 揚げ 物 と サン バル ソー ス だ 」 
「 お いし く で きた の か ,」 
「 ミ ナ に 春 め ら れ た ,」 
「 ミナ は 先生 な の か ,」 
Sky 
「 サ ン バ ル ソー ス だ けど 」 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム が つく っ た の か ,」 
Sa 
「 わ た し いた だ いて いい か 」 
たく 
「 お 昼 ご は ん に 使っ て みる 」 
ジニ は 興味 深 そ うに 湯 花 邪 無 か ら 小瓶 を 受け 取っ た 。 
「 報告 し て お く 」 
「 こ れ レ トル トバ ジル ソー ス 」 
「 た くさ ん 他 の 会 社 も や っ て いる か ら 特 別に 試作 し た わけ じゃ な いら し い 」 
「 レ トル ト 鶏 肉 バ ジル 炒め 」 


「 これ も すでに ある ん だ けど y u h a n a の 唐辛子 と スパ イス を 使っ て も 
ら っ た ,」 
「 ジ ニ の レシ ピ 」 
「 1 0 0 つく っ た か ら 5 つ 北 千住 に 置い て お け ば いい 」 
「 区 く か ら 」 
「 い くら な の か 」 
「82 円 」 
「 ス パイ ス yuhana は 1 5 4 円 で ネッ ト 販 売 と 自分 の 店 売り を する 」 
「 バ ジル は yuhana の 森 か ら 買っ て も ら う 」 
「 生 葉 と 乾燥 バジ ル も や る の か 」 
「 バ ジル で 3 つの 商品 」 
「11 月 1 日 発売 」 
「 わ か っ た 」 
湯 花 邪 無 は レト ルト 鶏肉 バジ ル 炒 め を 持っ て ジャ カル タ 空 港 へ 急い だ 。 
「 こんにちわ び ー」 
「 こんにちわ びー」 
「 牧野 さん ちょ っ と 」 
湯 花 邪 無 は 、 売 場 に いた 牧野 由香 を 呼ん だ 。 
牧野 由香 は 心配 そう に 湯 花 邪 無 に 続い て 2 階 ヘ へ 上 が っ た 。 
4 人 の 女子 社員 と カラ オケ に 行く こと に な っ て いる 。 雰囲気 と し て 、 急 に 用 
事 が で きた か ら と 吉 わ れ そ うだ っ た 。 
「 水野 さん こん に ち わ 」 
「 どう し た ん で すか ? 」 
「 これ を 食べ た いん だ けど 」 
「 レト ルト で すか ? 」 
「 自 分 で で きる けど ご は ん 余っ て な い だ ろ うか 」 
「 お 昼 の ご は ん で すか ? 」 
「 これ は な ん で すか ? 」 
「 レ トル ト 鶏 肉 バジ ル 炒 め 」 
「 どう し た の で すか ? 」 
「 ジ ャ カル タ と バン コク で 販売 し て みよ うと 思っ て いる ん だ けど 」 


「 ハ ハープ? 」 

「 な つう で す 」 

「 バ ジル ? 」 

「 生 バ ジル と 乾燥 バジ ル と レト ルト 鶏肉 バジ ル 炒 め 」 
「 1 つ し か な い の で すか ? 」 

「 湯 花 邪 無 は 5 つ を テー ブル に 出し た 」 

「 わ た し も 食べ て みる か ら 牧 野 さ ん も 食べ て みて 」 
牧野 由理 は 、 厨 房 に 急い だ 。 

「 変 わっ た こと は あり ませ ん か ? 」 

「 順調 で す 」 

レト ルト 鶏肉 バジ ル 炒 め は ホン ト に お いし か っ た 。 
スパ イス yuhana の スパ イス を た くさ ん 使っ て いる か ら か も し れ な い 。 
「 こ れ お い し いわ びー」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は 料理 教室 だ っ た で し ょ ? 」 
大 

「 お 昼 を 食べ て な いん で すか ? 」 

「 な まず の 揚げ 物 に サン バル ソー ス だ っ た ,」 

「 難 し い 料 理 」 

水野 まさ み は 、 ご は ん も 一 緒 に 食べ て いる 湯 花 邪 無 を 見 て 聞い た 。 
「 牧野 さん は どう 思い ます か ? 」 

「 す ご く お い し いか ら 5 発売 し た ら 売 れる と 思う 」 
「 そ う で すか ,」 

「 いつ 発 売 す る の で すか ? 」 

「11 月 1 日 

「 わ さび と 鳥 と 米 の スー プ と 同じ で すか ? 」 
だ 

「 値段 も 同じ で すか ? 」 

の 記 J 

「 日 本 で も 売り ます 」 

「 あ あー そし た ら ジ ン と 相談 し て くだ さい 」 

「 ジ ニ が 行っ て いる けど 」 


「 ジ ニ も 同じ よう に 思っ て いる か も し れ な い 」 

「 相 談 し ます 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム 、 今 晩 だ けど 」 

「 空け て あり ます 」 

牧野 由理 は 、 1 番 気 に な る こと を 聞い て きた 。 

「 みん な 楽し み に し て る か ら 」 

「 水野 さん に も 話し て あり ます 」 

「 ミスター ジャム の 歌 な ん て 想像 で き な い 」 

「 上 手 く は あり ませ ん 」 

「 う わ さ が 広がっ て る けど 」 

「 6 時 に ここ に いて くだ さい 」 

「 わ か っ た 」 

「 カ ラオ ケレ スト ラン で すか ら ご は ん も お いし いで す 」 

「 わ か っ た ,」 

湯 花 邪 無 は アー スバ パ バッテリー を 検索 し た 。 

華美 美 負 が 月 へ 行く 話し が た くさ ん 出 て くる 。 事 故 を 起こ し て 最初 の フラ イ 
ト だ か ら 危 な い の で は な いか と の 意見 も た くさ ん ある 。 

細か く 全 部 読ん で みた が 、 華 美美 負 が ジャ カル タ に 来る 話し は どこ に も な 
い 。 し か し 、 有 村 聡 と 真野 裕也 が 、 佐 野次 郎 と 飯野 修 が 何 度 も ジャ カル タ を 
訪れ て いる と の 情報 を くれ た 。 

華美 美 負 が 近々 に ジャ カル タ に 来る こと は 間違い な いと は 思う 。 

佐野 次 郎 と 飯野 修 は ジャ カル タ 港 で 高速 舶 に 入っ て 行っ た 。 

華美 美 狼 は 月 へ 行く の だ 。 忙 し い 。 ジ ャ カル タ に 来る わけ が な い 。 何 を し に 
来る の だ 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム 6 時 に な っ た けど , 

「 平気 で す 」 

「 歩い て 行き ます 」 

新宿 で ある 。 少 し 歩け ば 、 カ ラオ ケレ スト ラン の お 店 は た くさ ん ある 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム こ ん ば ん わ ー」 

まだ 明る い の だ が 、 お 店 の 前 で 4 人 が 待っ て いた 。 

最新 の ラン キン グ で は 、 震 星 で の 恋 の 歌 が 1 位 だ っ た 。 2 人 で 直 星 に 着陸 し 


て 住む 話 だ 。 食べる も の が 何 も な いし 水 も な い の だ が 、 そ ん な こと を 吉 っ て 
いた ら 若 者 の 中 に は 入れ な い 。 今日 も 誰か が 歌う は ず で ある 。 
アジ アン テイ スト の カラ オケ レス トラ ン で ある 。 個室 レス トラ ン に カラ オケ 
が 付い て いる 。 
の の 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム の 歌 は 聴け る 」 
「 こ ん な 歌 は どこ で 習っ た の で すか ? 」 
1 5 0 年 前 に 流行 っ た の だ が 、 も う 忘 れ ら れ て いる 。 時 々 テレ ビ で 歴史 を 振 
り 返 る 時 に 出 て くる 音楽 だ 。 
「 ジ ャ カル タ の 社員 が ステ キ だ っ て 吉 っ て いた の が わか る 」 
湯 花 邪 無 は 社長 だ か ら 持ち 上 げ て いる と し か 思え な い 。 
「 音 程 外し て な か っ た の が いい よね 」 
結局 、 イ エス タデ イ と レッ トイ ッ ト ピ ビー を 歌っ た 。 
ラナ ン に 教わっ た ビー トル ズ の 曲 で ある 。 他 に 何 も 歌 えな いわ け で は な い 
が 、 リ クエ スト が 、 こ の 2 曲 な の だ 。 
「 レ ッ ト イ ッ ト ビ ー と イエ スタ デイ の 他 に 仕入れ な いと 難し く な る か も 」 
北 千住 の マン ショ ン に 帰っ て 湯 花 邪 無 は ラナ ン に メー ル し た 。 
「 今日 は 上 手 く いっ た の か 」 
「 音程 を 外さ な いら し い 」 
「 わ か っ た ,」 
短い メー ル が ラナ ン か ら 返 っ て きた 。 


カサ プ ブラ ンカ の お 店 


9 月 6 日 だ っ た 。 土 曜日 だ 。 

湯 花 邪 無 は パン を 買う の を 忘れ て いた 。 コ ー ヒ ー は 豆 を 挽い た 。 羽 田 で お そ 
ば を 食べ よう と 思っ た 。 だ ん だ ん 、 北 千住 の 朝 ご は ん を 食べ な く な っ て き て 
いる 。 よ く な いと 思う 。 

タ ベ ッ ト の イン ド ネ シア の 朝 ご は ん の 方 は 、 し っ か り 食 べら れ て いる 。 
和食 に し た ら ど うか と 思う の だ が 、 ご は ん を 炊 か な いと いけ な い 。 


沢 風 ゆ り が いた 時 は 、 こ ん な こと は 考え も し な か っ た 。 

羽田 に 向かう アー スカ ー で ニュ ー ヨ ー ク の ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 

アメ リカ の 人 種 問題 は 、 1 0 0 年 毎 に 薄 ま りつ つ あ っ て 、 1 0 0 年 前 に は 、 
黒人 初 の 大 統領 だ っ て いた 。 確か に 薄 ま っ て は き て いる の だ が 、 そ れ で も 、 
問題 が 起こ っ て いる 。 

肌 の 色 は 紫外 線 に 対し て 皮膚 が メラ ミン 色素 を 用 いて 防御 し て いる 技 に 過ぎ 
な い 。 

2 2 1 4 年 に は どう な っ て いる の だ ろう か 。 

湯 花 邪 無 は 搭乗 ロビ ー で お そば を 食べ た 。 

搭乗 ロビ ー だ け に 素早 く 出 て くる 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

スパ イス y uh an a は 年 中 無休 で ある 。 

社員 は 、 週 に 4 日 働く 。 シ フト 勤務 を し て いる 。 残業 な ど は な い 。 

「 カ カサ プラ ンカ だ けど 」 

「 飛行 機 予 約 し た 方 が いい で すか ? 」 

リ ニ が コー ヒー を 持っ て や っ て きた 。 

「 明 日 日 帰り だ か ら 後 で 清算 し ます 」 

2 三才 お です よ が? 。 

の 記 ュ 

お が か っ た 

「 イ エス タデ イ は 良かっ た らし いけ ど 」 

「 早い な 」 

「 下 に いま すか ら 呼 ん で 下さ い 」 

「 わ か っ た 」 

湯 花 邪 無 と ジン は 、 カ サブ プ ブラ ンカ に 行く こと に し て いる 。 こ っ ち は プ ライ 
ペー ド だ 。 

「 明 日 の チケ ッ ト を 今 買 うか ら 」 

「 今晩 キャ ン セ ル す る 」 

「 わ か っ た 」 

カサ ブラ ンカ まで は 50 分 だ 。 日 帰り に し な いと お か し い 。 


湯 花 邪 無 は 3 回 目 の 大 学 の 講義 の テー マ を 考え る こと に し た 。 2 回 目 は レッ 
ド ペ ッ パ ー だ 。 レッ ド ペ ッ パ ー は 、 リ ー マ イ が 手伝っ て くれ て いる の で 、 も 
う 出 来 上 が っ て いる も 同じ で ある 。 

3 回 目 11 月 1 日 を 何 に する か だ 。 

ター メリ ッ ク が いい の で は な いか と 思っ た 。 

ジン は 、 息 査 法 人 か ら 呼 ば れ て いる と 吉 っ て 出かけ た 。 お 昼 ま で に 帰っ て く 
る か どう か わか ら な い 。 

イン ド ネ シア で は 、 ク ニッ ツ と いう イン ド ネ シア 原産 の ター メリ ッ ク が あ 
る 。 日 本 で は ウコン 。 春 ウコン ト 秋 ウコン が ある 。 

原産 は イン ド で 、 生産 も 輸出 も イン ド が 1 番 で ある 。 カ レー の スパ イス で は 
欠か せな いり 。 

スパ イス yuhana で も た くさ ん 売っ て いる 。yuhana の 森 で も た く 
さん 栽培 し て いる 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム ご は ん だ けど 」 

「 わ か っ た 」 

「 ジ ン は 監査 法人 で 食べ る そう で す 」 

「 わ た し と 食べ て くれ っ て メー ル 来 まし た 」 

「 それは うれ し い 」 

デー ヨゴ レン だ は けど 

お か っ た だ 

お 昼 は みん な で 食べ る 。 担当 は 持ち 回 り に な っ て いる の で 時 間 通 り に 食べ な 
いと 仕事 に さしつかえ る 。 

19 時 に 、 湯 花 邪 無 と ジン は 、 ジ ャ カル タ 空 港 に いた 。 

「 ち ょ っ と 明日 の チケ ッ ト を キャ ン セ ル し て くる 」 

「 え え 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム も キャ ン セ ル し た けど その チケ ッ ト で 清算 し て 」 

「 わ か っ た 」 

結婚 し て し まえ ば な ん と も な いこ と な の だ が 、 ス パイ ス yuhana の みん 
な に は 内 緒 に し て いる 。 

ジン が いる の に 、 華 美美 鈴 に 心 が 揺 さぶ られ る 自分 を どう し た も の か と 悩ん 
で し まう 。 ジ ン を 愛し て いる こと は 確か な の だ 。 


ジン と 湯 花 邪 無 は 、F AR 通り の ホテ ル に チェ ッ ク イ ン を し て 、 


理 店 に 出かけ た 。 

ジン は 、 モ ロッ コ 人 の よう に 装っ た 。 

カフ タン ワン ピー ス ド レ ス の お 店 に 向かっ た 。 
藍 色 の ドレ ス に し た 。 シ ュー ズ も 合わ せ た 。 

「 キ レイ ?」 

「 最高 だ 」 

「 つ うれしい,」 

F AR 通り の モロ ッ コ 料理 の レス トラ ン だ っ た 。 
ゆっ くり し た 時 間 が 流れ る 。 

9 月 7 日 だ っ た 。 日曜 で ある 。 

「 わ た し 昨日 の ドレ ス で 行っ て も いい か な ー」 
の の 

「 で も 交渉 で し ょ ? ュ 

「 ジ ン が 交渉 し て くだ さい 」 

「 な ん で ?」 

「 ジ ン が 社長 だ と 吉 う か ら 」 

「 ス パイ ス yuhana で も 社長 や っ て る 」 

「 ミスター ジャム が いる か ら 安 心して や っ て る 」 
「 こ の 通り に ある ん だ けど 」 

「 こ ん な 立派 な 通り で スパ イス の お 店 や っ て いけ る か な ー」 
「yuhana の スパ イス は 高 品質 の スパ イス だ か ら 」 
ie で まう 

7 階 建 て の ビル の 1 階 だ っ た 。 

「 2 階 も 借り る 予定 だ 」 

「 2 階 は ネッ ト 販 売 の 予定 だ けど 」 

「 ス パイ ス yuhana の よう ね 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 
主人 が 待っ て いた 。 

「 イ スマ ル お は よう ご ざい ます 」 

「 よ くい らっし ゃ いま し た ,」 


モロ ッ コ 料 


「 ス パイ ス yuhana カ サブ プラ ンカ の 社長 の ジン で す ,」 
「 モ ロッ コ 人 で は な い の か ,」 
「 ジ ャ カル タ の 人 だ 」 
「 キ レイ だ 」 
「 モ ロッ コ 人 か と 思っ た 」 
「 吉 葉 は 英語 で いい の か 」 
富 う だ 、 
「 い つか ら 引 き 継 いで くれ る の か 」 
湯 花 邪 無 は 黙っ て いた 。 
「 都 合 が あり ます か ? 」 
ジン が 話し は じ め た 。 
「 2 階 に 住ん で いる が 引っ 越し を や っ て いる 」 
「 9 月 中 に は 引っ 越す 
「 1 階 と 2 階 を 貸し て いた だ ける の で すか ? 」 
宏 5 だ 』 
「 イ スマ ル さ ん は どう され る の で すか ? 」 
「 ここ の 賃料 で 静か に 暮らす 」 
「 引 退 す る の で すか ? 」 
「 オ リー プ オ イル を ここ で 販売 を は じ め て ビル に も な っ た 」 
「78 に な っ た か ら 静 か に 暮らし た い 」 
「 3 階 か ら 7 階 は オフ ィ ス で すか ? 」 
「 貸 し て いる 」 
「 こ の ビル は イス マル さん の も の で すか ? 」 
op ガ /= 
「 奈 件 が ある 」 
「 オ リー プ オ イル の 販売 の 仕事 は 引き 継い で 欲し い 」 
「 これ は 譲れ な い 」 
ジン は 湯 花 邪 無 の 顔 を 見 た 。 
湯 花 邪 無 は 少し うな ずい た 。 
「 賃料 の こと だ けど 」 
「 3 階 か ら 7 階 の 賃料 だ 」 


「 1 回 と 2 階 は 高く し た い が オ リー プ オ イル を 引き 継い で くれ る の だ っ た ら 
3 階 と 同じ で か まわ な い 」 

ジン は 、 ジ ャ カル タ の スパ イス y uh a n a よ り も 安い こと に 驚い た 。 す ご 
い 通 り に ある の に 。 

「10 月 1 日 か ら 少 し 改装 し て いい か 」 

「 9 月 末 に 引き 継ぐ の か 」 

そう な る 」 

「11 月 1 日 か ら 営 業 を は じ め る 」 

「 ス パイ ス と オリ ー プ オイ ル の 販売 店 だ 」 

「 わ か っ た ,」 

「 オ リー プ オ イル の 商品 を 教え て くだ さい 」 

「 賃料 は いい の か 」 

ジン は 湯 花 邪 無 の 顔 を 見 た 。 

「 か まわ な い 」 

「 契約 を し て も いい の か 」 

「 サ イン を し て 帰る 」 

イス マル は うれ し そう に オリ ー プ オイ ル の 取扱 商品 の 説明 を は じ め た 。 

区 い た こと に 、 イ スマ ル は 、 広 大 な オリ ー プ 畑 を 持っ て いて yuhana の 
条 モ ロッ コ に テニ スコ ー ト 1 0 0 0 枚 分 の 土地 を 売っ た アマ ル か ら 、 オ リー 
プ オ イル を 買っ て いた 。 

「 ア マル は 今日 14 時 に 会 える そう だ 」 

「30 分 も ら っ た 」 

「 引 継ぎ の あい さ つ を や っ て くれ ,」 

「 わ かり まし た 」 

食事 の 用 意 を する か ら 少 し 時 間 を くれ と イス マル に 吉 わ れ て 、 湯 花 邪 無 と ジ 
ン は 、F AR 通り に 出 た 。 時 い 。 

「 ア マル へ の 支払 い は まだ や っ て いな い が 」 

「 今日 決め な いと いけ な い 」 

「 9 月 末 20 万 ドル で いい の か 」 

「 柴 田 五 郎 さ ん へ の 支払 いも 9 月 末 で いい の か 」 

「30 万 ドル だ 」 


「 会 える の か 」 

湯 花 邪 無 は 、16 時 に 柴田 五郎 と 会 う 約 束 を し た 。 

「 契約 書 に サイ ン す る と 吉 っ た か ら 頼 む 」 

「 わ た し が サイ ン す る の か ,」 

「 ス パイ ス yuhana カ サ プ ブラ ンカ 社長 に し て くれ 」 
「 ま だ 社長 で は な い が 」 

「 明 日 社長 に する 」 

「yuhana の 森 モ ロッ コ は 40 万 ドル の 資本 で いい か 」 
「 ス パイ ス 工 房 モ ロッ コ は 50 万 ドル の 資本 で いい か 」 

「 か まわ な い 」 

「 ま た すぐ に カサ ブラ ンカ に 来 て 預金 を つく る 」 

「 会 社 も 設立 する 」 

「 ス パイ ス yuhana カ サブ ラン カ の 資本 は 10 万 ドル で いい か 」 
2 が か うだ 

「10 月 1 日 に 会 社 が で きる よう に する 」 

「 わ か っ た 」 

14 時 ピッ タリ に 、 湯 花 邪 無 と ジン と イス マル は 、 ア マル の 豪 認 に いた 。 
「 ミ スタ ー ユ ハナ 久しぶり だ 」 

「 イ スマ ル の オリ ー プ オイ ル の 販売 店 を 引き 継ぐ で そう だ けど 」 
「 社長 の ジン だ 」 

「 モ ロッ コ 人 で は な いい のか,」 

「 ジ ャ カル タ だ ,」 

「 カ フタ ン が 似合う 

「 あ り が と う ご ざ いま す ,」 

「 土地 を 譲っ て いた だ いた お 支払 いで す が 」 

「20 万 ドル で 9 月 30 日 に 振り 込ま せ て いた だ きま す ,」 

「 す ぐに 秘書 らし い 男 が や っ て き て 書類 を 渡し た 」 

「 支払 日 を 入れ て サイ ン も し て くれ ,」 

「 ジ ン は 直 踏 な く 支 払 日 を 入れ て サイ ン を し た 」 

「 2 通 つ くっ て いる 」 

「 わ か り ま し た ,」 


「 い つか ら 引 き 継 ぐ の か 」 

「10 月 1 日 だ が お 店 を 改装 し て 11 月 1 日 に オー プン する 」 

「 オ リー プ オ イル は 改装 中 も 販売 し て いる 」 

「 承知 し た 」 

「 ジ ャ カル タ で も オリ ー プ ブ オ イル を 売っ て くれ る と あり が た い 」 

「 検討 する 」 

ジン は 、 テ ニス コー ト 1 0 0 0 枚 分 の y uhana の 森 モ ロッ コ を 見 て 歩い 
た 。 

16 時 に 、 ジ ン と 湯 花 邪 無 は 柴田 五郎 の 0 オ フィ ス に いた 。 も う 撤 退 す る の だ 。 
整理 を し て いた 。 

「 ス パイ ス yuhana カ サ プ ブラ ンカ の 社長 の ジン で す ,」 

「 よろ し く お 願 いし ます ,」 

「 カ サブ ラン カ の 人 で すか ? 」 

「 ジ ャ カル タ で す 」 

「 カ フタ ン が 似合い ます 」 

「 契約 書 を つく っ て お きま し た 」 

「 私 ども の 社長 の ハン コ も 控 し て あり ます ,」 

「 サ イン し ます ,」 

「 9 月 末 に 30 万 ドル を 振り 込ま せ て いた だ きま す 」 

「 よろ し く お 願 いし ます ,」 

湯 花 邪 無 と ジン は 、 柴 田 五郎 の 会 社 か ら 買 っ た スパ イス 工房 モロ ッ コ を 見 に 
行っ た 。 

「yuhana の 森 モ ロッ コ で 栽培 し て な いか ら こ この 工房 も 稼動 し な い の 
ね 」 

「 エ ミル と 相談 し て 欲し い 」 

ジン は 、 そ の 場 で エミ ル に 電話 を し た 。 

「 う ん 一 30 万 ドル 9 月 末 で 支払 う 」 

「 ク ミン と パプ リカ と ター メリ ッ ク と シナ モン は ステ ファ ノ と アイ チャ が 近 
く の 農 場 で 探し て いる か ら 」 

「yuhana の 森 モ ロッ コ で 栽培 で きる まで 他 の 農場 の スパ イス を 買う 
の ?」 


「 手 配 し て いる 」 

「 ここ の スパ イス 工房 モロ ッ コ は ? 」 

「 ク ミン と パプ リカ と ター メリ ッ ク と シナ モン の 機械 を 持ち 込む 」 
「 レッ ド ペ ッ パ ー の 機械 は その まま 使う つもり だ けど ,」 
「 資本 は いく ら に し て くれ た の ? 」 

「50 万 ドル 」 

「30 万 ドル は 支払 いね 」 

「20 万 ドル も 使わ な いで 機械 買え る 」 

「 工房 も キレ イ に で きる 」 

「 明 日 ファ ティ マ と 一 緒 に モロ ッ コ に 行く か ら 」 

に アデ イマ ラフ て を 

「 ジ ャ カル タ の スパ イス 工房 に いる モロ ッ コ 人 」 

と オシ ンチ ナタ ュ 

「 ア イチ ャ も だ けど 特 来 は モロ ッ コ の 人 で や っ た 方 が いい か ら 」 
「 わか っ た 」 

「 明 日 お 願い 」 

「 聞 いて た ? 」 

「 え え 」 

「 し いい いよ ね 」 

「 え え 」 

「 電 話し て よかっ た 」 


「 今 日 は どう する の ?」 
ペペ y Fa 

「 ご は ん つく ろう 」 

「 明 日 は 料理 教室 ね 
「 え え 」 

「 新宿 ね 」 

「 え え 」 


華美 美 負 ジ ャ カル タ 港 で 拉致 


「 わ た し ジャ カル タ と 東京 の 社員 全員 に メー ル 出 し た か ら 」 

「 今 で すか ? 」 

「 決ま っ た こと だ か ら み ん な で 協力 し な いと いけ な い 」 
湯 花 邪 無 は 、 ジ ン が 全員 に メー ル を し た 内 容 を 読ん だ 。 
そし て 、 ジ ン の スパ イス yuhana の 社長 と 水野 まさ み の ス パイ ス 湯 花 の 
社長 就任 を 、 全 員 に 知ら せ た 。 
湯 花 邪 無 は 会 長 に 就任 し た 。 
まだ 湯 花 邪 無 の 個人 経営 の よう で ある が 、 ス タイ ル は 先端 を いっ て いる と 
思っ て いる 。 

「 承知 し まし た 」 

「 水野 まさ みか ら す ぐに 返事 が きた 」 

「 わ た し 先 に 行く か ら 」 

「 わ か り ま し た ,」 

「 清算 する の 間違え な いで よ ? 」 

「 わ か っ た 」 
湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー で 、 ジ ャ カル タ の ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 華 美美 欠 
は 、13 日 に 月 に 向かう 。 今日 は 9 月 8 日 で ある 。 ジ ャ カル タ に 来る の は 月 か 
ら 帰 っ て か ら だ ろう か 。 どこに も 情報 が な い 
華美 美 錠 を 検索 し て みた 。 
出 て くる の は 、 月 へ 向かう 準備 状況 だ け だ 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます ,」 
朝 送 っ た メー ル を 全員 見 て いる の だ ろう が 、 湯 花 邪 無 の こと を 社長 と いう 人 
は 誰 も いな か っ た 。 当然 会 長 と も 吉 わ な い 。 ミ スタ ー ジ ャ ム と 呼ば れ て い 
る 。 

「 人 一 プティ ー に し まし た 」 

「 あ り が と う 」 


リ ニ が や っ て きた 。 す ぐに 料理 教室 に 行く こと を わか っ て いる 。 

に 守 ダ ー ヨ ハル お は よう 、 
ミナ の 月 水 金 の 料理 教室 は 8 人 な の だ が 、 ミ ナ は 、 湯 花 邪 無 に し か あい さ つ 
し な い 。 そ れ を みん な も よく わか っ て いる 。 

「 就職 は 決ま っ た の か 」 

「 主夫 も で きる よう に 修行 中 だ か ら 」 

「 オ トコ は お 金 も 稼 が な いと ダメ だ 」 

「 わ か っ て いる 」 
ミナ は 、 湯 花 邪 無 よ り も 少し 年 上 で ある 。 時 々 姉 の よう な 吉 い 方 に な る 。 
「 今日 は テン べ で す 」 
イン ド ネ シア 風 納豆 で ある 。 湯 花 邪 無 も 知っ て いた が つく っ た こと は な い 。 
「 テ ン ペ だ け で は お 昼 に な ら な いか ら ナ シゴ レン を や っ て も いい か ,」 
ラ エ ル が 聞い た 。 

「 ナ シゴ レン の レシ ピ も 配る 」 

ミナ は 、 み ん な が 自分 か ら 提 案 す る こと に 満足 げ だ っ た 。 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は お 昼 は どう し て いる の だ 」 

「 東 京 に 行く か ら ジ ャ カル タ 空 港 で 何 か 食べ る 」 

「 料理 教室 の と き は 何 も 食 べ な い 」 

「 料理 教室 の 料理 で いい の か 」 

「 今日 な ん か は あり が た い 」 

「 ナ シゴ レン の こと か 」 

「 テ ン ペ だ け で は お 昼 に な ら な い 」 

「 ミス ター ユ 八 ナ は ジャ カル タ 人 な の か 東京 人 な の か ,」 

「 両方 だ 」 

「 失業 中 な の に よく 移動 で きる 」 

「 少 し だ が 革 え が ある 」 

テン べ は イン ド ネ シア 風 の 納 豆 な の だ が 終 を ひか な い )。 

片栗粉 で 固め る の で 、 日 本 の 納豆 の 食べ 方 と は 異な る 。 

「 ミス ター ユ 八 ナ は 料理 が 上 手 に な っ て き て いま す 」 

「 料理 は 見 た 目 も 大 事 で す 」 

「 キ レイ に な っ て き て いま す ,」 


湯 花 邪 無 は 、 最 近 、 ミ ナ に 褒め られ る こと が 多く な っ た 。 
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「 お か えり な さい ,」 

コー ラス の よう に 声 が 揃う こと を 不思議 だ と 思う 。 

「 今日 は な ん だ っ た ん だ ,」 

「 テ ン ペ に ナシ ゴ レ ン だ 」 

「 じゃ ーー お昼 は いら な い の か 」 

「 す ぐに 新宿 に 行く 」 

「 それで 大 め ら れ た の か ,」 

「 お いし いと 吉 わ れ た 」 

「 今度 や っ て も ら お うか な ,」 

湯 花 邪 無 は 、 ジ ャ カル タ 空 港 ま で アー スカ ー で イン ド ネ シア ライ ブ テ レ ビ を 
太 。 

美美 負 が ジャ カル タ に 来る は ず で ある 。 

ー ス バッ テリ ー の ニュ ー ス は な いり 。 

アー スバ ッ テ リ ー を 検索 し た 。 

依然 と し て 、 華 美美 鈴 の 月 へ の 飛行 が 話題 に な っ て いる 。 す ご い 数 で ある 。 
9 月 13 日 だ 。 こ ん な 時 期 に ジャ カル タ に 来る の だ ろう つか 。 も ちろ ん 、 ジ ャ カ 
ル タ 行 き の ニ ュー ス な ど な い !。 

「 こんにちわ びー」 

「 こ ん に ち わ ー」 

「 何 か あ り ます か ?」 

「 順調 だ 」 

「 わた し の 仕事 で 変わ る と ころ は ある の で すか ? 」 

「 何 も な い 」 

「 水野 まさ みさ ん は いま まで も 社長 を や っ て くれ て いた ,」 
「 足 りな いと ころ が あっ た ら 吉 っ て 谷 し い 」 

「 わ か っ た ,」 

「 届け 出 の 書類 を 揃え て くだ さい 」 

「 承知 し まし た 」 

「 かなり た くさ ん あり ます 」 


司 皿 


「 そう で し ょ う ね 」 

「 や っ て お きま す 」 

「 お 願い し ます 

「 月 に 1 度 は ジン と 相談 し た いけ ど 」 

「 どう ぞ 自 由 に し て くだ さい 」 

「 わか っ た 」 
湯 花 邪 無 は 、 ハ ー プ の 資料 を 読ん で いた 。 
エミ ル か ら 電 話 が あっ た 。 

「 明 日 ステ ファ ノ と アイ チャ に yuhana の 森 モ ロッ コ に 来 て も ら っ て ク 
ミン と パプ リカ と ター メリ ッ ク と シナ モン を 農場 か ら 買 っ て も ら う こと に し 
た 」 

「 ステファノ と アイ チャ は 準備 で き て いる の か ,」 

「 ま だ 契約 は し て いな いら し い が 相 談 は で き て いる らし い 」 

「 機械 は 9 月 15 日 に ジャ カル タ か ら 持 ち 込 む 」 

「 9 月 15 日 か ら 試 作 を し た い 」 

「 レッ ド ペ ッ パ ー は 機械 も 動く こと が わか っ た の で すぐ に で きる が 畑 を 管理 
し な いと いけ な い の で アイ チャ に 任せ る 」 

「 アイ チャ も ファ ティ マ も モロ ッ コ 勤務 に し な いと いけ な い 」 

「 どう する の だ 」 

「 ジ ン と 話し た 」 

「 ア イチ ャ と ファ ティ マ の マン ショ ン を ジン が 明日 一 緒 に 探す 」 

「 わ か っ た 」 

yuhana の みん な は 足 が 速 い 

北 千住 の マン ショ ン は 寂し い 。 

何 か 料 理 を つく れ ば いい の だ が 、 何 も する 気 が し な い 。 近 所 の スー パー マ 
ケッ ト で 刺身 を 買う 。 ご は ん も 買う よう に な っ た 。 味噌 汁 は イン スタ ント を 
買 つ 。 

こん な 食 生 活 は 良く な い 。 

和食 も 研究 し な いと いけ な いと 思う つ 。 

「 私 が 自分 で 料理 で きそう な 和食 の レシ ピ を 頼み た い 」 

「 時 間 を か け な い で 調理 で きる 料理 が よい 」 


湯 花 邪 無 は ジニ に メー ル を し た 。 

9 月 9 日 火曜 日 だ 。 

湯 花 邪 無 は 羽田 まで の アー スカ ー で アー スカ ー を 検索 し て いた 。 
相変わらず 、 華 美美 鈴 の 月 飛行 の 情報 ば か り で ある 。 華 美美 負 の ジャ カル タ 
訪問 な どど こ に も な いり!。 

「 お は よう 一 」 

「 お は よう ご ざい ます ,」 

「 ジ ン は モロ ッ コ に 行き まし た 」 

「 わか り ま し た .」 

「 コー ピー が 

「 八 プティ ー だ 」 

「 珍 し い 」 

「 最近 お いし いと 思う よう に な っ た 」 

「 八 -ー プ ティ ー は 前 か ら お いし い 」 

「 今 日 は リー マイ と 相談 が ある か ら ス パイ ス 工 房 に 行き ます 」 
「 わか り ま し た .」 

「 八 - プ ティ ー を 飲ん で か ら に し て ,」 

「 わ か っ た 」 

ジニ か ら メ ー ル が 来 た 。 

「 ご は ん は アー ス 炊 飯 器 に し て スマ ホ か ら ス イッ チ を 入れ る 」 
「 無 洗米 に 水 を 自動 で 足し て 自動 的 に 炊飯 する 」 

「 ス ー パ ーー マー ケット の ご は ん を 買わ な いよ うに ,」 

「 鍋 は アー ス 鍋 に し て 冷凍 室 に 下ごしらえ し て 入れ て お く 」 

「 帰 っ た ら ア ー ス 鍋 を 冷凍 庫 か ら 出し て スイ ッ チ を 入れ る 」 

「 自動 的 に お か ず が で きる 」 

「 ア ー ス 鍋 の メニ ュー は 、 肉 ジャ ガ 、 餃 子 、 野 菜 炒 め 、 ス パニ ッシュ オム レ 
ツ 、 マ ー ボ 豆腐 、 す き 焼 き 、 カ キ 鍋 等 」 

「 ア ー ス 鍋 は 5 個 く らい 買っ て 冷凍 庫 に 入れ て お く と 便利 
「 調 理 し て 冷凍 庫 に 入れ る まで は 自分 で や ら な いと いけ な い 」 
湯 花 邪 無 は ネッ ト 通 販 を 調べ て アー ス 炊 飯 器 を 買っ た 。 お 米 の 収納 庫 と 水 が 
繋が っ て いる 炊飯 器 だ 。 


こん な も の が 出 て いる こと を 知ら な か っ た 。 
これ だ っ た ら 、 羽 田 に 着い \ い たら スマ ホ か ら ス イッ チ を 入れ れ ば よい 。 簡単 な 
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この アー ス 鍋 は な ん だ ろう 。 

冷凍 庫 に 5 個 く らい 入れ て お け だ 。 

1 人 か 2 人 用 だ 。 器 の よう な 鍋 で ある 。 

こん な 便利 な も の が ある こと を 知ら な か っ た 。 
これ は まず い 。 

5 個 買っ て お いた 。 

「 ミスター ジャ ム は 出 な く て いい の か 」 

「 す ぐに 出る 」 

リ ニ が 顔 を 見 せ た 。 

「 お は よう ご ざい ます ,」 

「 お は よう ご ざい ます ,」 

「 エ ミル は モロ ッ コ で す 」 

「 今 日 は リー マイ に 用 事 が あっ て きま し た ,」 

「 呼び ます か ? 」 

「 私 が 行き ます 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は ここ で ご は ん で すか ? 」 

「 お 願い し ます 」 

ラニ が ハー プティ ー を 煎れ て くれ た 。 

「 リ ー マ イ の 部 屋 ま で 持っ て いく 」 

「 あ り が と う 」 

「 リ ー マ イ お は よう ,」 

「 唐辛子 の 種類 を 集め て いま す ,」 

「 写 真 で す 」 

トリ ニダ ー ド スコ ー ピ オン 、 八 バネ ロ 、 ア ヒ リ モ 、 ア ヒ チ ー ノ 、 イ ン デ ィ ア 
ン ペ ッ パ ー、 ベ トナ ム オ レン ジ 、 青 唐辛子 な ど 、 写 真 が 用 意 さ れ て いた 。 
「 こ っ ち は 中 国 で 栽培 され て いる 唐辛子 で す 」 

「 す ご い 種 類 が あり ます 」 

「 唐辛子 は スパ イス で も ある けど 野菜 で も あり ます 


「 ス パイ ス の 森 で 栽培 し て いる の は 10 種 類 だ け で す 」 

「 ベッ パー に し て コシ ョ ウ な ど と 一 緒 に 販売 し て いま す 」 

「 野菜 と し て は 販売 し て いま せん 」 

「 栽培 中 の 写真 は 10 種 類 で すか ? 」 

「 八 ネロ は あり ます ,」 

「10 種 類 あ り ま す ,」 

「 中 国 で の 栽培 は 15 種 類 く らい や っ て 野菜 と し て も 販売 し な いと いけ な い 」 
「 お 昼 か ら 栽 培 の 写真 を 撮り に 行き まし ょ う 」 

「 朝 は ペッ パー に する 工程 が 撮れ ます 」 

「 1 種類 で いい で す よ ね 」 

「 え え 」 

「 レッド ペッ パー の 歴史 の 部 分 は どう する の で すか ? 」 

「 リ ー マ イ に ナレ ーション を 読ん で も ら う 」 

「 私 も 撮る の で すか ? 」 

「 少 し は 顔 を 見 せ た 方 が リア ル に な る と 思う 」 

「 唐辛子 の 専門 家 が ナレ ーション し て いる 感じ に な る か ら 」 

「 大 学 の 講義 だ か ら ミ スタ ー ジ ャ ム が ナレ ーション や っ た 方 が いい の で は な 
いで すか ? 」 

「 リ ー マ イ の 方 が 美人 だ し 華 が ある 」 

「 み ん な 私 の 原稿 だ と 知っ て いる か ら 」 

「 それ だ っ た ら わ か り ま し た 」 

9 月 9 日 だ っ た が 、10 月 1 日 の 湯 花 邪 無 の スパ イス 学 の 原稿 は 準備 が で き 
た 。30 分 は 、 リ ー マ イ が 、 唐 辛子 の 種類 や 唐辛子 が 世界 的 な スパ イス に な っ 
た いき さ つ を ナレ ーション し た 。 
18 時 に な っ た 。 

「 リ ー マ イ あり が と う 」 

「 わ た し も 勉強 に な っ た し 中 国 で の 唐辛子 の 仕事 を 本 気 で や り た い 」 

「 こ れ 食 事 券 だ けど 、 カ レ と 一 緒 に 出かけ て くだ さい 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は ?」 

「 私 は 今日 は 約束 が ある 」 

「 仕方 が な いか ら カ レ と 行き ます 


湯 花 邪 無 は 、 今 日 は 、 ミ ナ と 約束 し て いた 。 
料理 学校 に 向かう アー スカ ー に ジン か ら 電 話 が あっ た 。 
「 ア イチ ャ と ファ テマ の マン ショ ン の 候補 を 決め まし た 」 
「 2 人 と も モロ ッ コ な ん だ けど 仕事 場 に 近い マン ショ ン に 住み た いっ て 吉 う 
か ら 」 
「 聞 いて ます か ? 」 
「 聞 いて る 」 
「 エ ミル と ファ ティ マ は 人 を 募集 し まし た 」 
「 大 丈夫 で すか ? 」 
「 唐辛子 の 工場 に 勤め て た 人 に 電話 し て る 」 
「 な る ほど 」 
「 ス テ フ ァ ノ と アイ チャ は 農場 を 走り 回 っ て いま す 」 
「yuhana の 森 モ ロッ コ も ある か ら す ご く 忙 し い 」 
「 人 を 募集 し て いま す 」 
「 わ か っ た ,」 
湯 花 邪 無 は 、18 時 に 料理 学校 に 着い た 。 
ミナ は パー ティ ー ド レス を 着 て いた 。 
「 私 が 似合わ な い 」 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は イケ メン だ か ら 何 を 着 て も グッ ド 」 
「 ゆ っ くり 行っ て 時 間 が ある か ら 」 
「 何 時 だ 」 
「19 時 」 
「 話す 時 間 が な が く な っ て いい 」 
「 ミ ナ が 支払 い に 来 て も 会 計 は 終わ っ て いる と 喜 っ て くれ 」 
こん な メモ を キャ ッ シ ャ ー に 渡し た 。 
キャ ッ シ ャ ー は 、 ミ ナ を 見 て 確認 を し た 。 
湯 花 邪 無 は うな づい た 。 
「 こ の 前 の ホテ ル と 違う けど 」 
「 こ っ ちの 方 が 料理 は お いし い 」 
「 フ ラン ス 料 理 も や っ て いる けど 」 
「 わ た し は イタ リア ン も 好き だ けど 今日 は ミス ター ジャ ム の 指導 に 来 て い 


る 」 

「 だから イン ド ネ シア 料理 な の か 」 
人 だ 」 
な か な か 料理 が 運ば れ て こない 。 
時 間 が 早かっ た せい だ 。 

「 ビ ー ル も ある が 」 

「 冷た い 紅茶 が いい 」 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は 謎 だ ら け だ けど 」 
「 東京 で は どこ に 住ん で いる の だ 」 
「 北 千住 だ 」 

「 マ ンション か ,」 

し アパ バー セ 編 」 

「 東 京 で も アー スカ ー に 乗っ て いる の か ,」 
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「 友達 の だ 」 

「 ジ ャ カル タ で も 友達 の 車 な の に 」 

「 失業 中 だ か ら 」 

ウソ は つき た く な い の だ が 、 会社 の 社長 な ど と は 知ら れ な い 方 が 友達 に な れ 
る 。 


「 どう し て 結婚 し な い の か 」 

「 相手 が いな い 」 

「 わ た し も 1 人 だ けど 」 

「 ミナ は キレ イ だ し 技 も ある か ら 私 で は 似合わ な い 」 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ すく らい 食べ させ る こと が で きる 」 

「 ありがたい が 私 は 自由 が 欲し い 」 

「 ミ スタ ー ユ ハナ は どう いう 生き 方 を し て きた の だ 」 
こく ペ マ ツウ だ 」 

湯 花 邪 無 は 、 あ る 線 か ら 深 入り され な いよ うに 注意 し て いる 。 
ミナ は 、 料 理 の 解説 者 の よう に よく 話し た 。 

そし て 9 時 に な っ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 トイ レ に た つ フ リ を し て 支払 い を 済ま せ た 。 


「 そろ そろ 9 時 だ 」 

「 ま だ 早い 」 

「 ま た お いし い 料 理 を 紹介 し て くれ 」 

湯 花 邪 無 は タナ アバ ン の チ グ リ 川治 い の ミ ナ の マン ショ 
「 この まま 帰る の か 」 
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「 お いし い 紅 茸 が ある 」 

「 明 日 料理 学校 が ある 」 

ミナ は シブ プシ プ マ ンション に 入っ て 行っ た 。 
「 今 日 は ミナ と ご は ん な の ね .」 

「 そう だ 」 

「 な に か ? 」 

「 コー ヒー が 欲し い 」 

大 玩 夫 72. ュ 


ツ ま で 送っ た 。 


ジン は 、 湯 花 邪 無 が ミナ に アプ ロー チ さ れ て いる こと を 知っ て いる 。 


「 今 の と ころ 大 丈夫 ? 」 

「 ず っ と 大 丈夫 だ 」 

「 お 洒 は 飲ん で な い の ? 」 

「 紅 恭 だ 」 

「 ホ テル ? 」 

訪 

「 部 屋 を 予約 し て た り し な い の か 」 

「 私 に 嫌 わ れ た く は な いと 思う 」 
トラジ ウマ 

「 イ ンド ネシア 料理 を 教わっ て いる 」 
「 私 が 支払 っ て いる 」 

「 ま だ 続く の ね 」 

「 続い て も 何 も な い 」 

ジン は 、 珍 し くい ろ い ろ る 聞い て きた 。 
湯 花 邪 無 は 、 ジ ン の こと を 何 も 知 ら な いし 何 も 聞 か な い 
仕事 の パー トナ ー で も ある 。 
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何 が あっ て も 信じ よう と 思っ て いる 。 

9 月 10 日 だ っ た 。 

「 た ま ご お いし く で きた か ら 」 

「 食べ ます 」 

「 お いし そう な パン が あっ た ,」 

「 今日 は 料理 教室 で 新宿 ね 」 

「 え え 」 

「 ス パイ ス 湯 花 の 誕生 会 で し ょ ?」 

「 そ うだ 」 

「 な ん な の ? 」 

「 イ ンド ネシア 料理 だ と 思う 

「 イ ンド ネシア の 舞踊 と 」 

「 ジ ニ が や っ て る の か 」 

「 牧野 由香 と や っ て いる と 思う 」 

「 楽 し そう 」 

「 今 日 は ジン は な に か ある の か が 」 

「 わ た し は モロ ッ コ か ら の 連絡 を 待っ て る 」 
「 わ か っ た 」 

「 先 に 出 て 」 

「 わ た し 片づけ て 行く か ら 」 
湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー で イン ド ネ シア ライ ブ テ レ ビ を 見 た 。 ア ー ス バッ テ 
リー の こと は ニュ ー ス に な さそ うだ っ た 。 ア ー ス バッ テリ ー を 検索 し た 。 
どこ を 探し て も 、 華 美美 負 の ジャ カル タ 行 き な ど 1 行 も な い 。 
「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

「 ジ ン は まだ 来 て いま せん 」 

「 わか り ま し た 」 

「 料理 学校 で すか ? 」 

「 そ うだ 」 

「 今 日 の スパ イス 湯 花 の 誕生 会 は 何で すか ? 」 
「 イ ンド ネシア 料理 と 舞踊 だ 」 


「 それ は 楽し そう 」 
「 八 - プ ティ ー に し た 」 
リ ニ は 元気 そつ だ 。 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ 昨日 は ご ち そ うさ ま 」 
ミナ が 湯 花 邪 無 に ご に ち そ うさ ま と 吉 っ た こと に 料理 学校 の 仲間 は 驚い た 。 
ミス ター ユ 八 ナ は 失業 中 で ある 。 

「 私 が イン ド ネ シア 料理 を 教わっ て いる 」 

「 勝手 に 支払 い を 済ま せる の は よく な い 」 

「 教わる 和 映 だ か ら 許 し て ほし い 」 

「 アルバイト も し て な い の か ,」 

「 少 し の 蓄え が ある 」 
みん な は ミナ と 湯 花 邪 無 の 話 が お も し ろ い 。 

「 今日 は 何だ 」 
湯 花 邪 無 か ら こう 吉 わ な いと 、 ミ ナ と 湯 花 邪 無 の 2 人 の 話 に な っ て し まっ う 。 
「 ス イー ツ や り ま す コ ラ ツ 」 

「 レ シ ピ を 配 ま すか ら 買 い 物 に 行っ て くだ さい 」 

スイ ー ツ は は じ め て で ある 。 

「 わ た し に 買い 物 を させ て くれ 」 

も う 1 人 の 主婦 で ある ナミ ラ が 吉 っ た 。 ナ ミラ は 、 裕福 な 主婦 で 何 も し な い 
サナ の 影 に 隠れ て いる の だ が 、 は じ め て 自分 で 手 を 挙げ た 。 

「 や っ た こと が ある の か 」 

「 な いか ら 教 わっ て いる 」 

近所 の スー パー マー ケッ ト で ココ ナツ ミル ク と サツマ イモ を 買っ た 。 シ ナ モ 
ン と ラム 酒 を 買っ た 。 

「 砂糖 も 買っ て お いた 方 が いい ん じゃ な いか 」 

「 これ 沸か す の か な ー,」 

「 ミ ナ に 聞か な いと わか ら な い 」 

最初 に サツマ イモ を 茹で た 。 

「 ミス ター ユ 八 ナ は 皮 は どう し た の だ 」 

「 和 剥く の か 」 

5 つう 起 』 


湯 花 邪 無 は 火 を 止め て サツマ イモ の 皮 を 剥い た 。 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は 料理 を し た こと が な い の ね 」 
ミナ は 荻 いた よう に 湯 花 邪 無 を 見 た 。 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ の 半分 を くだ さい 」 

「 わ た し の 半分 を 食べ て みて 」 

7 人 の 仲間 は ほとん ど 聞 いて いな い 。 自分 達 で 交換 し て 食べ る 。 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は 料理 に は 慣れ て な いけ ど お い し く な っ て きま し た ,」 
「 わ た し の は どう で すか ? 」 

「 最高 だ 」 

ミナ は 満足 げ だ っ た 。 

「 た だ いま ー」 

「 お か えり な さい 」 

「 す ぐに 新宿 で すか ? 」 

「 何 か 変わ っ た こと は あり ます か ? 」 

「 順調 だ 」 

「 コー ヒー で すか ? ハー プティ ー で すか ? 紅茶 で すか ? 」 
「 今 は コー ヒー」 

「 承知 し まし た 」 

リ ニ が 駆け 上 が っ て くる 。 

「 今 日 は な ん だ 」 

32004 の (だ 
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「 お いし く で きた の か 」 

「 熱 \ い コラ ツ を 食べ た 」 

「 シ ナ モ ン と ラム 酒 が 効い て いる 」 

湯 花 邪 無 は 、 お そば が 食べ た く な っ た 。 
羽田 まで ガマ ン し た 。 

「 あな た は 時 間 通 り の 飛行機 に 乗っ て いる 」 
有 村 聡 と 真野 裕也 が 待っ て いた 。 

「 何 か 情報 は な いか 」 

「 私 は スパ イス の 仕事 を し て いる 」 


「 我 々 は ジャ カル タ に 不 案内 だ 」 

湯 花 邪 無 は そば 屋 に 入っ た 。 

有 村 聡 も 真野 裕也 も そば を 頼ん だ 。 

「 華美 美 負 は ホン ト に ジャ カル タ に や っ て くる の か ,」 

筆談 を し た 。 

「 今 日 も 佐野 次 郎 と 飯野 修 は ジャ カル タ に 行っ た 」 

ジャ カル タ 港 の 高速 般 に いる に 違い な いと 思っ た の だ が 、 有 村 聡 と 真野 裕也 
に は 黙っ て いた 。 

「 何 か あ っ た ら 連 絡 を くれ 」 

「 あ な た た ち が ジ ャ カル タ に は 行か な い の か 」 

「 出張 の 許可 が も ら え な い 」 

「 華美 美 負 が ジャ カル タ に 行く 日 が わか ら な い 」 

今 の と ころ 、 誰 も わか ら な い の で は な いか と 思っ た 。 そ も そ も 、 9 月 13 日 
に 、 華 美美 鈴 は 、 月 に 飛行 する の だ 。 今日 は 9 月 10 日 で ある 。 佐 野次 郎 と 飯 
野 修 が な ぜ ジ ャ カル タ に 行っ た の か わか ら な いり 。 

「 こんにちわ びー」 

「 こんにちわ びー」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム 今 日 の こと は 知っ て いま すか ? 」 

「 誕 生日 会 で すか ? 」 

「 よろし く お 願 いし ます 」 

「 牧野 由 和 理 と ジニ は も う 出 か け て いま す 」 

「 準備 で すか ? 」 

「 料理 を は じ め て いま す ,」 

「 山井 生 江 さ ん と 次 郎 さ ん も 来 ます 」 

「 わ かり まし た .」 

「 今日 は スパ イス 教室 は や ら な い の で すか ? 」 

「 今 か ら は じ め ま す が 料 理 は し ませ ん 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム の コシ ョ ウ の スラ イド を 流し ます 」 

「 わ た し が 説明 し ます 」 

「 な る ほど 」 
湯 花 邪 無 は 、 佐 野次 郎 と 飯野 修 が ジャ カル タ に 入っ て いる こと が 気 に な っ て 


いた 。 特 別 の ルー ト が あっ て 、 2 人 は 、 華 美美 負 の スケ ジュ ー ル を 知っ て い 
る の だ ろう か 。 

「 ミスター ジャ ム そ ろ そ る ろ 出 ます 」 

「 わ かり まし た .」 

「 ミスター ジャ ム の アー スカ ー で いい で すか ? 」 
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「 み ん な は バス で 行き ます 」 

「 わ かり ま し た .」 

「 こ ちら に は 帰っ て きま せん 」 

「 ホ テル で 散会 し ます 」 

「 わ かり まし た 」 

「 山井 さん は 今晩 は どう し て いる の で すか ? 」 

「 長野 に 帰る そう で す 」 

「 わか り ま し た .」 

「 締 め ま す けど いい で すか ? 」 

「 も う 誰 も いな い の で すか ? 」 

「 作 ス は 出 まし た 」 

9 月 の 誕生 会 の 社員 は 5 名 だ っ た 。 全 員 女 性 で ある 。 

湯 花 邪 無 も 水野 まさ み も あい さ つ を し な い 。 

牧野 由香 が 進行 させ る 。 

5 人 に お 祝い を 渡す 時 だ け 水 野 ま さ み が 壇上 に 上 が る 。 
山井 生 江 と 次 郎 が や っ て きた 。 

「 お いし い ご は ん を あり が と う ご ざ いま す 」 

「 毎 月 や っ て いま す の で 予定 を し て お いて くだ さい 」 

「 み な さん と 顔 を 合わ せる こと が な い の で 助かり ます 」 
「50 人 足ら ず だ か ら み ん な に 顔 を 覚え て も ら う と いい で す 」 
ド ち で すね 」 

ジニ か ら イ ンド ネシア 風 の 料 理 の と り わ け 方 の 説明 が あっ た 。 中 央 に ご は ん 
が あっ て 周辺 に お か ず を た くさ ん 乗せ る 。 

ご は ん は 、 チ ャ ー ハ ン も あれ ば 白い ご は ん も あり ココ ナツ ミル ク で 煮 た ご は 
ん も あっ た 。 


ジャ カル タ の スパ イス yuh ana と 決定 的 に 異な る と ころ は 、 お 漂 が ある 
こと だ 。 

すべ て 赤坂 の イン ド ネ シア 料理 店 が や っ て くれ る 。 

踊り も お 店 の ダン サー で ある 。 

9 月 11 日 だ っ た 。 

湯 花 邪 無 は 少し 飲み 過ぎ た と 思っ た 。 

つい つい みん な が や っ て き て 話 が は ずん で し まう 。 

お 酒 の 量 も 増え る 。 

羽田 で お そば を 食べ よう と 思っ た 。 

シャ ワー を し て ヒゲ を あたっ て その まま アー スカ ー に 乗っ た 。 
「 今 日 ジャ カル タ 港 に 行き ます 」 

「 は じ め て 舶 に アー スバ ッ テ リ ー を 搭載 し た 舶 が 進 水 し ま す 」 
「 小さ な 舶 で す が わ た し に と っ て は 興味 ある 出来 事 で す 」 

湯 花 邪 無 の 心臓 は 一 気 に 高 鳴っ た 。 

気がつか な か っ た 。 

佐野 次 郎 と 飯野 修 が 高速 船 に 入っ て 行っ た 時 に 気がつけ ば よかっ た 。 
マス コミ が こぞって ジャ カル タ 港 に 向かう 。 

湯 花 邪 無 は 進 水 式 が どこ で ある の か 検索 し た 。 

11 時 10 分 だ っ た 。 ジ ャ カル タ 港 の 西側 で ある 。 

華美 美 鋼 が 何時 の 飛行 機 に 乗っ た の か わか ら な い 。 

多分 、 ニ ュー ヨー ク の 空港 か ら だ か ら 、 も う ジ ャ カル タ に 着い て いる か も し 
れ な い 。 

ジャ カル タ 空 港 だ っ た 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム ど こ で すか ? 」 

「 ジ ャ カル タ 空 港 を 出 た 」 

「 華美 美 負 が y uh an a の スパ イス を 買い に 来 て いる 」 

「 ジ ン も まだ 来 て いな い 」 

「15 分 で 着く か ら リ ニ の ハー ブ プティ ー を 出し て お いて くれ , 
鳴き そう な 声 で リ 二 か ら 電 話 が あっ た 。 

こん な と き で も 、 ア ー ス カー は スピ ー ド が 出 な い 。 

湯 花 邪 無 は 通り に アー スカ ー を 止め て お 店 に 入っ た 。 


瞬間 、 華 美美 負 と 目 が 合っ た 。 
サマ ン サ と ジム と 2 人 の 警備 員 が いた 。 
「yuhana の スパ イス の ファ ン だ と 聞い て いま す 」 
「 わ ざわ ざ 来 て いた だ いて あり が と う 」 
「 明 後日 月 に 行き ます が 、 そ れ ま で に あな た の スパ イス で 食事 を し た か っ 
た 」 
「 気 を つけ て くだ さい 」 
0 凍り 4 
美美 鈴 が ここ に いる こと を 誰 も 知ら な い 。 
美美 鈴 は 、 ジ ム に 背中 を 押さ れ て 車 に 乗り 込ん だ 。 
人 
アッ と いう 間 だ っ た 。 
モロ ッ コ に いる ジン か ら 全 員 に メー ル が きた 。 
「 華美 美鈴 さん が スパ イス yuhana で スパ イス を 買っ て くれ た こと は 、 
華美 美 負 さ ん の 安全 の た め に 、 内 緒 に し て くだ さい 」 
「 メー ル 見 まし た 」 
「 どう し た の で すか ? 」 
「 ア イチ ャ と ファ ティ マ の マン ショ ン の 契約 に 来 た 」 
「 わかり まし た ,」 
「 お 昼過ぎ に は 帰る か ら 」 
「 わかり まし た ,」 
10 時 に な っ た 。 
「 大学 に 行っ て きま す 」 
「 お 帰り で すか ? 」 
「 電話 を し ます ,」 
「 わかり まし た ,」 
湯 花 邪 無 は アー スカ ー を ジャ カル タ 港 に 走ら せ た 。 
お 店 か ら 遠 いわ け で は な い )。 
と りあ え ず 、 現 地 を 見 て 考え よう と 思っ た 。 い つも の 湯 花 邪 無 の や り 方 で あ 
る 。 
港 か ら 1 キロ 手前 に 車 を 止め た 。 


湯 花 邪 無 は 帽子 を か ぶっ て ジャ ン バ パー と ジー ンズ に 着替え た 。 

ライ ター 風 に し た 。 

すでに マス コミ の みな さん で 人 ご み に な っ て いた 。 

小さ な 人 造 舶 所 だ か 修理 工場 だ か わか ら な い 工 房 風 の 建物 か ら 、 高 速 舶 の よう 
な 船 が 飾り を 付け て いた 。 

華美 美鈴 が 、 ロ ー プ を カッ ト す る の だ ろう 。 

華美 美鈴 の こと だ 。 高 速 船 に 自分 で 乗っ て し まう だ ろう 。 

こん な 状態 だ と 危な いと 思う 。 

サマ ン サ と ジム と 2 人 の 警備 員 を 探し た 。 

も ちろ ん どこ に も 見 えな い 。 

サマ ン サ も 湯 花 邪 無 を 見 て も 、 す ぐに は わか ら な いか も し れ な い 。 変装 し て 
いる わけ で は な い が 、 雰 囲 気 が ゼン ゼン 違う 。 

11 時 10 分 に な っ て 、 車 が や っ て きた 。 

市 長 の 車 だ っ た 。 

そし て 華美 美 負 の 車 も や っ て きた 。 

狭い 場所 で ある 。 人 で 溢れ て し まっ つ 。 

「 世界 で は じ め て アー スバ ッ テ リ ー で 動く 船 を ジャ カル タ で 開発 で きた こと 
は 誇り で ある 」 

こん な あい さ つ を 市 長 が し た 。 

「 それ で は 華美 美 負 さ ん に テー プ カ ッ ト を お 願い し ます 」 

華美 美 負 は 、 あ いさ つ を 何 も し な か っ た が 、 メ ッ セ ー ジ は 伝わっ て いる 。 
佐野 次 郎 と 飯野 修 が どこ に いる か わか ら な いり 。 

帰り の 空港 で 華美 美鈴 を 拉致 する の で は な く て 、 こ こ で 拉致 する の だ 。 間 違 
いな い 。 

羽田 と は 違っ て サマ ン サ も ジム も いる の だ 。 簡単 に は 拉致 で き な い 。 

カメ ラマ ン か ら 多 く の 注 文 が あっ て 、 何 度 も 族 を 振り 上 げ て 写真 を 撮っ た 。 
「 それ で は 本 番 で す 」 

「 華美 美 負 さ まお 願い いた し ます 

華美 美鈴 は 、 中 嗜 な く 族 を 振り 下ろ し た 。 

船 は 滑り 降り て 水 に 入っ て いっ た 。 ゆ っ くり で ある 。 

大 き な 拍手 が 上 が っ た 。 


エン ジン が か か る か どう か で ある 。 

いま まで の 船 の エン ジン と は 全く 異な っ て いる 。 

高速 船 が や っ て き て 華美 美鈴 が 乗り 込ん だ 。 

思っ た と お り で ある 。 華 美美 鋼 だ と 、 ア ー ス バッ テリ ー の 船 に 乗り 込む 。 
湯 花 邪 無 は 、 佐 野次 郎 と 飯野 修 が 入っ て 行っ た 高速 船 に 向かっ た 。 4 0 0 
メー トル は 離れ て いる 。 

今 進 水 し た アー スバ ッ テ リ ー 船 に 較べ た ら 大 き な 高 速 般 で ある 。 こ れ だ と 、 
日 本 まで 飛ん で いっ て し まい そう だ 。 

船首 で 2 人 が タバ コ を 吸っ て いる 。 

湯 花 邪 無 は 船 の 階段 を 下り た 。 部 屋 が 3 つ あ る 。 キ ッ チ ン と シャ ワー な どの 
部 屋 と 大 き な リ ビン グ と 小さ な 客室 の よう な 部 屋 だ 。 

も し 華美 美鈴 の 拉致 に 成功 し た な ら ば 、 こ の 部 屋 に 軟禁 する に 違い な い 。 そ 
し て 日 本 へ 向かう の だ 。 

湯 花 邪 無 は 、4 畳 く らい し か な い 部 屋 の ベッ ド の 下 に も ぐり 込ん だ 。 隙間 が 
15 セ ンチ くら いし か な い 。 ベ ッ ド が 膨らん で いる の で は な いか と 思っ て し ま 


う 。 湯 花 邪 無 は 何 キロ も 泳げ な い 。 

こう まで し て 体 が 動 !\ て し まう の は な ん だ ろう 。 

湯 花 邪 無 は 起き 出し て 1 ヶ所 ある 窓 を 調べ た 。 嘆 水 より か な り 上 に ある 。 リ 
ビン グ に 出 て ドラ イ バ ー を 探し た 、 

な か な か 窓 の ネジ を 緩め る こと が で き な か っ た 。 当 た り 前 で ある 。 緩 ん だ ら 
浸水 し て し まう 。 

キッ チン に 出 て 油 を 持っ て き て 振り か け て みた 。 

も う 10 分 近く か か っ て いる 。 

や っ と 1 つの ネジ が 緩ん だ 。 

ネジ が 12 も ある 。 

湯 花 邪 無 は 諦め よう と 思っ た 。 他 の 方 法 を 考え な いと いけ な い 。 し か し 、 外 
か ら カ ギ を され た ら どう に も な ら な く な る の だ 。 


最後 の 12 個 目 の ネ ジ を 緩め て いる 時 に 、 舶 の 外 が 騒が し く な っ た 。 
湯 花 邪 無 は 慌て て ベッ ド に も ぐり けり 込ん だ 。 
半 ま 
この 船 を 追っ て くる か ら 早 く 移せ 」 
華美 美 負 に 間違い な い 。 
どの よう に し て ここ まで 拉致 し た の だ ろう か 。 
ドカ ドカ と 誰か が 乗り 込ん で きた 。 
「 発車 し て くれ ,」 
エン ジン が か か っ た 。 
部 屋 が 開い て 華美 美 鋼 が 入っ て きた 。 
「 狭 い が こ こ に いて くれ 」 
「 日 本 に 行く の か 」 
「 高速 和 懇 な の で 短い 時 間 だ 」 
「 わ た し は 月 に 行か な いと いけ な い 」 
「 中 止 す る メッ セー ジ を 出し て くれ ,」 
「 みん な 安心 する か ら 」 
「 カ ギ を する か ら ト イレ だ っ た ら 吉 っ て くれ 」 
佐野 次 郎 と 飯野 修 は 、 カ ギ を し て いる よう だ っ た 。 
湯 花 邪 無 は 、 船 が 動き は じ め た と 思っ た 。 
早く し な いと 湯 花 邪 無 は 泳げ な い 。 
アツ ! 」 
ー 瞬 華美 美鈴 は 声 を 上 げた 。 
湯 花 邪 無 は 黙っ て 12 本 目 の ネ ジ を 外し に か か っ た 。 エ ンジ ン は 静か だ っ た 。 
まだ 湾 の 中 を 目立た な いよ うに 静か に 走っ て いる の だ ろう 。 
12 本 目 の ネ ジ を 外し て 、 ド ライ バー で 窓 を こじ 開け る と 、 窓 は 、 外 れ た 、 床 
に 落ち て 大 き な 音 が し た 。 
湯 花 邪 無 は 心配 し た 。 
何 も 起こ ら な か っ た 。 
「 泳げ ます か ,」 
華美 美久 は 、 運 動 系 の 学校 出身 者 だ 。 
問題 は 、 小 さ な 窓 を 通れ る か どう か で ある 。 


華美 美 負 は 着 て いる も の が 少な い が フ ォ ー マ ル で ある 。 

上 向き で 頭 か ら 出 て いっ た 。 デ ッ キ に 誰か いた ら 見 つか っ て し まう 。 ス ク 
リュ ー に 巻き 込ま れる の も 心配 で ある 。 

気 に し て いる 湯 花 邪 無 を 尻目 に アッ と いう 間 に 海 に 飛び 込ん だ 。 足 で 蹴っ て 
遠く に 飛ん だ 。 

湯 花 邪 無 は ジャ ン パ ー を 海 に 投げ 込ん だ 。 財 布 を お 尻 の ポケ ッ ト に ね け じ 込 ん 
* 頭 か ら 窓 に 入っ た 。 
誠 が ギリ ギリ だ っ た 。 腰 が 心配 で ある 。 

ダメ だ 906:0AIS 
右 を 少し 通し て を を 少し 通し た 。 腹筋 が ガマ ン で き な い 。 お 尻 を 先 に 抜い 
だ だ 。 多分 3 分 か か っ た 。 
高速 船 は 、 湾 を 出 よ うと し て いる 。 電 防 を 越え よう と し て いる 。 
湯 花 邪 無 は 、 一 気 に バ ッ ク で 泳ぐ スタ ー ト の よう に 、 窓 か ら 飛 び 出 し た 。 
湯 花 邪 無 は クロ ー ル だ と 息継ぎ が で き な い 。 平 泳ぎ は 少し で きる 。 バ ッ ク だ 
と 何 分 も 泳げ そう だ が 、 プ ー ル で 長 距離 を 泳い だ こと が な い 。 

目立た な いよ うに ゆっ くり バッ ク で 泳い だ 。 堤防 が すぐ そば に ある 。 華 美美 
鈴 の こと は 心配 は な い 。 運動 系 の 学校 出 だ 。 

「 得意 じゃ や ない の ね .」 

だ つ だ 

「 よ く 窓 か ら 出れ た じゃ な い 」 

「 自 分 で も 感心 し て いる 」 

「 堤防 まで まだ か 」 

「10 メ ー ト ル 」 

「 どう し て この 条 だ っ て わか っ た の ? 」 

「 佐野 次 郎 と 飯野 修 を 以前 に つけ た 」 

「 あ の 2 人 ?」 

「 あの 高速 舶 に 入っ て 行っ た 」 

「 き っ と この 毅 に 拉致 され る ? 」 

「 そ れ で ベッ ド の 下 に ?」 

ー ス バッ テリ ー 舶 か ら ど う や っ て 拉致 され た の で すか ? 」 
「 帰 り の 船 だ と いう の で 乗っ た 」 


「 そ し た ら ゼ ン ゼ ン 違 いと ころ に 向かっ た ,」 
「 堤 防 に 着く か ら 手 を 頭 ぶ つけ な いよ うに 」 
「 あ り が と う 」 
「 どこ か ら 上 が る ん だ 」 
「 階段 が 向こう に ある 」 
「 舶 は 帰っ て こい な いか 」 
「 気づい て な い 」 
湯 花 邪 無 は タク シー に 乗っ て 華美 美 錠 の 泊まっ て いる ホテ ル に 向かっ た 。 
多分 、 イ ベン ト は 終わ っ て 誰 も いな く な っ て いる だ ろう 。 華美 美鈴 が 拉致 さ 
れ た こと な ど 誰 も 知ら な い 。 
「 何 階 だ 」 
『 8 階 
「 ズ ブ 濡 れ の 華美 美鈴 と 湯 花 邪 無 に 誰 も 気づか な い 」 
「 部 屋 は 開い て いた 」 
「 サマ ン サ ー 湯 花 邪 無 に 助け られ た 」 
「 み ん な に 連絡 し ます 」 
「 シ ャ ワー し て る か ら 」 
「 わ か り ま し た 」 
「 湯 花 邪 無 一 緒 で いい か ら 」 
華美 美 負 は キレ イ だ っ た 。 
「 身体 が 冷え 切っ て た 」 
「 こ っ ち 来 て 」 
「 ほん の 10 分 し か が 時間 が な か っ た 」 
「 カ ミサ マ が チャ ンス を くれ た 」 
「 カ ミサ マ あ り が と う 」 
「 も し 月 か ら 帰 れ な く て も も う 悔 い は な い 」 
「 湯 花 邪 無 あ り が と う 」 
「 サ マン サ で す ,」 
「 大 丈夫 で すか ? 」 
「 傷 が ある の で すか ? 」 
「 湯 花 邪 無 の 腰 が 切れ て る 」 


「 華美 美 錠 は ? 」 
「 わ た し は 何 も な い 」 
「 み ん な 帰っ て きま し た 」 
「 す ぐ 出 ます ,」 
「 人 バス ロー プ 置 いて お きま す ,」 
内訳 天 で すか が 2.1 
「 カ ミサ マ 今 度 は ベッ ド に し て くだ さい 」 
「 腰 の 傷 は 痛い の ? 」 
「 皮 が 削れ て る 」 
「 出 た ら 治療 し な いと 血 が 出 て きた 」 
バス タオ ル が 真っ 赤 に な っ た 。 
湯 花 邪 無 は 華美 美 負 の 身体 を 調べ た 。 
どこ も 血 が つい て いな いり 。 
「 先 に 出 て くだ さい 」 
「 血 を 洗 つ から 」 
タク シー に 乗っ た と き は 何 も な か っ た 。 シ ャ ワー で 温か く な っ た か ら か も し 
れ な い 。 
サマ ン サ が 大 き な 貼 り ク スリ の よう な も の を 持っ て きた 。 
「 見 せ て くだ さい 」 
左 の 尻 の 皮 が 剥け て いる 。 
「 ギ リ ギ リ 窓 か ら 抜 けた 時 ね 」 
ジム も 2 人 の 警備 員 も 何 が 起こ っ た の か わか ら な い !。 
サマ ン サ は 湯 花 邪 無 の 傷 近 く を 押し て 聞い た 。 
「 中 が 痛く は な いで すか ? 」 
「 な ん と も な い 」 
「 歩い て みて くだ さい 」 
警備 員 が バス ロー プ を 取り に 行っ た 。 
「 フ ツウ に 歩け る 」 
「 じゃ ー こ れ を 貼っ て お きま す 」 
「 血 も 止ま り ま す 」 
「 わ か っ た 」 


「 海 に 飛び 込ん で 泳い で 逃げ た の で すか ? 」 

GO だ コ 

「 どう し て 湯 花 邪 無 が いる の で すか ? 」 

「 佐野 次 郎 と 飯野 修 を つけ た ら あ の 高速 船 に 入っ た 」 

「 あの 高速 舶 の 小さ な 部 屋 の ベッ ド の 下 に 隠れ て た 」 

「 窓 の ネジ を 外し て そこ か ら 海 に 飛び 込ん だ 」 

警備 員 が ホテ ル の コン ビニ で 下着 と パン ツ と シャ ツ を 買っ て きた 。 
「 こ こま で アー スカ ー で 来 た の で すか ? 」 


「 そ うだ , 
「 止め て ある 場所 まで 送り ます 」 
「 あ り が と う 」 


「 あな た た ち は ど うす る の で すか ? 」 

「 後 1 時 間 で 搭乗 時 間 に な り ま す 」 

「 フ ロリ ダ に 行っ て 準備 を し ます 」 

「 わ た し た ち も す ぐ 出 ます ,」 

「 じゃ 一 気 を つけ て 」 

華美 美 負 は 黙っ て いた 。 

吉 葉 を 発する と な み だ が 出 そ う な の だ ろう 。 

「 な ん と お 礼 を 吉 っ て いい の か わか り ま せん 」 

サマ ン サ と ジム が お 礼 を 吉 っ た 。 そ し て 華美 美鈴 を 見 た 。 
「 うれし い 」 

湯 花 邪 無 は 振り 向 か な いで 部 屋 を 出 て エレ ベー ター に 向かっ た 。 


あい し て いる 


「 た だ いま ー」 

「 お か えり な さい ー」 
ジン は 帰っ て いた 。 

『 ど こ に 行っ て た の ?」 


「 大 学 だ 」 


「 調 べ 物 を し て いた 」 

「 電話 が 通じ な か っ た 」 

スマ ホ が 海水 に 浸かっ て いた 。 財 布 も 見 て いない が どう な っ た か わか ら な 
い 。 ア ー ス カー で 着替え を し た の で 、 ジ ン に は わか ら な い は ず で ある 。 
「 ど うし た の ? 」 

「 ス マ ホ を トイ レ に 落と し た ,」 

「 落 と し た ? 」 

「 キ レイ に 洗っ た ん だ けど 使え る か どう か わか ら な い ,」 

「 か け て いい ? 」 

「 あ あ 」 

湯 花 邪 無 は 、 こ の 2 時 間 、 1 度 も スマ ホ を 見 な か っ た 。 

電話 が あっ た こと も 気がつか な か っ た 。 

「 こ れ わ た し の 電話 」 

「 無視 され て る 」 

「 乾 か し て た か ら 」 

「 緊急 だ っ た ら ど うす る の ? 」 

「 ト イレ で メー ル し な いよ うに し ます 」 

「 み ん な に は 話せ な い 」 

「 今 日 は タ ベ ッ ト の マン ショ ン ? 」 

「 え え 」 

「 明 日 は 料理 学校 と 新宿 ね 」 

「 え え 」 
今晩 還っ た こと に な る と 思っ た 。 
ジン と 一 緒 に シャ ワー が で き な い 。 ベ ッ ド で も まず いこ と に な る 。 
サマ ン サ の 吉 う よう に 、 血 は 止ま っ た よう に 思え る 。 
華美 美 負 たち は 、 も う ニ ュー ヨー ク に 着い \ た の だ ろう か が 。 
華美 美鈴 の ぬく も り が 残っ て し まっ て いる 。 
ずっ と 残る だ ろう 。 


こん な こと で ジン と ベッ ド を 共に し て いけ る の だ ろう つう か 。 考 え 込 ん で し ま 


oO 


今晩 の こと は わか っ て る よね 」 


ュ Wi 


「 え え 」 

「 リ ニ と ラナ ン は 準備 に 行っ て る か ら 」 

「 タイ 料 理 に タイ の 舞踊 だ か ら 」 

「 ステファノ や アイ チャ や ファ ティ マ は 帰っ て くる の で すか ? 」 

「 ア イチ ャ ヤ や ファ ティ マ は も うつ モロッコ の yuhana の 人 に な っ て いる か 
ら 帰 っ て こない 」 

「 引 越し も や っ て いな い の で し ょ 」 

「 昨 日 マン ショ ン が 決ま っ た ば か り だ ,」 

「 それで も 帰っ て こない の で すか ? 」 

「 も う モ ロッ コ の 立ち 上 げ し か 頭 に な いか ら ジ ャ カル タ で タイ ご は ん を 食べ 
て も 落ち着か な い 」 

「 そ う で すか ,」 

「 ス テ フ ァ ノ は 一 時 帰っ て くる けど 」 

16 時 30 分 に な っ て バス が や っ て きた 。 

「 私 の アー スカ ー で 行き ます か 」 

「 わ た し も アー スカ ー で 行く 」 

スパ イス yuhana と yuhana の 森 と スパ イス 工房 も みん な が 集まっ 
た 。 そ れ ぞ れ バ ス で 迎え に 行っ て バス で 帰っ て くる 。 

「 み な さん こん ば ん わび ー」 

今日 の 司会 は ラナ ン が や る 。 

「 今 日 は 9 月 の 誕生 日 の 人 に お 祝い を する 会 で す 」 

「 楽 し く 愉 快 な 晩 ご は ん に し まし ょ う 」 

「 今日 協力 し て いた だ いた の は 、 こ この タイ 料理 レス トラ ン で す 」 

「 こ この ダン サー の 方 も 全員 が 協力 し て くれ ます 」 

「 レ スト ラン は 今日 は y uh an a 専 用 に な っ て いま す の で ゆっ くり 楽し ん 
で くだ さい 」 

「 後 ほど 誕生 日 の 方 の お 祝い \ い を いた し ます ,」 

湯 花 邪 無 は 、 尻 の 皮 が 剥げ て いる の が 気 に か か る 。 

違和感 が あめ る の だ 。 

みん な に お 土産 が ある 。 9 月 の 誕生 日 の 社員 に は お 祝い も ある 。 旅行 券 の よ 
うな 気 が す る が 湯 花 邪 無 は 知ら な い 。 


そし て 、 み ん な バス に 乗っ て 職場 に 帰る 。 ま だ 20 時 30 分 だ 。 

「 わ た し 先 に 帰っ て る か ら 」 

「 わ か り ま し た ,」 

湯 花 邪 無 は 、 すん な けり タ ベッ ト の マン ショ ン に 帰れ な い 。 尻 の 皮 が 削れ て い 
る こと を 見 られ た ら 。 ジ ン に 説明 の し よう が な い 。 

「 ち ょ っ と 腰 が 痛い か ら 温 め て きま す ,」 

湯 花 邪 無 は 、 ドラックストア ー で サマ ン サ が 貼っ て くれ た デカ イ 貼 り ク スリ 
の よう な も の を 買っ た 。 

「 な に し た の ? 」 

「 大 学 の 図書 館 で 本 を 運ぶ キャ スタ ー と ぶつ か っ た 」 

「 交通 事 故 ? 」 

「 病院 に 行っ た ら 貼 り ク スリ を 処方 し て くれ た か ら 買 っ て 来 ま し た 」 

「 貼 っ て る の ?」 

「 え え 」 

「 今晩 で きる の ? 」 

の 

「 あ あー それ だ っ た らい い の か 」 

も う 4 年 に な る 。 

少し の 会 話 で 起こ る で あろ う 多 く の こ と を 表現 で きる 。 

気がつか な か っ た が 、 シ ャ ワー の 水 で し みて し まう 。 サ マン サ が 貼っ て くれ 
た 貼り クス リ は 、 剥 が す と 痛かっ た 。 

血 が に じ お の で は な いか と 心配 に な る 。 

骨 や 筋肉 に 異常 が ある よう に は 思え な い |。 

素早 く バ スタ オル で 拭い て 、 買 っ て きた 貼り クス リ を 貼っ た 。 

「 大丈夫? 」 

「 え え 」 

「 見 せ て 」 

ジン は 下着 を 下ろ し て 触っ て みた 。 

「 熱 ある ん だ ね 」 

「 大丈夫? 」 


へ ヽ 
「 多分 」 


「 フ ツウ に 歩け る の ? 
「 え え 」 
「 で きる ? 」 
「 え え 」 
「 いま 元気 に な ら な いで いい か ら 」 
ジン は さっ さと アー スレ ンジ に 向かっ た 。 
9 月 12 日 だ っ た 。 
「 腰 は どう な の ? 」 
内 記 天 夫人 つ だ 』 
「 先 に 行っ て 」 
「 料理 学校 だ よね 」 
「 え え 」 
「 新宿 ね 」 
湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー で 華美 美 負 を 検索 し た 。 
華美 美 負 が ジャ カル タ か ら ニ ュー ヨー ク の 空港 に 到着 し て 、 骨 へ の アー ス 
バッ テリ ー 普 及 を 訴え て いる 動画 が 、 多 く ア ッ プ され て いた 。 
高速 船 は 難し い の だ が 、 フ ツウ の ボー ト だ っ た ら す べ て アー スバ パッ テリ ー で 
骨 は 動く 。 
新幹線 だ っ て 動か せ た の だ か ら 、 漁 舶 だ っ て で きる の だ ろう 。 
それ より も 、 明 日 は 、 華 美美 負 は 月 へ 出発 する の だ 。 
「 お は よう 」 
「 お は よう ご ざい ます 」 
「 ミスター ジャム 昨日 華美 美 負 が 帰る と き 、 ミ スタ ー ジ ャ ム に 渡し て くれ と 
頼ま れ た 」 
「 昨 日 渡せ ば よかっ た の だ が ここ の 机 に 置い て いた か ら 」 
「 あり が と う 平 気 だ 」 
湯 花 邪 無 は 階段 を 上 が りな が ら メ モ を 開い た 。 
「 あ いし て いる 」 
ひら が な だ か ら だ れ も わ か ら な い 。 
湯 花 邪 無 に 会 えな いと 思っ て メモ に し た の だ ろう 。 
「 リ ニ 昨 日 の 誕生 会 は グッ ド だ っ た 」 


「 あり が と う 」 

「 来 月 も よろ し く お 願 いし ます 」 

「 も う 内 緒 だ けど 決め て ある ,」 

「 あり が と う 」 
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「 あり が と う 」 

「 料理 教室 か 

の p リー 

「 ジ ン は まだ 来 て な い が も うす ぐ 来 る と 思う 」 

「 わ か っ た 」 

湯 花 邪 無 は 、「 あい し て る 」 の メモ を 財布 に し まっ た 。 前 回 の "あい し て 
る 」 の メモ は 、 メ キシ コシ ティ ー の 息 禁 され た 華美 美 欠 を 助け る た め に 使っ 
て 行方 が 知れ な い 。 

また 何 か で 使う こと が ある か も し れ な いと 思っ た 。 

「 ミ スタ ー ユ ハル ナ お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

「 今日 も スイ ー ツ で す 」 

「 ル ジャ ッ ク 」 

「 レ シ ピ を 配り ます か ら 買 い 物 を し て き て くだ さい 」 

「 わ た し が 買い 物 を し ます 」 

ナミ ラ が 手 を 挙げ た 。 

ナミ ラ は スイ ー ツ を や り た い の だ ろう か が 。 

ル ジ ャ ッ ク は 果物 スイ ー ツ で ある 。 

「 ミス ター ユ 八 ナ の ル ジ ャ ッ ク を 持っ て き て くだ さい ,」 
2 目 は ま 三 ラ が ガン ルッ た けど 」 

「 じゅ ー ナ ミラ の ル ジ ャ ッ ク を 持っ て き て 」 

「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は わた し の ル ジ ャ ッ ク を 食べ て 」 

湯 花 邪 無 は 仕方 な く ミ ナ の ル ジ ャ ッ ク を 受け 取り に 行っ た 。 
「 た だ いま ー」 

「 お か えり な さい ー」 

湯 花 邪 無 は すぐ に 新宿 に 向かう つの だ 。 ま た すぐ に 『「 出 か け ま す 」「 い っ て 


ら つ し ゃ いい 」 に な っ て し まう 。 

それ で も 湯 花 邪 無 は 、 必 ず ス パイ ス yuhana に 1 度 帰っ て くる 。 
「 ジ ン な に か あり ます か ? 」 

「 腰 は どう な ん だ 」 

「 忘れ て いた 」 

「 よく な っ た の か 」 

「 貼 り ク スリ を 貼っ て や ろう か 」 

「 見 られ た ら 説 明 が 難し く な る 」 

「 何 か あ り ます か ? 」 

「 順調 だ 」 

「 出 か け ま す 」 

「 気 を つけ て 」 

湯 花 邪 無 は 、 アー スカ ー で 華美 美鈴 を 検索 し た 。 

華美 美 負 が 昨日 拉致 され た こと は 、 ど こ に も 出 て いな い 。 誰 も 知ら な い の 
だ 。 

知っ て いる と し た ら 、 タ クシ ー の 運転 手 だ が 、 ま さか が 華美 美鈴 と は 思わ な い 
っ 

羽田 の 到着 ロビ ー に 、 有 村 聡 と 真野 裕也 が 待っ て いた 。 

「 佐野 次 郎 と 飯野 修 が さっ き の 便 で 帰っ て きた 」 

「 何 もなか っ た の か 」 

「 佐野 次 郎 と 飯野 修 と 会 っ た の か 」 

「 会 っ て な い 」 

「 私 は 写真 を も ら っ た けど 佐野 次 郎 と 飯野 修 は 私 を 知ら な い だ ろ う 」 
「 知 ら せ な い 方 が いい 」 

「 ヤ ツ 等 が 失敗 し て いる の は みん な お 湯 花 邪 無 の せい だ と わか っ た ら 湯 花 邪 無 
が 狙わ れる 」 

「 あり が と う 注 意 する 」 

「 何 もなか っ た の か 」 

「 私 は 知ら な い 」 

「 ジ ャ カル タ で 拉致 し よう と し た の で は な い の か 」 

「 2 人 に 聞か な いと わか ら な い が 華 美美 負 は 明日 月 に 出発 する 


湯 花 邪 無 は 、 真 野 裕也 と 有 村 聡 の 吉 っ て いる と お り だ と 思っ た 。 湯 花 邪 無 の 
存在 が 明らか に な っ た ら 、 湯 花 邪 無 が 危な い 。 そ の こと は 、 華 美美 鋼 が 最も 
恐れ て いる こと だ 。 自分 が 狙わ れる の は 覚悟 が で き て いる と し て も 、 湯 花 邪 
無 が 狙わ れる こと に は 覚悟 が で き な い 。 

華美 美 鋼 は 湯 花 邪 無 と 接触 する こと を 極力 避け て いる の だ 。 
「 こ ん に ち わ ー」 

「 こ ん に ち わ ー」 

「 水野 さん 何 か あ り ま すか ? 」 

「 順調 で す 」 

「 今 日 の 料理 教室 は 何で すか ? 」 

「 ル ジャ ッ ク だ 」 

「 ル ジャ ッ ク っ て な ん で すか ? 」 

「 果物 スイ ー ツ 」 

「 お いし く で きた の か 」 

「 で きた と 思う 」 

牧野 由香 が コー ヒー を 煎れ て きた 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム こ ん に ち は 」 

局 空 信 字 赴 ほ だ 

「 あ り が と う 」 

「 今日 の 17 時 か ら コ ショ ウ の 勉強 会 する ん だ けど 」 

「 どう せわ た し た ち だ け で や る つも りな ん だ けど 」 

「 う つれ し い 」 

「 な ん で も する 」 

「 ヒ マ な の か ,」 

「 い つも ヒマ だ 」 

「 一 緒 に いて 見 て て くれ な いか 」 

「 み ん な が 調べ た こと を 話す か ら 」 

「 も し 質問 が あっ た ら 答 えて ほし い 」 

「 私 は 座っ て いれ ば いい ん だ 」 

「 み ん な に 連絡 し て いい か 」 

「 何人 だ 」 


「12 人 」 
「 わ か っ た ,」 
湯 花 邪 無 は うれ し か っ た 。 


華美 美 錠 が 月 へ 


9 月 13 日 に な っ た 。 土 曜日 で ある 。 
湯 花 邪 無 は ずっ と 気 に な っ て いた 。 
華美 美鈴 が 月 に 行く の だ 。 

8 月 21 日 に 1 8 2 人 が 乗っ て いた 月 連絡 船 が 行方 不明 に な っ た 。 ソ ー ラ ー 
バッ テリ ー が 故障 し た 。 と ん で も な いと ころ に 飛ん で いっ た の か 何 か に 衝突 
し た の か 攻撃 され た の か わか ら な い 。 
湯 花 邪 無 は 、 月 タク シー の アー スバ ッ テ リ ー を 開発 し た の だ 。 月 タク シー は 
地球 と 月 の 連絡 般 で は な い 。 月 の 中 で 移動 する タク シー の こと だ 。 
連絡 船 で ある 宇宙 舶 で は 、 や は けり アー スバ ッ テ リ ー は 使い に くい 。 し か し 、 
今回 は アー スバ ッ テ リ ー も 搭載 し た 。 月 の アー ス と 地球 の アー ス を 自動 的 に 
痢 別 する 装置 を つけ て いる らし しい)。 
そし て 、 月 ホテ ル の アー スラ イ テ ィ ング を アー スバ ッ テ リ ー に 変更 する 。 
他 に 別 菩 マンション 棟 が 3 棟 に 13 カ 国 が 研究 所 を 持っ て いる 。 み ん な 、 月 連 
絡 船 を 利用 し て いる 。 

8 月 21 日 の 事故 以来 、 月 へ の 連絡 船 は 運航 し て いな い 。 

1 ヶ月 も 経 な いで 華美 美 負 が 月 へ 向かう 。 華 美美 負 と スタ ッ フ だ けら し い 。 
ライ ブ テ レ ビ で 中 継 さ れる 。 ジ ャ カル タ の 21 時 に 出かけ る 。 
湯 花 邪 無 は 、 い つも の よう に 羽田 に 向かっ た 。 今日 は ずっ と 緊張 し て いる に 
違い な い 。 心 配 で ある 。 

9 月 13 日 9 時 に フロ リ ダ か ら 出 発する 。 ジ ャ カル タ 21 時 で は 、 タ ベッ ト の 
マン ショ ン で ジン と 一 緒 に いる 。 ラ イブ テレ ビ で 華美 美 負 の 月 へ 出発 を 見 る 
こと が で き な い |。 

あれ これ 考え て みた が 、 難 し いと 思っ た 。 

「 お は よう 」 


「 お は よう ご ざい ます 」 
「 明 日 わた し モロ ッ コ に 行く か ら 」 
「 な ん で すか ? 」 
「 ス テ フ ァ ノ と アイ チャ が クミ ン と パプ リカ と ター メリ ッ ク と シナ モン を 農 
場 か ら 買う か ら 」 
「 話 は つい た ん だ 」 
「 し ば らく は モロ ッ コ の 森 で は 栽培 で き な い か ら 買 うし か な い 」 
に 大 つう で すね 。 
「 キ チン と 話 を し て きた い 」 
「 契 約 を する の か ,」 
「 1 年 契約 に し た い 」 
「 モ ロッ コ の 森 の こと は 話す の か 」 
「 も ちろ ん 」 
「 騙す よう な こと は し た く な い 」 
「 わ か っ た ,」 
湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス バッ テリ ー を 検索 し て いた 。 ジ ン が 明日 モロ ッ コ に 出 か 
ける こと は 聞い て いた 。 
8 月 21 日 の 事故 は リー ラー バッ テリ ー が 原因 で ある こと が は っ きり し て い 
る 。 今回 は 、 新 し い ! い ソー ラー バッテリー と アー スバ ッ テ リ ー を 搭載 し て い 
る 。 安 全 は 担保 され て いる と する 専門 家 と 、 1 8 2 人 も の 人 が 、 ど こ に 消え 
た の か は っ きり し な い 。 こ ん な 状態 で 出かけ る こと は 無謀 だ と いう 専門 家 も 
いる 。 
湯 花 邪 無 は 、 無 謀 だ と 思っ て し まう 。 
まず 無人 で 出せ ば いい で は な いか と 思う 。 
どう し て いき な り 有 人 で し か も 華美 美 負 が 行く の か 、 よ くわ か ら な い 。 
「 ミ スタ ー ジ ャ ム 、 お 昼 だ けど 」 
「 ジ ン と リ ニ は 会 計 事 務 所 に 行っ て いる 」 
「 わ た し が 一 緒 に 食べ る よう に ジン に 吉 わ れ た 」 
「 それ は うれ し い ,」 
「 い い の か ?」 


「 平 気 だ 」 


ラナ ン が や っ て きた 。 

「 今日 華美 美鈴 が 月 に 行く ん だ けど 知っ て る か 」 

「 そ う で すか ,」 

「 みん な うわ さして る 」 

「 な ん だ 」 

「 危な いん じゃ な いか 」 

「 ま た 事故 に な る ん じゃ な いか 」 

「 ナ シゴ レン に スー プ だ 」 

「 お いし そう だ ,」 

「 今晩 中 継が ある ん だ けど 」 

「 な ん だ 」 

「 華美 美鈴 が 月 に 行く 中 継 」 

S う が ュ 

「 み ん な 見 る 」 

「 あの 事故 は 月 か ら 帰 り だ っ た か ら 行 き は 何 も な いか も 」 
ジン は 華美 美鈴 の 話 は し な か っ た 。 
興味 は な い の だ ろう か 。 

9 月 11 日 に 、 こ こ に スパ イス を 買い に や っ て きた の だ 。 
興味 が な いわ け は な し !。 

18 時 に な っ た 。 

「 わ た し 先 に 帰る か ら 」 

op 

21 時 で ある 。 ま だ 時 間 が ある 。 湯 花 邪 無 は 自分 が 黙 り っ こく な っ て いる こと 
を 知っ て いた 。 そ うか と いっ て 何 か を 考え て も 仕方 が な い 。 
「 た だ いま ー」 

「 お か えり ー」 

「 な まず の スー プ と サテ だ か ら 」 

「 シ ャ ワー し て きま す 」 

「 一 緒 に 入っ て 見 て あげ る か ら 」 

「 自分 で で きる か ら 平 気 だ 」 

湯 花 邪 無 は 、 さ っ さと シャ ワー に 向かっ た 。 


一 緒 に 入っ て 貼り クス リ を 剥が れ た ら ま ずい 。 

図書 館 で キャ スタ ー と ぶつ か っ た こと に な っ て いる の だ 。 

皮 が 剥が れ て いる こと を 説明 で き な く な る 。 

それ に し て も な まず の サテ は どう し て いる の だ ろう と 思っ て し まう 。 
シャ ワー を し て そっ と 和 剥が し て みた 。 血 が 出る 雰囲気 は な い 。 し か し 、 生 友 
が 剥が れ て いる の だ か ら ま だ し みる 。 多分 、 水 道 の 塩素 に し みる の だ ろう 。 
バス タオ ル で キチ ン と 拭い て 新しい 貼り クス リ を 貼っ て お いた 。 

「 どう な っ て ん の ?」 

「 腰 で すか ? 」 

「 も うな ん と も な いん だ けど 用 心して る 」 

「 医者 に 行っ た っ て 吉 っ た けど レン トゲ ン は 撮っ た の ? 」 

「 筋肉 痛 だ と 吉 っ て いた 」 

「 そ う ね ー わ た し が 乗っ て も 痛 が ら な いも ん な 」 

「 な まず の サテ っ て な ん だ ,」 

「 これ 見 て ? 」 

「 焼き 魚 に し た も の だ っ た ,」 

「 な まず の スー プ に 餃子 入れ た 」 

「 お いし いと 思う つ .」 

湯 花 邪 無 は 、 黙 り っ こ く な っ て いる 自分 に に ジン が お か し く 思 う の で は な い 
か と 気 に な っ て いた 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム は プー ル は 最近 は 行か な い の か 」 

「 料理 教室 に 通 ! は じ め て 時 間 が な く な っ た 」 

「 会 員 は 止め た の か 」 

「 北 千住 の 会 員 は 止め た 」 

「 ジ ャ カル タ は その まま か ,」 

「 そ うだ けど 行っ て な い 」 

「 明 日 一 緒 に 行こ うか 」 

「 日 曜 だ けど 用 事 が ある の か ,」 

「 何 も な い 」 

「 じゃ ー い いい? 」 

「 わ か っ た 」 


「 お腹 出 て きち ゃ う よ ? 」 

「 出 て き て る の か が 」 

「 自 分 で わか る で し ょ ?」 

「 出 て な いと 思う 」 

「 も う 2 ヶ 月 くら い 行 っ て な いで し ょ ?」 

「 ジ ン は どう な の だ 」 

「 わ た し は 熱心 」 

「 1 週間 に 2 回 は 行く 」 

「 な に し て る ん だ 」 

KS 二宮 と ラジ 」 

「 わ た し いい い 身 体 し て る で し ょ ? 」 

「 え え 」 

「 ミス ター ジャ ム に 嫌 わ れ な いよ うに し て る 」 
「 嫌 われ る な ん て と ん で も な い 」 

ジン が テレ ビ を つけ た 。 

「 華美 美鈴 さん が 月 に 行く か ら 」 

「 事 故 め っ た ば か りな の に 」 

「 まだ な の ね ,」 

湯 花 邪 無 は 吉 い 出せ な か っ た の だ が 、 ジ ン が テレ ビ を つけ た 。 
「 行き も 危な い の か な ー」 

「 この 前 の 事故 は 帰り だ っ た 」 

湯 花 邪 無 は じっと テレ ビ を 見 て いた 。 返事 を し な い 湯 花 邪 無 を 、 ジ ン は お か 
し く 思 うか も し れ な い !。 

に 思 二 だ だ びき 

「 あり が と う 」 

カウ ルド ダウ ン は じ ま っ うた 

そし て 華美 美鈴 の 乗っ て いる 月 連絡 線 が 発射 し た 。 
に 大 丈夫 で し ょ ?.」 

「 え え 」 

「 問題 は 帰り 

ジン は マン ゴ を 持っ て きた 。 


記 っ pk 

「 あり が と う 」 

「 ジ ャ カル タ の 女性 の 身長 は いく ら な ん だ 」 
「 わ か ん な いけ ど わ た し が フツ ウ だ と 思う 」 
た きま ュ 

「 ミスター ジャ ム は 2 0 0 で し ょ ?.」 
つう 訪 』 

「 イ ンド ネシア の 人 も 大 きく な っ た , 

「 みん な 豊か だ か ら ね 」 

「 そう だ な ,」 

急 に 湯 花 邪 無 は お し ゃ べり に な っ た 。 
ーー 瞬 で ある 。 

上 が っ て し まえ ば 、 も う 映 像 で は 捉え られ な い 。 


月 着陸 


「 鶏 か ゆ だ け ど 」 
ジン は な か な か 離し て くれ な か っ た 。 有 睡眠 が 不足 し て いる 。 
シャ ワー に 向かっ た 。 
どう いう わけ だ か 、 緊 張 感 の よう な も の が と れ て いる 。 
華美 美鈴 の 月 連絡 般 が と に か く 事 故 な く 月 に 向かっ たから だ 。 
華美 美鈴 が 月 の 駅 に 到着 する の は 48 時 間 後 だ 。38 万 キロ ある 。 近 いと 吉 え 
ば 近い 。 
9 月 15 日 の 21 時 だ 。 ジ ャ カル タ 時 間 だ 。 
「 わ た し お 昼 か ら モ ロッ コ だ か ら 早 く 食 べ て スポ ー ツ ジム 行く か ら 」 
「 睡眠 不足 だ けど 」 
「 わ た し 忙し い 」 
10 時 に は スポ ー ツ ジム に いた 。 
「 わ た し プー ル に いる か ら 」 
「 な に する の ? 」 


ラジ ショ 

「 わ た し 1 時 間 で 出 ち ゃ うか ら 」 

「 モロ ッ コ 行く か ら ね 」 

「 電話 も し な いで 行く か ら 」 

「 わかり まし た ,」 

湯 花 邪 無 は 走る の は し ば らく ぶり だ っ た 。 

お 腹 が まだ 出 て いな い 。 

湯 花 邪 無 は 、 ス ポー ツジ ム の レス トラ ン で パス タ を 食べ た 。 美鈴 は 、 月 
連絡 船 の 中 だ 。 

湯 花 邪 無 は 、13 時 に スパ イス y u h a n a に 向かっ た 。 

「 こ ん に ち わ び ー」 

「 こ ん に ち わ び ー」 

「 ミスター ジャ ム が 日 曜 に スパ イス y uh an a に いる の は 珍し い が 」 
「 ス ポー ツジ ム に 行っ て いた 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム が カッ コ い い の は スポ ー ツ ジム の せい な の か が , 
「 カ ッ コ よく は な い 」 

AI 雪 王 還 光 包 窟 

「 リ ニ は 今日 は 休み だ 」 

ラナ ン は 19 歳 に な っ て 少し は ジン の 秘書 らし く な っ て いる 。 

内 ー ニ アプ デ ィ ー に し だ けど 」 

「 あり が た い 」 

「 下 に いる か ら 用 事 が あっ た ら 呼 ん で 下さ い 」 

ラナ ン は 売場 に 立つ の だ ろう 。 

湯 花 邪 無 は 華美 美 錠 を 検索 し た 。 

13 日 の 華美 美 負 の 出発 の 映像 が 多く アッ プ さ れ て いる 。 

月 連絡 毅 の 中 の 華美 美 催 の 映像 は 出 て き て いな い 。 

事故 が あっ た と いう 情報 も な い 。 順調 に 飛行 を し て いる の だ ろう 。 
「 今晩 は タ ベ ッ ト の マン ショ ン ? 」 

「 そう だ 」 

「 モロッコ 料理 買っ て 行く か ら 」 

「 一緒 に 食べ られ る よね 」 


「 わ か り ま し た ,」 
「 ク ミン と パプ リカ と ター メリ ッ ク と シナ モン の 農場 と 1 年 契約 し た か ら 」 
「 数 も 契約 し た の で すか ? 」 
「 数 は ファ ティ マ が 連絡 する 」 
「 最初 の 買い 入れ を し た か ら 」 
「 試 作用 な ん だ 」 
「 明 日 スパ イス 工房 モロ ッ コ に 機械 入れ る か ら 」 
「 エ ミル は 明日 行く ん だ 」 
「 わ た し も お 昼 か ら 行 く 」 
「 わかり まし た ,」 
「 遅 く な ら な いよ うに 帰っ て よ ?」 
「 どこ で すか ?」 
「 空港 
「 わかり まし た ,」 
湯 花 邪 無 は 、18 時 に な っ て スパ イス y uh a n a を 出 た 。 
「 ラ ナン 帰り ます 」 
「 何 か あ り ま すか ? 」 
「 順調 で す 」 
「 わかり まし た ,」 
「 今 日 は どちら で すか ? 」 
「 タ ベッ ト で す ,」 
「 明 日 は 料理 学校 と 新宿 で すか ? 」 
「 そう で す 」 
「 ジ ン は モロ ッ コ か ら 帰 り ま すけ ど 今 日 は こち ら に は 寄ら な いそ う で す 」 
「 わかり まし た ,」 
湯 花 邪 無 は 真っ 衣 ぐ で タ ベ ッ ト の マン ショ ン に 向かっ た 。 
何 度 も 華美 美鈴 を 検索 し て いる が 何 も な い 。 
「 腰 は どう な っ て いる の だ ,」 
「 だ いぶ 良く な っ た 」 
「 ラ ン な ん か や っ た ら ま ずい の で は な いか 」 
「 す ぐに ブ プール に し た ,」 


「 見 せ て みて 」 
「 大 丈夫 だ か ら 」 
ジン に は 見 せら れ な い 。 図 書館 の 本 を 運ぶ キャ スタ ー と ぶつ か っ た こと に 
な っ て いる 。 皮膚 が 剥が れる こと な ど な い 。 
「 シ ャ ワー し て きま す ,」 
「 後 で 見 て あげ る か ら 」 
「LULU1 で す 」 
も う 少 し な の だ 。 こ こ で 見 られ た く な い 。 皮膚 が 元 に 戻る に は 4 週間 必要 
だ 。 皮膚 が 真皮 か ら 持 ち 上 が っ て き て 最上 部 の 錦 層 に な っ て 和 剥げ 落ち る ま 
で 4 週間 だ 。 
9 月 11 日 に 高速 舶 の 窓 に 削ら れ た 。 左 の 尻 の 皮 だ 。 ま だ 3 日 し か 経過 し て い 
な い が 、 違 和 感 は な く な っ た し 、 ジ クジ ク も し な い 。 何 も な い の だ が 皮 が 簡 
げた 状態 で ある こと に は 違い な い 。 
だ か ら 大 き な 貼 り リク スリ を 貼っ て いる 。 
今日 は 、 な に も 貼っ て いな い 。 
ジン に 見 られ る 可能 性 が ある 場合 は 貼っ て お か な いと いけ な い )。 
早く シャ ワー を し て 大 き な 貼 り ク スリ を 貼っ て お か な いと いけ な い 。 
デージー ツン だ けど 。 
「 LU 匂い ね 」 
「 羊 の 肉 な ん だ けど 」 
「 ご は ん も ある か ら 」 
「【1 た だ きま す ,」 
らく 
「 モ ロッ コ ど う で すか ? 」 
「 な に が ? 」 
「 ス キ か どう か ,」 
「 ジ ャ カル タ と 付 て る か ら ス キ だ よ 」 
「 款 教 も 同じ だ し 」 
「 や っ て いけ る だ ろう か 」 
「 平 気 


「 アイ チャ も ファ ティ マ も モロ ッ コ の 人 だ か ら 」 


「 そ れ に スパ イス と ハー プ ブ が 好き な 人 達 だ し 」 

「 ミス ター ジャ ム は 最近 新宿 が 少な い の で は な い の か が 」 

「 何 か あ っ た の か ,」 

「 な に も な い 」 

「 わ た し は ジャ カル タ に ずっ と いて くれ て うれ し いん だ けど ,」 
8 月 17 日 に 沢 風 ゆ り が 北 千 住 の マン ショ ン か ら 消 えて 、 な ん と な く 北 千住 の 
マン ショ ン に 影 が ある 感じ が する の だ 。 も ちろ ん この こと は 、 ジ ン に は 話し 
て いな い 。 

な ん と な く 東 京 の 話 が 少な く な っ て いる の か も し れ な い 。 

9 月 15 日 だ っ た 。 月 曜日 で ある 。 

「 わた し 今日 は お 休み だ か ら 」 

「 モ ロッ コ に 行く ん じゃ な いん で すか ? 」 

「 休 み だ け ど 午 後 か ら モ ロッ コ 」 

「 働き 過ぎ だ 」 

「 週 に 3 日 休 び の は タイ ヘン 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム だ っ て 3 日 は 休ん で な い ど ころ か 毎日 仕事 し て る 」 
「 仕事 は 何 も し て いま せん 」 

「 プ ラプ ラ し て いる だ け で す 」 

「 料理 教室 に 遅れ る 」 

1 出 ま す 」 

「 新 宿 ね 」 

「 え え 」 

「 今晩 は 東京 ね 」 

「 え え 」 

湯 花 邪 無 は 、 ア ー ス カー で 華美 美 負 を 検索 し た 。 

これ と いっ た 情報 は な い 。 今晩 21 時 に 月 に 到着 する 。 
東京 時 間 の 23 時 だ 。 

「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます ,」 

一 プティ ー だ けど 」 

リ ニ が や っ て きた 。 


「 ジ ン は 今日 は お 休み の 日 で す が 午 後 か ら モ ロッ コ に 行き ます ,」 
「 な に か あり ます か ? 」 
「 順調 で す 」 
湯 花 邪 無 は 、 誰 も わか ら な い だ ろ うつ が 、 心 臓 が 高 鳴 っ て いる の だ 。 華 美美 負 
が 月 に 到着 する 。 到着 時 も いろ いろ ある だ ろう と 予想 する 。 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ お は よう 」 
「 お は よう ご ざい ます ,」 
「 新 し く で きた イン ド ネ シア 料理 の お 店 か ら 招 待 状 が きま し た 」 
「 2 枚 あ る か ら 一 緒 に 行き まし ょ う 」 
「10 月 9 日 だ けど 」 
「 予 定 し て お いて くだ さい 」 
「 せ っ か く 招 待 し て くれ る ん だ か ら 」 
「 い いで すか ? 」 
料理 教室 の 7 人 は 笑っ て 聞い て いる 。 
「 今日 は イン ド ネ シア スイ ー ツ で す 」 
ココ 所 ポッ ツ ム ー シ タッ キー 、 
「 レ シ ピ を 配り ます 」 
「 わ た し に 買い 物 を や ら せ て 谷 し い 」 
スイ ー ツ の 時 は 、 常 に ナミ ラ が 手 を 拳 げ る 。 凝っ て いる の だ 。 
「 紅 共 と 合う か ら 買 っ て き て お いし く 煎 れ て くだ さい 」 
湯 花 邪 無 は オー ブン な ど 使 っ た こと が な い 。 
「 ナ ミラ どう する の か 教え て くれ ,」 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ は 使っ た こと が な い の か ,」 
「 な い 」 
「 珍 し い 人 だ ,」 
沢 風 ゆ り は 常に 使っ て いた 。 電 子 レ ンジ の オー ブン で も よかっ た 。 
「 ナ ミラ の が 1 番 お いし い 」 
「 ミ スタ ー ユ 八 ナ の クッ キー は どう し た の だ 」 
「 オ ー プ ブン の 使い 方 が わか ら な か っ た 」 
「 時 間 が お か し い の か が 」 
「 短かっ た か も し れ な い ,」 


「 わ た し の クッ キー を 食べ た か 」 
「 お いし い 」 
みん な は 、 ミ ナ と 湯 花 邪 無 の 会 話 を 聞い て いな い )。 
お 互い の クッ キー を 食べ 較べ て いる 。 
「 た だ いま びー」 
「 お か えり な さい ー」 
「 今 日 は 何だ 」 
5 沿 ボ ツ ツ バ ー ン タツ ギー 
「 リ ニ こ れ を 食べ て みて くれ 」 
湯 花 邪 無 は 、 自 分 の 焼い た クッ キー を リ ニ に 渡し た 。 
「 後 で 食べ る 」 
「 今 食べ て みて くれ 」 
リ ニ は 、 戸 惑 っ た が 口 に 運ん だ 。 
「 お いし いと 思う 」 
「 は じ め て オー プン 使っ て 温度 が うま くい か な か っ た 」 
「 それ で し っ と り し て いる の か 」 
「 そ し た ら お 昼 は ここ で 食べ る の か 」 
「 新宿 に 行く か ら 空 港 で 何 か 食 べ る 」 
「 も し よかっ た ら ク ッ キ ー を 全部 置い て いく 」 
「 わ た し は お いし い 」 
「 あり が と う 」 
湯 花 邪 無 は ジャ カル タ で は ガマ ン し た 。 お 腹 は 空い て いた が 50 分 だ 。 お そば 
が 食べ た い 。 あ の お 疾 油 の 焼け た 匂い が 無性に 恋し く な る こと が ある 。 日 本 
人 だ と つく づく 思う 。 
ー ス カー で 華美 美 錠 を 検索 し た 。 
まだ 地球 と 月 の 間 を 飛ん で いる は ず で ある 。 
月 到着 は 東京 時 間 の 23 時 だ 。 
「 こんにちわ び ー」 
「 こんにちわ び ー」 
「 水野 まさ みさ ん は 八ヶ岳 わさび 工房 に 出かけ て いま す 」 
「 今日 機械 を 設置 する ん だ 」 


「 連 絡 は 入っ て いま せん か ? 」 
「 ま だ で す 」 
コーヒ ピー で す が ツ ボッ ト で すず が? 
「 ホッ ト で 」 
牧野 由香 は 元気 そう だ 。 
15 時 に な っ て 水野 まさ みか ら 電 話 が きた 。 
「 今 日 の 料理 は な ん だ っ た の か が 」 
当局 ナッツ ムー ンク ウッ キー。 
「 お いし か っ た の か 」 
「 も う 少 し か な ,」 
「 ス ライ ス わ さび の 機械 を 設置 し て 今日 か ら テ スト する か ら 」 
「 問題 は 何 か あ り ま せん か ? 」 
「 順調 」 
「10 月 1 日 生産 開始 で 販売 開始 だ か ら 」 
「 わかり まし た ,」 
「 山井 生 江 さ ん と 次 郎 さ ん は 元気 で す 」 
「 も う 試 作 の 準備 を し て いま す 」 
「 天 海 豊 さ ん も 朝 か ら 来 て いま す 」 
「10 月 1 日 まで 時 間 は な いけ ど 」 
「 機械 の 設置 だ けが 問題 で も うつ で き て いる か ら 心 配 は な い 」 
「 わかり まし た ,」 
「 あり が と う 」 
「 みな さん に お 礼 を 吉 っ て お いて くだ さい 」 
「 わかり まし た ,」 
水野 まさ み は 、 ス バイ ス 湯 花 の 社長 に な っ て いる 。 態度 も 社長 で ある 。 
17 時 に な っ て 水野 まさ みか ら 電 話 が あっ た 。 
「 ミスター ジャ ム 喜 ん で くれ , 
「 どう し た の だ 」 
「 試作 が 成功 し て いる 」 
「 わ た し は 今日 は 遅く な る けど 明日 新宿 に 持っ て いく 」 
「 ジ ニ も いま すか ? 」 


「 宅 急便 で ジャ カル タ に 送る よう に 吉 っ て くだ さい 」 

「 ミ スタ ー ジ ャ ム と 同じ くら い に ジ ャ カル タ に 着く と 思う 」 
人 

今日 スラ イス わさび の 日 本 料理 店 へ の 案内 を や っ て る ん だ けど 」 

「 どこ か ら で す か ? 」 

「 ホ ー ム ペー ジ 」 

「 著 名 な 日 本 料理 店 に は メー ル で 案内 」 

「 あ あ 」 

「10 月 1 日 出荷 で 4 3 3 本 の 注文 が あっ た 」 

「 ま だ 試験 的 だ と は 思う けど 」 

「 毎 日 2 6 0 程度 の 注文 が ある と 思っ て いる 」 

「 専門 店 だ け で すか ? 」 

2 の で すず 」 

「 家庭 用 は 情報 が 届く まで 待つ ん だ 」 

「 そ う で す 」 

「 わ かり ま し た .」 
18 時 に な っ た 。 

「 牧野 さん 何 か あ り ま すか ? 」 

「 順調 で す 」 

「 北 千 住 で すか ? 」 

「 水野 さん は 遅く な り そ う で す 」 

「 電話 が あり まし た 」 

「 直接 自宅 だ そう で す ,」 

「 わ かり まし た .」 

「 失 礼 し ます 」 
湯 花 邪 無 は 、 北 千住 の マン ショ ン ま で 華美 美 欠 を 検索 し て いた 。 ニ ュー ス は 
何 も な い 。 
近所 の スー パー マー ケッ ト で サラ ダ と カツ カレ ー と ビー ル を 買っ た 。 
こん な 食 生 活 は 良く な いと は 思う の だ が 、 暗 い 部 屋 に 帰っ て 料理 する 気 に な 
れ な い 。 
スマ ホ ア ー ス 炊飯 器 と アー ス 鍋 は まだ 使っ て いな い 。 


20 時 に な っ て 、 ジ ン か ら 電 話 が あっ た 。 

「 明 日 で も いい ん だ けど 」 

「 ス パイ ス 工 房 モ ロッ コ の スパ イス の 機械 の 据付 が 終わ っ た 」 

「 ク ミン と パプ リカ と ター メリ ッ ク と シナ モン と レッ ド ペ ッ パ ー の 試作 を 行 
える 」 

「 9 月 20 日 に は も う 1 度 モ ロッ コ に 来 て 試作 を 持っ て 帰っ て 試験 する 」 

「 そ れ ま で エミ ル は モロ ッ コ で すか ? 」 

「 9 月 20 日 に わた し と エミ ル は ジャ カル タ に 帰っ て くる 」 

「 わ かり まし た 」 

「 機械 は みん な 順調 だ か ら 心 配 は な い 」 

「 あ り が と う 」 

21 時 が 近く な っ て 湯 花 邪 無 は 落ち 着 か な く な っ た 。 

月 連絡 船 は どの よう に 月 に 着陸 する の だ ろう か が 。 

月 の 重力 は 地球 の 1 / 6 に な る 。 ア ー ス バッ テリ ー も 、 地 球 仕様 と 月 仕様 に 
分 け な く て は な ら な い !。 

着陸 の こと を 考え る と 、 月 の 方 が 危険 度 は 少な い 。 月 連絡 船 が 、 何 か の 都合 
で 月 に 衝突 する 時 も 、 地 球 よ り も 上 厳し く は な い 。 

ビー ル を 飲ん で いる の だ が 、 ホ ッ ト ウ イス キー を つく っ て きた 。 飲 ん で いな 
いと お か し く な り そ う だ 。 最悪 の こと も イメ ー ジ し て お か な いと いけ な い 。 
考え て みた ら 中 継 な ど し て いな い 。 

地球 か ら 出 発する 時 は 、 8 月 21 日 の 事故 以来 だ か ら 中 継 を する が 、 月 着陸 で 
は 何 も な い 。 


月 か ら の 帰還 


翌日 、 い つも の よう に 羽田 に 向かっ た 。 

「 9 月 16 日 日 本 時 間 15 時 に 華美 美 負 が 月 タク シー の 月 アー スバ パッ テリ ー で 
の テス ト を 中 継 し ます 」 

日 本 の ライ ブ プ テ レ ビ が いき な り 吉 っ た 。 

何 も 情報 が な か っ た の だ が 、 確 か に 、 華 美美 鋼 が 情報 を 出さ な か っ た ら 、 何 


も わか ら な い 。 ジ ャ カル タ 時 間 の 13 時 だ 。 

今日 は 終日 スパ イス y u h a n a に いよ うと 思っ た 。 
「 お は よう 」 

「 お は よう ご ざい ます 」 

「 ミス ター ジャ ム お は よう 」 

「 宅 急便 が 届い て いま す 」 

「 ス ライ ス わ さび で す 」 

「 あり が と う 」 

「 試験 用 の 冷蔵 庫 に 入れ て あり ます ,」 

「 ジ ン は 知っ て いま すか ? 」 

「 も う 試 食 を し て いま す 」 

「 試食 で すか ? 」 

「 ス テー キ を わざ び で 食べ て いま す 」 

「 どう な ん だ ろう か ,」 

「 新鮮 な ステ ー キ だ そう で す ,」 

「 疾 油 味 で す 」 

「 な る ほど 」 

湯 花 邪 無 が 何 も 吉 わな く て も ジン は 興味 が ある か ら 動い \ て し まう 。 
10 時 30 分 に な っ て 、 ジ ン が ステ ー キ を を 少し 持っ て きた 。 
「 これ 食 べ て みて 」 

「 わ さび ステ ー キ 」 

の ep っ 

湯 花 邪 無 は 一 口 で 食べ た 。 

「 あ あー これ は スラ イス わさび の 特長 が 出 て る な ー」 
5 思う し ます 

「 こ れ っ て アメ リカ で 売っ た らい いん だ けど yuhana は アメ リカ に な い 
か ら 」 

「 ア メリ カ で 売っ た ら 生産 で き な く な る 」 

『 受 れ は ぞう だ 。」 

「 わ さび は 予定 通り で いい の ? 」 

「10 月 1 日 で すか ? 」 


「 料理 屋 か ら は 4 3 3 本 の 注文 を いた だ いて いる ん だ そう で す 」 

「 な ん で ?」 

「 い か に も 料理 屋 好み だ か ら ホ ー ム ペー ジ で す 」 

「 今晩 いい の ? 」 

湯 花 邪 無 は 、 こ ん な ジン の 吉 葉 に は 反応 し な いこ と に し て いる 。 だ いた い リ 
ニニ が 近く に いる の だ 。 

「 今日 は リ ニ は お 休み だ か ら 」 

湯 花 邪 無 が 何 を 気 に し て いる の か 読ま れ て いる 。 

「 今日 の お 昼 も わさび ステ ー キ を 少し 用 意 し て る 」 

「 わ か っ た ,」 

「 わた し 会 計 の こと で 打ち 合わ せ あ る か ら 」 

ep 

湯 花 邪 無 は 、 華 美美 鈴 を 検索 し た 。 

何 も な い 。 

2 時 間 後に 月 タク シー の 月 アー スバ ッ テ リ ー で の テス トト 走行 が 中 継 さ れる 。 
華美 美 負 は 月 の 表面 に 降り る の だ ろう か 。 

イメ ー ジ が 湧か な い 。 

12 時 に な っ て ジン が 帰っ て きた 。 

「 お昼 に 行く けど 」 

「 わ か っ た ,」 

「 わ さび ステ ー キ だ け で いい で す 」 

「 ご は ん は 白 で すか ? 」 

「 わ か っ た ,」 

「 じゃー わた し が 焼く か ら 」 

湯 花 邪 無 は ホン ト に お いし いと 思っ た 。 醤油 と よく 合う の だ 。 料 理 屋 か ら の 
注文 が 多い に こと が わか りや すか っ た 。 

湯 花 邪 無 は 、 食 べ て いる の に 、 ス マ ホ で メー ル し た 。 

「 わ さび ステ ー キ が 素晴らし い 」 

「 こ れ は 全く 新しい 味 だ 」 

「 ホ ー ム ペー ジ で わさび ステ ー キ も 写真 で お 知ら せ し て くだ さい 」 
水野 まさ み と 牧 野 由香 と ジニ と 山井 生 江 と 次 郎 に 送っ た 。 


ジン に も 送っ た 。 

RSS uuhana の リビン グ の 時 計 を 何 度 も 見 て いる 。 月 
の 中 継 は 13 時 か ら だ 。 ゆ っ くけ り お昼 を 食べ て いた ら 間 に 合わ な い 。 
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「 ごちそうさま,」 

スス デー 半ば は どう で し た ? 

グッツ ド で し た 』 

ジン は まだ 帰っ て こない 。 

12 時 55 分 に な っ て いた 。 

湯 花 邪 無 は 机 が な い 。 

会 長 に な っ た の だ が 部 屋 も な い 。 

ソフ ァ ー に 座っ て テー ブル で ライ ブ テ レ ビ を 開い た 。 

「 それで は 月 タク シー の アー スバ ッ テ リ ー で の 走行 テス ト を いた し ます 」 

「 施設 と 施設 間 を 走り ます 施設 タク シー と 宇宙 服 着 用 の 月 タク シー の 両方 を 

同時 に 発車 させ ます 」 

「 施設 タク シー は 月 駅 か ら ホ テル まで 走行 し ます 」 

「 月 タク シー は わた し が ここ か ら 乗 車 し て ホテ ル ま で 行き ます 」 

華美 美 鋼 な の だ ろう 、 宇 宙 服 を 着 て 月 タク シー に 乗り 込ん だ 。 

時 速 10 キ ロ く らい だ ろう か 、 静 か に 走り は じ め た 。 

向こう か ら 、 施 設 タ クシ ー が 走り 始め た 。 タ クシ ー そ の も の が 宇宙 服 に な っ 

て いる 。 

月 駅 も ホテ ル も 連絡 舶 も 宇宙 服 が いら な い 。 

月 タク シー は 、 静 か に 月 駅 か ら 去 っ て いっ た 。 

AA 

「 時 速 は 20 キ ロ が 最高 速度 で す 」 

隊 が 23 時 

実際 に は 、 今 スタ ー ト し た 。 順調 に 走っ て いる 。 

華美 美 鋼 は どう し て 施設 タク シー に 乗ら な いで 宇宙 服 を 着 な いと いけ な い 月 

タク シー に 乗る の だ ろう か 。 

カメ ラ が 華美 美鈴 の 月 タク シー を 追っ た 。 

「 わ た し ちょ っ と 出かけ て くる か ら 」 


「 な に か あっ た ら ラ ナン が いる か ら 」 

「 わ か っ た 」 

「 何 か あ り ま すか ? 」 

「 順調 」 

「 一 旦 帰 っ て くる か ら 」 

「 わかり まし た ,」 

湯 花 邪 無 は ずっ と ライ ブ テ レ ビ を 見 て いた 。 

月 連絡 般 の アー スバ ッ テ リ ー は どう な っ て いた の だ ろう か 。 
何 も 情 報 が な い 。 

帰り は どう する の だ ろう か 。 

月 に 向かっ た と き は どう し た の だ ろう か 。 

この ライ ブ テ レ ビ は いつ まで や っ て いる の だ ろう か 。 

「 これ か ら 月 ホテ ル の アー スラ イ テ ィ ング を や り ま す , 
「 1 時 間 後に また お 会 いし ます 」 

ジャ カル タ 時 間 の 14 時 30 分 だ 。 

15 時 30 分 に ライ ブ プ テ レ ビ が 再開 され る 。 

湯 花 邪 無 は コー ヒー が 欲し く て 厨房 へ 向かっ た 。 

「 ミ スタ ー ジ ャ ムコ ー ヒ ー で すか ? 」 

湯 花 邪 無 は 名 前 が わか ら な い 。 

「 煎れ ます 」 

湯 花 邪 無 は 黙っ て いた 。 

「 こ の 豆 は y uhana の 森 の 豆 で す 」 

「 あり が と う 」 

コー ヒー は ボタ ン を 押せ ば 自動 で 1 人 分 を 前 れ て くれ る 。 
る っ 

「 あり が と う 」 

「 クッキー で す ,」 

いけ な いこ と な の だ が 、 少 な い 人 数 な の に 湯 花 邪 無 は 名 前 が わか ら な い 。 
「 ネ ッ ト 販 売 を も や っ て る ユル キ で す 」 

「19 歳 で す 」 
湯 花 邪 無 が 名 前 が わか っ て いな いこ と を 読ま れ て いた 。 


イン ド ネ シア の 人 は 人 を 察する こと が で きる 。 

「 どう も あり が と う 」 

湯 花 邪 無 は クッ キー と コー ヒー を 持っ て ジン の 部 屋 に 戻っ た 。 

湯 花 邪 無 は 落ち 着 か な い 。 ジ ン が 出かけ て いる か ら ま だ 助かっ て いる 。 話 し 
か ける 人 が いな い 。 こ ん な こと で は ジン に 申し 訳 な いと は 思う の だ が 、 ど う 
に も な ら な い 。 

「 月 ホテ ル の 月 アー スラ イ テ ィ ング を 点灯 し ます 」 

いき な り 華 美美 負 の 声 が 聞こ えた 。 

真っ 暗 で 何 も 見 えな か っ た の に 、 明 る い 部 屋 に な っ た 。 ホ テル の ロビ ー だ る ろ 

う 。 エ ネル ギー 節約 の た め だ ろ う 。 地 球 地上 の ホテ ル の よう に 豪勢 な 感じ で 
は な く て シン ブル で ある 。 

「 み な さん こん に ち わ び ー」 

まつ が 

「 月 アー スバ パ バッテリ ー は うま くい きま し た ,」 

「 月 ホテ ル の 月 アー スラ イ テ ィ ング は この と お り で す 」 

「 今後 、 ホ テル の 電源 を 月 アー スバ ッ テ リ ー に 切り 替え ます 」 

「 明 日 わた し は 地球 に 帰り ます が 、 月 連絡 船 は アー スバ パッ テリ ー で 動き ま 

す 」 

「 月 に 来る と きも アー スバ ッ テ リ ー で 動き まし た 」 

「 今回 の 月 連絡 船 の アー スバ ッ テ リ ー は 月 と 地球 を 自分 で 剤 断 し て シス テム 
を 切り 替え る こと が で きま す 」 

「 少 し 心配 も あっ た の で す が す べ て うま くい っ て いま す ,」 

「 明 日 帰 恒 で きれ ば 月 アー スバ ッ テ リ ー は 完璧 に な り ま す 」 

湯 花 邪 無 は 何時 に 月 を 出発 する の か 吉 わ な い 華 美美 負 に イラ イラ し て いた 。 
仕方 な く 湯 花 邪 無 は 検索 し た 。 

9 月 17 日 日 本 時 間 の 15 時 だ 。 到着 が 19 日 の 日 本 時 間 15 時 だ 。 

まだ し ば らく ドキ ドキ が 続く と 思っ た 。 
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た 本 書 は (株 ) ボイジャー の Romancer で 作成 され まし た 。 


